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はしがき 

この 本 は、 石 川 啄木 Q 生涯と、 彼の 思想 • 文学の 発展 を、 青年 諸君に、 わかりやすく 説く こと 

を 目的に して 書いた。 そして 啄木の 日記 や 手紙 をタテ 糸に し、 彼の 文学作品 をョコ 糸に して、 そ 

e によ つ て 啄木と いう 人間の 生涯 を 浮き出させよ うとして 書いた。 

隊 木が はっきりした 自覚 を もって 文学 活動 を はじめた の は、 明治 四十 年 以後から だとい つてい 

、， だろう。 すなわち 北海道 一年間の 生活 をう ち 切って 最後の 上京 をした 四十 一 (一 九 〇 八) 年 春 か 

ら、 四十 四 (一九 一 一) 年の 秋 頃までで、 このわず か 三年 あまりの 間に、 彼の 代表的な 小説、 詩、 

短歌、 評論な どが 書かれて いるので ある。 

この 期間 は、 日露戦争 後の 日本 資本主義の 躍進に よって、 ようやく 帝国主義的な 段階に 入り、 

1. 朝鮮への 侵略の 手 をのば しはじめた 時期で ある。 そして 国内 的に は、 天皇制 絶対主義と 軍 

国 主義が 強化され、 それにと もな つ て、 国民 大衆の 自由と 権利が つぎつぎと うばわれ てい つ た 時 

し 期で ある。 そのような 時代の 圧迫の なかで、 啄木 は 「我々 青年 を 囲繞す る 空気 は. 今やもう 少しも 

は 流動し なくなった。 強権の 勢力 は 普く 国内に 行亘 つて ゐ る。」 (「時代 閉塞の 現状」) といい、 この 強 

1 権 を 人民の 「敵」 として 認識した ので ある。 啄木が 一時期の 虚無 や 絶望から たちあがり、 人民の 
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7 一   少年 時代と ふるさと 


一 、 少年 時代と ふるさと 

明治 四十 二 九 〇 七) 年 三月、 盛 岡 中学校の 校友会 雑誌に 「林 中 書」 という 文章 を顿 木が 書い 

ている。 そのな かにつ ぎの ような こ とが 書 いて ある。 

「日清戦争が 済んだ 時、 人 は 皆盃を あげて 狗コ 口の 如く 躍り 上った。 そして 叫んだ。 『帝国の 

存在 は 今世界の 等しく 認 むる 所と なれり！』、 当時 十 歳であった 予は、 之 を 聞いて 稚心 にも 情 

なく 思った。」 (中略) 「爾後、 所謂 『臥 薪 甞胆の 十 年間』 が 過ぎて、 日露戦争が 始 つて、 済ん 

で、 遂に 今日と はなつ た。 人 は、 q 日本 は 一 躍して 世界の 一 等 国に なった。』 とい ふ。 誠にお 芽 

出度い 話で ある。」 (中略) 「日本 は 一 躍 一 等 国に な つ た！ 一  等 国になる と は、 国が 成人して 

大人 並に 交際が 出来る 様になる とい ふこと である。 すると、 明治 廿八 年に 僅か 十 歳の 小児で あ 

つた 予も、 今 二十 一歳で、 大抵の 世の中の 人と 先づ話 だけ は 対等に 出来る 様になって 居る。」 

石 川 啄木 は 明治 十九 二八 八 六) 年 二月 二十日、 岩手県 南 岩 手 郡 玉 山村 大字 日 戸の、 ，曹 洞宗日 

照 山 常 光寺に 生れた。 父 はこの 寺の 住職であった 一 禎 というお 坊さんで あり、 母 はー禎 の師、 盛 


o 


岡 竜 谷 寺の 住職 葛 原 対 月の 末 娘 カツで ある。 

(註) これまで 啄木の 実際の 生年 は 明治 十八 年 十月 二十 八日で あるが、 出生 屈 出が 翌年 二月 二. 4- 日に な 

つてい ると いわれて いたが、 最近 北海道の 岩 弒之徳 氏の 綿密な 調査で、 実際に 生れた の も 戸籍 面の 通り 

十九 年 二月 だと 報告 (雑誌 『短歌 研究』 昭和 廿九年 十二月 号) されて いる。 

こ こで 考えられる こと は、 啄木 は 十 歳で 日清戦争 をむ かい、 一 一 十 歳で 日露戦争 をむ かえた とい 

うこと である。 二十歳と いえば、 人生 や 社会に ついて、 ようやく 真剣に 考え はじめる 時期で あ 

る。 啄木が そうい う 時期に 達した こ ろが、 ち よ うど 日露戦争が 終 つ たと きで 、 日本の 資本主義が 

飛躍的に 発展し、 そして 帝国主義の 段階に 入った 時期で ある。 それに ともなって 資本主義の 内部 

にある いろいろな 矛盾 も だんだん は つきり あらわれ てきて、 深刻な 社会問題、 労働 問題な どが お 

こり、 社会主義 Q 運動 もまた さかんになり、 それらの ことが 文学に も 影響して、 文学の 上に も大 

きな 変化が あらわれる ようになった。 当時の 知識階級の 人々 にと つて、 「いかに 生くべき か」 

「何 をな すべき か」 という ことが 日常に さしせま つ た 問題と して 解決し なくて はならない 寺 期で 

あ つたので ある。 

このような 時期に、 啄木 は 二十歳と いう 年齢に 達し、 日露戦争 以後の 日本の. お^な 社会の なか 

で、 啄木 は 成長して ゆく ので ある。 なお あとでく わしく 述べる つもりで あるが、 日露 教争の あ 
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と、 社会的 矛盾が いよいよろ こつになる とともに、 天. 皇制 絶対主義の 力が 強化され、 国民の 自由 

と 権利が つ ぎ つぎに う ば わ れ て ゆ き 、 明治 末年 は 暗黒時代 といわれる ような 暗い 谷間の 時代で あ 

つたので あるが、 このような 時代に、 「いかに 生くべき か」 という 問題 を 誠実に 追求し、 • つねに 

ヒュ ー マ 二 ズムの 精神 を つらぬき、 あくまで 民衆の 自由と 幸福 を もとめる 方向に 彼 自身の 思想と 

文学 を 統一して いったの である。 とにかく 啄木の 思想と 文学 を 考える ばあい、 彼が 生れ そだった 

時代、 日露戦争が 終った とき 「予は 二十歳であった。」 という、 その 時代と むすびつけて 考える 

ことが 重要 だと 思う ので ある。 

啄木に は 二人の 姉 (長女 さ だ、 次女 とら J が あり、 一人の 妹 (光子) があって、 そのな かの 一 

人の 男の子と して、 両親の ふかいい つくしみ のなかに そだった。 啄木の ほんとうの 名 は 1 といつ 

た。 啄木が 生れた 翌年の 早春 15、 暦 一一 一 一朋 は ひい) 北 岩 手 郡 渋 民 村の 宝徳 寺に 父が 転住した ので 

一 家 を あげて 渋 民 村に 移った。 啄木 はこの 渋 民 村で 幼少 年 時代 をす ごし、 自分の ふるさと として 

生涯な つかしんだ。 啄木の 文学と この 渋 民 村と はきり はなせない 深い関係 があって、 われわれに 

とっても、 啄木と いえば すぐ 渋 民 村 を 思い出す ので あるが、 昭和 二十 九 年 四月、 渋 民 村 は 玉 山村 

に 合併され て、 いま は 渋 民 村と いう 名称 はなくな つた。 しかし 啄木の 文学と ともに、 渋 民 村の 名 

は 永久に 人々 の 記憶から は 消えない であろう。 


s 明治 二十 四 二八 九 一) 年、 六 歳で 渋 民 小 ffe に 人った。 当時 神童と いわれた ほどの 秀才で、 

ェ藤 千代 治と いう 少年と、 い つも 首席 を 争つ ていた。 

小学の 苣席を 我と 争 ひし  . 

友の いとなむ 

木賃宿 かな 

千代 治 等 も 長 じて 恋し 

子 を 挙げぬ 

わが 旅 にして なせし ごとくに 

と、 啄木 は あとに なって その 友 を 想い出して 歌って いる。 十 歳で 小学校 尋常 科 を 卒業す ると き は 

彼 はついに 首席だった。 渋 民の 尋常 小学校 を 卒業した 啄木 は、 高！^ 小学校に 人る ために、 盛岡巿 

に 出て、 母方の 伯父に あたる ェ藤経 象 方に 寄宿し、 盛 岡 市立 高等 小学校に 入学した。 同級に 伊^ 

圭 一郎、 二 年に 小 笠 原 謙吉、 三年に 阿部 修 一郎、 四 年に 金 田 一 京 助な どが いた。 この 金 田 一京 助 

は 啄木 を 文学に みちびいた 先輩の 一人で あり、 終生の 親友と して、 啄木の 死にいた るまで 深い 交 

わり をつ づけた 人で ある。  . 
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啄木が 高等. や 学校へ 入った 日の 印象 を、 金 田 一は その 著 『石 川 啄木』 のなかで つぎのように 書 

いている。 少年 啄木の 風貌 をった える 文章 だから、 少し 長いが 引用して おく。 

兒た ところでは、 六つ 七つの 子供と 見 違へ さうな、 如何にも 子供ら しい、 小さな、 左右の 頰ぺ たと、 お 

で こが 柔 かに 盛り 上って、 ゴム 人形の 面立ち そっくりな、 併し 牛乳 色の 肌 細かな、 くるくる つと 円い 目 を 

しばた X く 可愛らしい 子供であった。 

私 は、 心の中で、 どこかの 尋常 校へ でも 上る 子供が、 途中まで 連れて来て 貰って ゐる所 だら うと^へ 

た。 併し、 そんな 風 もな く、 何処まで も、 吾々 の 校門の 方へ 近づいて 来て、 やがて 校門 を 入らう とする か 

ら、 私 は 小さい 声で、 阿部 君に 聞いて 見た。 

「この 子 は？ 高等 小学な の」 心で まさかと 思 ひながら。 

すると 阿部 君が、 大笑 ひ をして、 かう 云った もの だ。 

「うん、 この 人 は 幼稚園 へ 上る の を 間違 つ て 此処 へ 来たの。」 

私 は 「道理」 でと 思った。 が、 その子 は、 首と 体 を 一体に 振って、 いやいや をして、 阿部 君へ すねて む 

づ かっていた。 阿部 君 は、 にゃにゃ 笑って 面白がりに、 かう 云つ， こ。 

一 この 人 はよ、 乳 Era* 要らず (ゴムの 乳首 を 取 付けた 牛乳 壜 のこと) から、 やっと 放れて 来たの。」 

「や あ！」 と 私達が 笑 ふと、 その子 は、 捉 つて ゐた 阿部さん の 捥を引 張ったり， ^へ 飛びつ いて 顔 や 打 


つたり した。 

「名 は 何とい ふの？」 

と、 私が はたの 沢 田 君 か、 小 林 君へ 尋ねたら、 阿部さん が、 かかられ 乍ら 尙も、  ■ 

「名前 は 石 川 一 つ こさん、 一 名 ふぐべ つ こさん。」 

といって 逃げ だした。 怒って あと を 追 ひかけ る 一さん は、 成程、 丸々 肥えた 青 飄篦の 可愛い 地肌 を 思 はせ 

る 所があった からだ。 私達 も わ あわ あ 笑って 一 諸に あとに ついて 馳け 出した。 

「乳母 要らず から や つ と 放れた …； 」 だの 「石 川 ふぐべ つ こさん」 だのと 云 つ て、 からか つ て 逃げる も 

の だから、 順々 に みんなに 飛びつ いて かかって 行く。 誰かへ かかって 行く ので、 私の 前 を すれすれに 横ぎ 

る 途端、 それまで 純然たる 傍観者で ゐた私 も、 何 かやつ ばりから かひた くな つて、 とい ふよりも、 私の 指 

がむ づむづ して さは つ て 見たい 誘惑に の つて、 ぼつ ちゃりした その 両頰の 上に お つ かぶ さる やうに 載 つ て 

る 白い 丸い おでこへ、 ちょっと 人差指の 指頭 を さはった。 同時に、 「此ので びん こ！」 (おでこの 意) と覚 

えず 云った もの だ。 

すると 幼い 石 川 君 は、 他の 友達 を 追 ひかけ るの を 止めて、 円い 目 を くるくる つと 私へ 転じ、 下唇 を嚙ん 

のぞ 

で 左右の 糸 切歯 を^ かせながら、 奮然と 私へ かかって 来たの だった。 

私の 方 は 労 はる 気がある のに、 向う は 真剣な もの だから、 私 はた じた じと なって、 ぐんぐん あとへ 圧さ 

れて、 大勢の 子の 見る 前で、 到頭、 溜りの 壁まで 押されて 行った。 背中が 壁へ ぴたりと 着いて もうあと へ 
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行けよ、，， のに、 それでも、 拳固 を かためて、 圧す やら 衝 くやら する こと を 止めない もの だから、 あばら 骨 

やお 腹の あたりが 拳固で 少し 痛 か つ た。 

「おやおや、 赤 ン坊の 様な 子 だが、 割りに 手剐 いところ の ある 子 だな。」 

と、 少し 興 ざめ たのが、 私の その 時の 正直な 印象だった。 而も 此が 私の、 石 川 啄木に 対する 第一印象 であ 

つたので ある。 

からだが 小さくて、 高等 小学に はいるのに 尋常 科に ゆく のと まちが つたの だろうと 疑われた は 

どの 啄木が、 しかし 自分より ずっと 大きい 幾人 もの 人々 に、 臆せず 組つ いていった 彼の まけ じ 魂 

が、 この 金 田 1 の 文章に よく あらわれ ている。 啄木 は 何ものに たいしても、 たしかに 「下 剛ぃ」 

相手であった。 

明治 三十 一 (一八 九 八) 年 四月、 十三 歳で 岩手県 立 盛 岡 中学校に 入学した。 同級に 前記の 阿部、 

伊東、 その他 小 沢恒ー (早大 教授) などが あった。 

小 沢恒ー の 書いて いる r ュ 二 オン 会と 啄木」 (岩波 版 『啄木 全集』 別卷) に 「啄木 や 私 どもが 盛 岡 中学 

に 入学した の は 明治 三十 一年 四月であった。 一ての 頃の クラスの 編制 は 身長 順によ つた もので、 私 ども は 小 

さい 者の 集りで ある 丙 組で あ つ た。 啄木 も 私 も 追々 身長 は 伸びた 害で あるが、 い つも 小さい 者の クラ ス に 

編制され、 それが 五 年まで 続いた。」 と あるので、 啄木の 背の ひくかった こと はこれ でも わかる。 
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啄木 は 中学 二 年に なって、 盛 岡 市 新 山 小路の、 長 姉の 嫁ぎ さきで ある 田 村 力に 移った。 ，てして 

その 年の 夏期休暇 を 利用して、 はじめて 東京に 出て いる。 当時 上野 駅に 勤務して いた 次 姉の 嫁ぎ 

さきの 山 本 をた よ つ て 市内 見物 をして 帰 つ た。 この 田 村の 庭つ づきの 隣家に 堀合忠 操と いう 人が 

住んで いて、 そこの 娘の 節 子と 啄 は 親しくな り、 やがて 相愛の 仲と なった。 これが 啄木の 初恋 

で、 そして この 初恋が やがて 実 をむ すんで、 啄木 二十歳の 六月 結婚す るので ある。 

かなしみと いはば いふべ き 

物の 味 

我の 嘗めし は あまりに 早 かり 

X 

しろあと 

城址の 

石に 腰かけ 

禁制の 木の実 を ひとり 味 ひし こと 

X 

わが 恋 を 

はじめて 友に うち 明けし 夜の ことな ど 
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思 ひ 出 づる日 

などの 歌 は、 のちに 当時 を 回想して 歌った ものである。 

当時の 盛 岡 中学 は 前記の 金 田 一 、 小 沢な どの ほか 野 村長 一 (胡堂)、 田 子 一 民 (自由党 代議士) な 

どの 人々 がいて 文学 熱 もさかん であった が、 一方、 日清戦争 後の 軍国主義 はなやかな ころで、 軍 

人 志望の もの も 多かった。 この 人々 は、 「修養 団」 という グル ー プを つくり、 及 川 古志郎 (後の 海 

軍 大将) などが 中心に なって いた o  ( 米 内 光政 元 海軍 大将な ども 当時の 盛 岡 中学生であった。) 啄木 も 1 

時 軍人 を 志望し、 いかめしい 馬上の 将軍の 姿な ど を 夢想して いた。 

軍人に なると 言 ひ 出して 

父母に 

苦労 させた る 昔の 我 かな 

5 つ とりと なりて 

剣 を さげ、 馬に のれる 己が 姿 を 

胸に 描け る 

しかし 啄木の 軍人 熱 はなが く つづかず、 しだいに 文学に 熱中す るよう にな つ た。 明治 三十 三 
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(一 九 〇〇) 年、 中学 三年に なつ て、 ^謝 野 鉄 幹 (寬) の 『天地 玄黄』 『柬？ 北』 などの 詩歌 集 

を 及 川から 借りて 愛読し、 また 後に 金 出 一 から 雑誌 『明星』 を 借りて 明星 派の 詩歌に 親んだ。 そ 

して 彼 も r 翠江」 という 雅号 を 用いて、 短歌 をつ くり、 回覧 雑誌に 掲載した。 

明治 三十 四 (一九 o 一 ) ： ホの 二月、 盛 岡 中学に ストライキが おこった。 その 原因に なった の は 

地元の 古い 教師と、 東京な どから 赴任した 新しい 教師との あつれきで、 地元の 古い 教師の 勢力が 

つよく、 生徒に 信望の ある 新しい 先生 はすぐ やめて ゆく。 そういう ことに 不満 を もった 生徒た ち 

は、 地元の 古い 教師 を 排撃す るた めに ストライキ を やった ので ある。 三年 生の クラスで は 啄木が 

中心に なり、 四 年の クラスで は 野 村長 一 (胡堂) が 中心に なって 校長に かけあった。 この スト ラ 

ィキに は 一 年生 も 二年生 も 合流して 問題が 大きくな り、 ついに 文部省 も 問題の 解決に のりだし、 

結局 校長 はじめ 二十 数人の 教師が： 父迭 して 解決した。 そして 生徒 側から は 一 人の 犠牲者 も 出さず 

ス卜 ライ キは 大勝 利に 終り、 その 四月 啄木 は 四 学^に 進級した。 

夏休み 果てて そのまま 

か へり 来ぬ 

若き 英語の 教師 も ありき 
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ストライキ © ぃ；^ でても 

今 は 早 や 我が 血 躍らず 

ひそかに 淋し 

1 岡の 中学校の 

露台の 

搠 千に 最 一 荧 ^を 倚らし め 

と、 啄木 はの ちに 当時 を 思い出して うたって いる。 

啄木 十六 歳、 中学 四 年生に なつ-てから は、 彼の 文学 熱 はいよ いよた かまり、 そして 文学的 才能 

も 目に みえて 成長した。 回覧 雑誌 『三：：： 月. 一一 『爾伎 多 麻』 など を 編集し、 『爾伎 多 麻』 に 美文 「秋 

の愁 ひ」、 短歌 「秋草」 など を 発表して いる。 このように 文学に 熱中 するとと もと、 学業の 方 は 

怠りが ちに なった ので、 学校の 成蹟 はわる くなる ばかりであった。 彼 はたびた び 教室 をぬ けだし 

こ _r か U. 

て、 近くの 不 来方 城址の 草の 上に ねころんで、 詩 や 歌 を 考え、 未来の 文豪 を 夢に えがいて、 時 を 

わすれる ことが 多かった。  - 

師も友 も 知らで 責めに き 


は  謎に 似る 

わが 学業の おこたりの 因 

教室の 窓より にげて 

ただ 一人 

かの 城址に 寝に 行きし かな 

愁 ひ あ る 少年の 眼に 羨み き 

小鳥の 飛ぶ を 

飛びて うた ふ を 

これらの 歌 をよ むと、 当時の 少年 詩人 啄木が、 大空 を 自由に 飛び まわる 小鳥の ように、 いろい 

ろな 空想の 輸を ひろげながら、 そのたの しさに う つ とりと していた 姿が 目に みえる ようで ある。 

この 年の 冬、 啄木の 生涯 を 考える うえに 忘れて ならない 一 つの 事件が あった。 それ は 足 尾 鉱毒 

事件 である。  • 

. 足 尾 鉱毒 事件と いうの は、 栃木県の 足尼鋦 山の 鉱毒が 渡 良 瀬 川に 流れで て、 そのために 沿岸の 
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田 ゃ灿が 荒れ、 農作物が でき なくなり、 そのため 附近の 農民た ちの 生活が おびやかされる ように 

なった。 そこで 農民た ちが、 いくど も 政府に 陳情して、 鉱山の 設備 改善 をね がつ ものであるが、 

政府 は その 陳情 をと りあげよう としない。 当時 栃木県 選出の 代議士 田 中正 造が この 鉱毒 事件に 大 

きな 関心 を もち、 被害の 実情 を 調査して これ を 議会の 問題に したが、 やはり 政府に 誠意が なく、 

いつも うやむやに していて 解決が つかず、 その後 十 年 もの あいだ うちすてて おかれた。 明治 三十 

三^. 二月、 鉱毒 地の 農民た ち は、 いよいよ 最後の 手段と して、 ちょうど 開会 中の 議会に 訴えよう 

とし、 デモ隊 を 組織して 東京へ 押し かけて くる 途中、 多数の 憲兵 や 警官に よって 捕えられ、 投獄 

される というよ うな 事件に なつ た。 

このような ことから 鉱毒 問題 は 大きな 社会問題 となり、 また 大衆運動 となって 全国的に ひろが 

つた。 この ころ 当時の 東京 帝大の 学生であった 河上肇 が、 この 問題に ついての 講演会 をき きにい 

つて、 鉱毒 地の 農民に ふかく 同情し、 持って いる だけの 洋服 や 着物 を、 気の毒な 被害地の 農民に 

寄附した というよ うな こと もあった。 この 鉱毒 問題で 献身的に たたかった 田 中正 造 は、 明治 三十 

四^ 十二月、 ついに 決心して 代議士 を 辞職し、 議会の 開院 式から 帰る 途中の 天皇に 直訴した。 つ 

まり 渡 良 瀬 川 沿岸の 農民の 窮状 を 直接 天皇に 訴えて、 何とか 救済して もらおうと 考え たので あ 

る。 このと きの 直訴 状 は幸徳 秋水が 書いた もの だが、 この 幸徳 秋水 は、 のちに 明治天皇 暗殺の 陰 
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謀 を やった という 無実の罪で、 明治 四十 四 年 一月 死刑に なって いる。 これが 一世 を 驚かした いわ 

ゆる 大逆事件で、 この 事件から 啄木 は 大きな 衝撃 をう け、 そして 彼 はこのと きから、 はっきり 社 

会 主義者 である こと を 宣言した ので ある。 

当時 十六 歳であった 少年 啄木 も、 この 鉱毒 事件に ふかく 心 をう ごかされ た。 たまたま 三十 五 年 

一月、 青 森 歩兵 連隊の 一個 大隊 二百 二 名の 兵士た ちが 八 甲 田 山越えの 雪中 行軍 を やった が、 その 

うちわず か 十二 名 を 残して、 他 は 全部 雪中で 凍死した という 事件が おこった。 この 連隊 は 岩手県 

出身の 人が 多かった ので、 盛！： 市 も ふかい 悲しみに 沈んだ。 啄木 は 級友 をう ごかして この 事件の 

新聞 号外 を 街頭で 売り、 その 金 を 鉱毒 地の 農民 や、 凍死した 兵士の 遺族に 義 損した。 啄木 はこの 

鉱毒 事件に つ いてつぎ のよう な 歌 をつ く つ ている。 

夕 川 に 葦 は 拈れたり 血 に ま ど ふ 民の 叫びの など 悲 し き や 

啄木の 社会的 関心 は、 少年 時代から すでに このように ふか か つたので ある。 

明治 三十 五 二 九 〇 二) 年 十月、 中 学卒 菜 を 間近 かにして 啄木 は 退学した。 その 理由と して い 

ろい ろ 伝えられて いるが、 第一に は 文学に 熱中して 学業 を 怠った ために、 二 学期の 試験に 数学に 

落第点 をつ けられた という ことが 彼の 心 を 腐らせた ことに もよ ろう。 それから 前年の ストライキ 

麦、 新しく 赴任した 校長が 厳格で、 生徒の 自由 を 圧迫した という こと も、 彼 を 学校から 去らせた 
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原因の 1 つであろう。 さらに 彼 は、 文学 を もって 身 をた てようと いう 決心が ようやく はっきりし 

てきて、 そのために はもう 学校の 勉強な ど どうで もい いと 考えた ことに もよ ろう。 とにかく 啄木 

はい さぎよ く 学校 を やめて、 その 月 三十 一 日 上京した ので ある。 

東北 本線で 盛 岡から 青 森に 向つ て三ッ 目に 好 摩と いう 駅が ある。 この 駅で 降りる と 左手に 岩 手 

富士 といわれる 秀麗な 岩 木 山が 高く そびえ、 右に は 北上 川の ゆたかな 流れが ある。 はるか 向う に 

岩 手 山と 相対して、 姫 神 山が とがった 峰 をみ せて いる。 北上 川に かかった 船 田 橋 を わたって 五六 

丁 ゆく と、 そこが 渋 民 村で ある。 

や はら か に 柳 あ をめ る 

北上の 岸辺 目に 見 ゆ 

泣けと ごとくに 

X 

霧 ふかき 好 摩の 原の 

停車場の 

朝の 虫 こそす ずろ なり けれ 

X 
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ふるさとの 山に 向 ひて 

言 ふこと なし 

ふるさとの 山 はありが たき かな 

歌集 『 一 握の 砂』 に はふる さと 渋 民 を 歌った ものがた くさん ある。 詩集 『あこがれ』 の 三分の 

二 は 渋 民で 作られ、 また 彼の 小説 「雲 は 天才で あ. る」 「天鵞絨」 「赤痢」 「足跡」 「鳥 影」 など もみ 

な この ふるさとが 舞台に なって いる。 このように 啄木の 文学と ふかいつな がりが あり、 啄木の 文 

学 を 育てた 母胎 ともいうべき ふるさと 渋 民に、 しかし、 啄木 は その 短い 生涯の なかで も、 ごく わ 

ず かし か 住んで いない。 すなわち 渋 民 尋常 小学校 を 卒業した 十 歳までと、 明治 三十 七 年 二回 目の 

上京から 帰って 半年ば かりと、 それから 三十 九 年 三月から 翌 四十 年 四月、 代用教員 を やめて 北海 

道へ わたるまで Q 一  年間 だけで ある。 

明治 三十 九 年 三月 四日の 日記に、 盛 岡から 一 家 を あげて 渋 民に 移 つたこと について つぎの よう 

に 書いて いる。 

我が 一家の 此 度の 転居 は、 (中略) 田舎で 徴兵検査 を 受けたい ためや、 又 生活の 苦闘の 中に 

長く 家族 を 忍ばし める 事の 堪えられ なか つ たため や、 閑地に 隠れて 存分 筆 をと りた か つ たため 

や、 種々 の 原因の ある 事で あるが、 新 住 地と して 何故に 特に この 僻陬 を 選んだ か。 それ は 一言 
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にして 尽きる。 曰く、 渋 民 は 我が 故郷 —— 幾 万方 里の この 地球の 上で 最も 自分と 関係の 深い 故 

郷 である からだ。 「故郷」 の 一語に 含む 甘美 比 ひなき 魔力が、 今迄、 長く、 深く、 強く、 常に 

自分の 心の 磁石 を 司 配して 居た からだ。 愛と 詩と 煩悶と 自負と 涙と、 及び 故郷と、 これ は 実に 

今迄の、 又 現在の、 自分の 内的生活の 全部で はない か。 

このように 「甘美 比 ひなき 魔力」 を もって 啄木 を ひきつけた 故郷 渋 民 も、 啄木に とって 決して 

安住の 地で はなく、 「石 を もて 追 はるる 如く」 渋 民 を 去って 北海道に わたって から、 ついに 再び 

この 地 を 踏む ことが なか つたので ある。 

二、 啄木の 文学的 出発 

啄木の 文学作品 として は 明治 三十 四 二 九 〇 一) 年 九月、 盛 岡 中学 四 年生のと き、 級友で つく 

ていた 回覧 雑誌 『爾伎 多 麻』 に 発表した 「秋草」 と 題す る 短歌 三十 首であろう。 ここに そのな 

かから 十 首 を あげてみ る。 

人け ふ をな やみ その ま、 闇に 入りぬ 運命の み 手の 呪 はしの 神 


S  を 枕よ こよい Q 夢 はかたら ざれな うらみ うれた みさて は うれしの 

世 も 人 も のろ はじさ ては怨 み ま じ 理想 のく もの ちぎれて し 今 

ひかり ありて 野辺の 闇路に 光り ありて 姿の 哀れ 照らしし の 宵 

火 かげ あかき 御殿の 一 II ぼ そそと あけて 琴 ひくみ 手 をう かが ひよりぬ 

さらで そのた だかり そめの 惑 ひよ とそと ほほ ゑみし 君 や 悶えの 

紅 ふくむ 袖 や おもきら ふたげ のた けの くろ 髪おば しまの 君 

もやの 袖お ぼろの 空の 春の 神 歌 やめ すらむ 月 姫の みや 

見ず や 君 そら を 流れし うる はしの 雲の ゆく へ の 理想の み 国 

あきの 夜の そぞ ろの 夢よ おばし まに うす むらさきの もすその 女神 

これらの 歌 をみ ると、 そのこと ばつき はいかに も 明星 調で、 とくに 与 謝 野 晶子の 模倣と 思われ 

る ものが 多い。 しかしい かに 模倣で あっても、 十六、 七 歳の 少年の 作と してみ ると き、 その 早熟 

さ に 驚か ざ る をえない。 

啄木 は その 前年 あたりから 与 謝 野 鉄 幹の 『天地 玄黄』 や 『東西南北』 を 読み、 また 雑誌 『明 

星』 にも 親んで いた こと は 前に 書いた。 当時 金 田 一京 助 はすで に 『明星』 の 社友で、 「花 明」 と 

いう 雅号で 同誌 上に 作品 を 発表して いた。 雑誌 『明星』 は 明治 三十 三年 四月に 創刊され たもので 
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いわゆる 新派 和歌 運動の 中心で あり、 当時の 日本の 浪漫主義 文学 運動の 主流で も あ つ た。 

日清戦争 を 経て、 それに つづく 明治 三十 年代の 初期 は、 日本の 資本主義の めざましい 発展 期で 

ある。 しかし それ は 「富国強兵」 という スロ ー ガンに も みられる ように、 真に 近代的な 民主 *自 

由の 上に は 育たず、 半 封建的、 専制 的な 国家 機構 を 土台と した ものであった。 けれども とにかく 

近代的 人間の 自覚 はたか まり、 S 我 解放 を さけぶ 声 はまず 詩 や 短歌 を 通じて あらわれ てきた。 こ 

のよう な 機運のう えに 雑誌 『明星』 は 創刊され、 伝統的 短歌の 封建的 保守性 を はげしく 批判し、 

奔放な 感情 を、 自由な ことばと 形式に よって 表現しょう とした。 一方で は 新しい 詩の 運動 もお こ 

り、 島 崎 藤 村、 土 井 晩翠、 蒲 原 有 明、 薄 田泣堇 などに よって 清新な 近代詩の 運動 も 発展して い 

た。 『明星』 は これらの 新しい 詩歌 運動の 屮心 として、 はなやかな 浪漫主義 文学 運動 を 展開した の 

である。 三十 四 年 八月、 与 謝 野 晶子の 処女 歌集 『みだれ 髪』 が 出版され て、 天下 を 風靡 するとい 

う ありさま であ つ た。 

このような 時代に、 遠く 盛 岡の 一 屮や 生であった 啄木が、 及 川、 金 W1 などの 先輩に よって 

『明星』 に 接近し、 その 影響 をう けて、 まず 短歌 をつ くり はじめた ので ある。 啄木が 最初に 短歌 

に 興味 を も つ たの は、 彼の 父 一 禎も 和歌の たしな みが あ つ たこと によるの かも 知れない。 

明治 三十 五^に なると、 啄木 はさら に 多くの 短歌 をつ くって いる。 そして 『明星』 に 入社して 
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短歌 を 投稿して いたが、 三十 五 年 十月の 第三 明星 第五 号に、 六 号 活字 三段耜 のなかに はじめて 彼 

の 短歌が 一首 掲載され た。 この ころ は フ H 蘋」 という 雅^ を 用いて いる。 その 一首 は 

血に 染めし 歌 を わが 世の なごりに て さす も ひこ こ に 野に 叫ぶ 秋 

というの である。 つづいて 翌月 号に 二 首、 翌々 月 号に 三 首と いう ふうに、 だんだん ふえてい つて 

三十 六 年 七月 号に 四 首、 同 十一月 号に 十二 首が 掲載され、 そして この 年 十月から 新 詩 社 ：！ 人に 加 

えられた ことが 社告と して 出て い る。 この 十二 首のう ち 

さびしみ を 胸に 千す ぢ- の 髪の ごと 捲け る と 知りて 天の 名よ びぬ 

に ひだな  よ み 

犠 卓に 蒼 火 さ さげ て 陰府の 国 妖女 夜す がら 罪 の 髮梳く 

の 二 首 を、 翌月 号の 合評 会で、 鉄 幹が 「最も 傑作です」 といい、 晶子 も 「さびしみ をの 歌が 殊に 

宜しい」 といって いる。 この 合評の 載った 十二 号に も 白蘋の 名で 四 首の 短歌が 発表され ている が 

この 号に r 愁調」 と 題す る 五 篇の長 詩 も 発表され、 この 万 は 「^木」 という 雅ぢ になって いる。 

これが 啄木の 名の 出た 最初で ある。 すなわち 三十 六 二 九 〇 二) 年 十二月、 十九 歳の 年から 石 川 

啄木と なつ たので ある。 

啄木と いう 雅号 は、 「愁 調」 五篇の 詩の なかに 「啄木鳥」 というの があって、 これによ つて 鉄 

幹が 啄木と つけたと いわれて いる。 ここに はこの 「啄木鳥」 の 詩 を あげてお く。 
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啄木鳥 

いにしへ 聖者が 雅 典の 森に 撞 きし、 

光ぞ 絶えせ ぬみ 空の 『愛の』 火 もて 

お ほが ね 

铸 にたる 巨鐘、 無窮の その 声 をぞ 

染めな す 『緑』 よ、 げに こそ 霊の 住 家。 

聞け、 今、 巷に 喘げる 塵の 疾風 

よせ 来て、 若 やぐ 生命の 森の 精の 

ひね.？ ず ？っ り 

聖 きを 攻む やと、 終日、 啄木鳥 

い ♦* しめな つき 

巡 り て警 おお 樹 の髄に きざ む 。 

往 きし は 三千 年、 永劫 猶 すすみて 

つきざる 『時』 の箭、 無 象の 白羽の 跡 

追 ひ 行く 不滅の 教ょ。 II プラト ォ汝が 

浄き を 高き を 天路の 栄と云 ひし 

霊をぞ 守りて、 この 森 不断の 糧、 
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ぐし 

奇 かるつ とめ を 小さき 鳥の すなる。 

この 「愁 調」 五 篇の詩 をみ た 鉄 幹 は 「読んで 見る と II 歌と は 似 もっかず 清新な 上に、 荘重と 

優麗と 哀調と に 富んだ ものば かりであった。 当時の 私達の 同人雑誌 『明星』 に 毎月 載せて いる 薄 

田、 蒲 原 両氏の 詩 風の 影響 は 勿論 あるが、 確かに 其れの 基礎と なって 一貫す るすが すがし い 芳^ 

な 純情 は 啄木 君 自身の ものである。 その 措辞 手法に も 顕著な 独創が ある。 私 は 妻 を 近く 呼んで 二 

たび 三た び 声に 出して 朗読した。 云々」 と 激賞して いる。 啄木 はこれ に 力 をえ て、 それ 以後 は 短 

歌よりも 長 詩に 力 を そそいだ が、 短歌 もとき どき 発表して いる。 

三十 五 年 十月 末、 盛 岡 中学 を 退学して 上京した 啄木 は、 小石 川 区 小 日向 台 町の 大館 方に 止宿し 

十一月 九日 はじめて 新 詩 社の 集りに 出席した。 そして 鉄 幹 を はじめ、 平 木 白星、 山 本 露 葉、 岩 野 

泡 鳴、 前 田 林 外、 相 馬 御風、 前 田 香 村、 高 村 砕 雨 (光太郎)、 平 塚 紫 袖、 川上 桜翠、 細 越 夏 村な ど 

当時 文壇、 詩壇に すでに 名 を 成して いる 人々 と 歓談した。 啄木 はこの 日の 日記に つぎのように 書 

いている。 

啄木の 日記 は 尨大な 量に のぼって いるが、 その 曰 記に ついて 桑原 武夫 氏 は 「日本の 日記文学 中の 最高 峯 

の 一 つと いえる が、 実は それで はいい 足りない。 いままで 不当に 無視され てきた が、 この 作品 は 日本 近代 

文学の 誇りと して、 最高 傑作の 一 つに 数え こまねば ならない。」 (岩波 版 『啄木 全集』 別卷) といって いる 
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ように- 文学的に も 価値の 高い ものであるが、 この 啄木の 日記 は、 三十 五 年 十月 三十日、 すなわち 盛 岡 中 

学 を 退学して 上京す る 前日から はじまって いるので ある。 この こと は、 彼が 中学 を やめて、 いよいよ 文学 

に 専心し ようとす る 決心 の あらわれ ではな か つ たかと 思う。 

「都 は 国中 活動の 中心なる 故 万事 活潑々 地の 趣 あり。 かの 文芸の 士の、 一室に 閑居して 筆 を 

弄し 閑 隠 三昧に 独り 楽しめる 時代 は 既に 去りて、 如何なる 者 も 社会の 一員と して 大 なる 奮 斗 

を 経ざる ベから ず なれり。 人の 値 は、 大 なる 戦 ひに 雄々 しく 勝ち、 もしくは 敗く る 時に，.. 止ま 

る。 A ふ 

我 は 今日の 集会に 人々 の^ 取の：^ 盛んなる に大 によろ こぶ。 その 社員 遊説の 挙の 如き、 以て 

徴す ベ し。 

あ 、 吾 も 亦 この 後 少し 振 ふ処 あらん か。」 

この 文章 をみ ると、 当時 『明星』 に 拠った 人々 の 新しい 文学 運動に 気負って いた 様子が わかる 

に 啄才 自身の 文学に たいする 抱負 も 知る ことができよう。 この 集会の あった 翌日、 渋 谷の 与 謝 

野 家 をたず ね、 はじめて 晶子に 会って いる。 

啄木 は 東京で 英語の 勉強 かたがた 西欧の 文学の 勉強 を はじめた。 当時の 日記 をみ ると、 
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十一月 十二 曰。 一 日英 語の 研究に 費す。 読みし は ラムの セ ー クスピ ー ャ にて ロメオ エンド ジ 

ュ リ ェ ット なり。 

十一月 十三 日。 午前 英語。 午 時より 番 町なる 大橋 図書館に 行き 宏大なる 白壁の 閲覧室に て 卜 

ル ス トイの 我 懺悔 読み 連用 求 覧券を 求めて 四時 帰る。 shatcespeare、s  "coriolanus" を 求む。 

十一月 十六 日。 大橋 図書館に 一 日 を 消す、 帰路、 中西屋 より Mauriers  novel  "T.rilby" 

"Selected  poems  froal  wordsworthv- を 求む。 

十 一 月 十七 日。 午前 は 読書。 午後 は 日本 橋の 丸 善書 店へ 行 つ て "ffiamlet  roy  Shakespeare" 

"Longfellows  poem" の Selection と を 買った。 

十一月 十八 日。 午後 は 図書館に 「即興詩人」 を 読む。 瓢忽 として 吾心 を 襲 ふ 者、 あ、 何らの 

妙 筆ぞ。 

十一月 十九 日。 近頃 余が 日課 は 殆んど 英語の みと なれり。 昼 は ロング フエ 口 ー、 ゥヲ ルズヲ 

ルス、 トリ ルビ ー 等 也。 この 夕 モント ゴ メリ I の 詩に 「黄昏」 twilight を 読む。 

十一月 廿 三日。 心地 尙 平常の 如く 快から ざる を 覚え たれ どっとめ て、 一日 イブセンの John 

Gabrel  work ョ an を 訳出す。 (十三 頁まで) 

十 1 月廿 四日。 夜 十 一 時まで 「ボルク マ ン」 読み終る。 
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十一月 廿 五日。 イブセンの ボルクマン 訳す。 

十 一 月廿 六日。 英訳。 午後、 中西屋 より Mr  punchs  pocket  Losen  wy  Anstey.  Orioff 

and  his  wy  Gorky. 買 ひ 来る。 

十一月 廿 七日。 一日 英語。 夕方 三 丁目の 後方の 芝地に てゴル キイ 読む。 

十一月 廿 八日。 この頃 起床 は 八 時す ぎ、 就寝 は 十一 時す ぎ。 イブセン 訳述。 

大体 以上の ようで あるが、 彼 は 上京 後い かに 熱心に 外国 文学 を まなんだ かが わかる。 そして こ 

のとき の 勉強が、 のちの 彼の 詩作の 上に も 影響して いる ことが わかる。 

啄木 は 東京で 飜訳 でもして 生活の 途を たてる 考えであった らしい が、 何とい つても 审少 十七 歳 

の 中学 もで ていない 彼に は、 それ は はじめから 無茶な 考えであった。 一 銭の 収入 もな く、 下宿料 

は 払えず、 それに 健康 も 思わし くな く、 失望と 困窮のう ちに 明治 三十 七 年 十八 歳の 正月 を、 さび 

しい 下宿の 一室で むかえた。 しかも 下宿料 も 払って いないので 飯 も くれず、 仕方なく 着物 や 袴 を 

質に いれて 飢を しのいで はいたが、 そのうちに とうとう 下宿 をお いだされ てし まった 3 そんなみ 

じめ な 状態に なっても、 負けず ぎら いの 啄木 は、 父のと ころへ は 一回の 便り もせず、 知人の 少な 

い 東京 を あてもなく うろつい ていたが、 そのうち 通りが かりの 佐 山 某と いう 人の 同情で、 神 田の 

その 人の 下宿に つれて ゆかれて、 二十日 あまり も 厄介に なって いたが、 からだの 調子 もい よいよ 
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悪くな つたので、 さすが 強情の 啄木 もつ いに 降参して、 故郷の 父のと ころへ はじめて 手紙 を だし 

その 窮状 をう つ たえた ので ある。 

啄木の 手紙 をみ た 父 は 驚いて、 さっそく 上京して 啄木 を 渋 民 村に つれて かえった。 (このと き 

の 費用 をつ くるた めに、 父 は宝徳 寺の 境内の 杉の 木 を、 檀徒に 無断で 切って 売った ことが、 父が 

宝 徳寺を 追われる 大きな 原因の 一つに なって いる。〕 それ は 二月 末の ことで、 たのしみに してい 

た 上野の 桜 も 見ず、 四 力 月 ほどの 東京 生活で、 人生、 社会の 痛苦 を 身にしみて 味わい、 身 も 心 も 

疲れ はてて 故郷へ 帰った ので ある。 そしてな つかしい 渋 民の 山河に 接し、 やさしい 肉親の 人々 の 

愛情に いだかれて、 在京 四 力 月の 身心の 疲れ を 休める ことができた。 

啄木 は 渋 民 村に 帰る とすぐ 盛 岡に いる 友人に 手紙 を かいて 「あらゆる 自然と 人と は 今 我が 心の 

巷の 塵 を 洗い清め 居 侯。 古くして 益々 新たなる 自然の 情趣 は 申す に 及ばず、 友の 一 語、 父母 や 妹 

の 一挙 手、 恋人の ー眙 …… 若し 生に 病 者の 最好 薬剤 はと 問 はば、 生 はた だち に 故郷に か へれと 中 

すべく 候」 と。 

こうして 啄木 は 故郷で 病い を 養いながら、 短歌 や 長 詩の 作に 熱中した。 そして この 年 十一月、 

ふと 興味が わいて 「社に 立ちて」 以下 四 篇の四 八 六 調と いう 新しい 韻律の 詩 をつ くり、 これ を さ 

つ そく 『明星』 に 送った。 これが 前にい つた 鉄 幹から 激賞され た r 愁調」 五篇の 詩で、 このと き 


33      二 啄^の 文， 的 出発 


から 啄木と 号した こと-も 前にの ベて ある。 この 年から 翌三 十七 年に かけて 五六 十 篇の詩 を 発表し 

「天才 詩人」 の 名が ようやく 詩壇に 高ま つ たので ある。 

明治 三十 七 (一九 o 四) 年 一月、 アメリカから 出版され た 野 口 米 次郎の 詩集 『東海より』 の批 

評 を 岩 手 日報に 書いた。 そして この 詩集が 欧米で はなばなしい 名声 をえ ている のに あこがれ、 野 

口 米 次郎に 手紙 を 送って、 自分 も アメリカに 行きたい という 希望 をの ベて いる。 

げに、 洋濤遙 かに 大兄の 撞き 出した 詩の 巨鐘の、 哀れむべき 一青 年に 及ぼした 余 響 は、 単に 

詩興 一面の 感化ではなくて、 私が 幼時より 心がけて いた、 米国 行の 志望に、 強く 制すべ から ざ 

る 加 燃 力 を 与えた のであります。 此に至 つ て 大兄に 対する 私の 敬慕 は 一 層 深い 感銘と 共に 胸の 

中に 燃えて 居る のです。 たと ひ、 如何なる ことがあっても、 私 は 是非 この 望み を果 さなくて は 

ならぬ。 或 ひ はこれ は、 自国に 於ての 学資 さえない、 いわゆる ベニ  — レス • ボ ー ィの 私に とつ 

て あまりに 突飛な、 分外、 又 遂行し 難い 希望で ありませ う。 突飛 か、 分外 か。 それ は 己が 関す 

る 所ではない。 あ、 ただこの 一事が、 私の 生涯の 進路 を ひらく 唯一 の 鍵で はない か。 さらば そ 

の 鍵 を 握り、 なつかしい 大兄の 高風に 接すべく、 如何にして 己が 渡航の 機会、 否 費用 を 見附け 

たらよ いので あらう か。 あ、 大兄よ、 少なくとも これ は、 私の 未だ かって 遭遇した ことのない 

大 問題で あるので す。 如何にして？、 如何にして？ 私 はま だ 知り ませぬ。 ただ 私 は 心に 期し 
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て その . こ の しき 日の^ず あるで あらう こと を 信じて 居ります。 (^年 1 月 2 日) 

空想ず きの 啄木 は、 この 当時 しばらくの 間 は、 アメリカ 渡航の： n を 夢見て いたので ある 力、 そ 

れ はとうて い 実現で きる ことではなかった。 そして 啄木 は、 その 不可能な こと を さとって、 こん 

ど は、 ふたたび 東京に でて、 詩人と して はなやかに 活動す る こと を 考え、 かねて 尊敬して いた 姉 

崎 潮風 博士に 手紙 を 送って、 博士が 発刊す る ことにな つていた 雑誌 『現代 思潮』 の 校正に でも 自 

分 を 使つ て もらえな いかと 熱心に たのんで いる。 その 手紙に は 

あ、 先生よ。 『現代 思潮』 は、 校正な り 何に なりと、 小生が 五 尺の 躯を 動かす の 余地 無 之 候 

べき か。 よしや 病 余の 骨 弱く とも、 詩興 彷彿と して 一味の 慰藉 胸に あらば、 如何なる 健闘と 雖 

も耐へ 難き こと あるべからず と 存じ 候。 疑 ひもな くこれ 先生に とりて、 意外 且つ 無礼の 御 願 ひ 

と覚 召し 被 遊べく 候。 あ、 げに 小生 は 未だ 御高 容に 接した こ ともなく、 ただ 疎 墨 一封 を 以て 先 

生 を 驚かし まゐら せた るの 身に 候。 さも あれ、 若し 先生に して、 児 を この 苦境に 救 ひ、 窮 厄の 

尽 頭に 一望の 戦路を 開き 給 はば、 児の 幸福 はた だに 『今』 の 幸福の みに 非ざる ベく 候。 犬馬の 

苦労 何ぞ また 辞せん や。 先生に して 之 を 許し 給 はば、 小生 は 衣 を 売り、 書 を 売りて 直ちに 先生 

の 麾下に 馳せ参じ 可 申 候。 (お 年 1 月^日) 


35      - 啄^の 文学的 出発 


と 書いて いる。 この 手紙 を 送った 少し あと、 姉 崎 博士が 盛 岡に 講演に きたので、 啄木 は その 旅 宿 

に 博士 をたず ねた。 二月 一日の 日記に、 「寒さに 躯 ちぢめて 九 時 盛 岡に 至り、 直ちに 俥 を 駆って 

六日 町 高 与 旅 店に 潮風 氏を訪 ふ。 杜陵 館の 演説 まだ 了らず、 乃ち 十五夜の 月に 嘯いて 暫 らく 散 

歩。 十 時 頃い たれば、 氏す でに あり。 洋風の 一室に ビ ー ルを 呑んで 語る。 十二時に かへ る。 新し 

き 年 は 幸な り。 先生と ここの 地に 会す るが 如き は 実に 千載の 一 遇な り。 しかも これ 初対面な り 

き。 種々 の 談話の 如き は 胸 深く 刻まれて 忘るべく も あらねば ここに は 記さず。」 と 書いて いる。 

ちょうど その 頃 日露戦争が はじまり、 国 を あげて 昂奮の るつぼの なかに あった。 十九 歳の 啄木 

も 「小生 は、 あらゆる 不平 を 葬り去りて、 この 無邪気なる 愛国の 民と 共に 軍歌 を唱 へんと 存じ 

候。 明日 は 紀元の 佳節、 小生 は郷 校に 村人 を 集めて、 一席の 悲壮なる 講話 を 仕るべく 候。 露 艦 一 

隻仁 川に 封鎖 せらる と。 佩剣 ® として 空に 声 あるの 武人、 才筆 馳 せて 弾の 如き 文 客、 立たざる ベ 

からず、 叫ばざる ベから ず 候。 小生 は 近く 『愛国の 詩』 を賦 して、 唱 へんと して 歌な き 民衆に そ 

なへんと 存じ 候。 我 は 何故に かく 激した るか。 知らず、 ただ 血 は 沸るな り。 眼 は 燃 ゆるな り。 快 

哉。 日 は 暮れて、 森の 絵、 灯光に 映 じて、 色彩の 調和 益々 美しく 相 成り 候。」 (野 村 萤村宛 書簡) と 

昂奮して 書いて いる。  - 

この 日露戦争が はじまる 前の 三十 六 年 秋 頃から、 堺 利彥、 幸徳 秋水、 木下尙 江な どと いう 人々 
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が、 戦争に 反対して 政府と たたかつ ていた。 そしてい よいよ 戦争が はじまる と、 これらの 人々 は 

遇刊 『平民 新聞』 を 発行し、 政府の 弾圧に 屈せず、 あくまで 戦争 反対の たたかい をつ づけた が、 

啄木 はこの 反戦運動 について どの 程度 知っていた かわからない。 また 与 謝 野 晶子が、 有名な 「君 

死にた まふ ことな かれ」 という 反戦 的な 詩 を 発表して 問題に なって いたが、 これにつ いて 啄木 は 

何 を 感じて いたか も わからない。 おそらく 当時の 啄木 は、 多くの 世間の 人々 とおなじように、 戦 

争 を 単純に 愛国 的な 行為と 思 つ ていたので あろう。 

しかし それから 二 年 あとの 三十 九^ 四月 二十 一 日の 徴兵検査の ときの 日記に 「身長 は 五 尺ニ寸 

二分、 筋骨 薄弱で 丙種 合格、 徴集 免除、 予て 期した る 事ながら、 これで 漸 やく 安心した。 自分 を 

初め、 徴集 免除に なった ものが 元気よ く、 合格者 は 却って 頗る 銷 沈した 居た。 新 機運の 動いて ゐ 

るの は、 此辺 にも 現 はれて 居る。」 と 書き、 さらに それから 二 年後の 明治 四十 1 年 二月 十一 日 (紀 

元 節) の E 記に は 「今日は、 大和民族と いふ 好戦 種属 が、 九州から 東の 方 大和に 都して 居た 蝦夷 

民族 を 侵略して 勝 を 制し、 遂に 日本 島の 中央 を 占領して、 其 首長が 帝位に 即き、 神武 天皇と 名告 

つた 記念の 日 だ。」 と 書き、 その K の 学校 (当時 渋 民 小学校の 代用教員) の 式に、 朝寝 をして 出な か 

つたと いっている。 このように、 その後、 彼の 思想 は 急速に 変化して いっている。 

啄木の 文学的な 出発 は、 ちょうど 『明星』 の 創刊と ほとんど 時期 をお なじく している。 そして 
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この 『明星』 によって 代表され ていた、 当時の 日本文学の 主潮 流であった 浪漫主義 によって 彼の 

文学への 情熱が もえあがった のであった。 しかし 日本の 近代 社会の 未成 熟から、 この 浪漫主義 文 

学 運動 も 未成 熟に 終った。 彼らが さけんだ 自我の 解放 も、 たかだか 恋愛の 自由と、 感覚的 官能の 

放恣 を もとめた に 過ぎず、 それ はやが て 『明星』 の 後 身と いわれる 雑誌 『ス パル』 (明治 四十 二 年 

一月 創刊) に みられる ような、 享楽的、 頹廃 的な 傾向に 走らざる を 得なかった ので ある。 啄木 は 

これより 早く、 すでに 浪漫主義から 脱 脚して、 自然主義 文学の 方向に 転換しょう としてい る。 し 

かしこれ が はっきりす るの は 四十 一年 以後で、 ここにいた るまでに は、 満 一力 年に わたる 北海道 

の 生活が あり、 彼が 彼 自身の 生活の 苦闘の なかで、 現実 社会の 矛盾に 直面し、 社会と 個人、 政治 

と 又 学の 問 解 を、 血のに じむよう なた たかいの なかで、 一歩一歩 解決して ゆく ので ある。 

三、 処女 詩集 『あこがれ』 

明治 三十 六 (一九 〇 三) 年 十二月の 『明星』 に はじめて 彼の 長 詩 「愁 調」 五篇が 載って、 それ 

が 好評だった ことから 意 をつ よくし、 その後 はもつ ばら 詩^: に ふけった。 そして それが つぎつぎ 
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に 発表され て、 詩人 啄木の 名 は 中央 詩壇に もみ とめられ てい つ た。 

三十 七 年 九月、 彼 は はじめて 北海道に 旅行し、 二十日 間 ほど、 小 樽の、 次 姉の 嫁ぎ先で ある 山 

本 千三郎 方に 滞在した。 十月 十九 日 北海道から 渋 民に 帰り、 その 月の 二十 八日、 かねての 望みが 

かなって、 隶 京に でる ことができた。 このと き は 前と ちがって、 すでに 詩人と して 名声 も あがつ 

ていたので、 彼 は 今度 こそ 文学で 身 をた てるつ もりで、 意気 揚々 として 上京した。 そのと きの 啄 

木の 様子 を 金 田 一京 助 は 「石 川 君の 二^目 (実は 三度 目— 渡 辺) の 出京 は、 仙 台 平の 挎を 着け、 頭 

の 毛 を 分けて、 ソフト を かぶり、 丸に 笹龍胆 を 大きく 染め抜いた 木綿の 五つ 紋の 羽織 を 重ねて 出 

来る だけ 背 延び をして 歩いた。」 と 書いて いる。 いかにも このと きの 啄木の 得意な 姿が 目に みえ 

るよう である。 

上京して まず 本郷向 ヵ丘 弥生 町の 村 井と いう 家に おちつき、 翌月に 神 田駿河 台の 養 精 館と いう 

下苣屋 にう つち、 間もなく また 牛 込 区 砂土 原 町の 井田と いう 家に うつって いる。 そして 長 詩 「枯 

林」 など 十数 篇の詩 を 書いて 発表した が、 金になる ものはなかった。 そのため 生活の あても つか 

ず、 とうとう 年末に は 金 田 一に 借金の 申込み をして いる。 「かくの 如くして 違算 又 違算、 自分 だ 

け は 呑気で 居ても 下宿屋が 困り、 故 家が 困って は、 矢張り 呑気で は 居られず、 全く 絶対絶命の 場 

4 口と 相 成 申揆， 一 といって 十五 円の 借金 をた のみ、 それが 与えられ たので、 三十 八 年 二十歳の 正月 
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をむ かえる ことかで きた。 

新年 はむかえ たが、 その後の 生活 は 安定せ ず、 そのため 友人な どに はます ます 不義理が かさな 

り、 迷惑 を かける こと も 多かった。 それで 友人た ちから も 愛想 をつ かされ、 「石 川は噓 つきだ。 

信用で きない。」 という 評判が ひろまった。 「違算 又 違算」 というよ うな ことが、 結果に おいて 幢 

をい つたこと になり、 友人た ち を 裏切る ことにな つた。 そして 彼が 盛 岡 中学で 牛耳って いた ュニ 

オン 会 (英語 ユニオン リ， ダ ー の 勉強 会— 渡 辺) の 旧友た ちからまで、 ついに 絶交 を 申し わたされる 

ような ことにな つた。 「兄よ、 天下に 小生の 恐るべき 敵 は 唯一つ 有 之 候。 そ は 実に 生活の 条件 そ 

の ものに 候。 生活の 条件 は 第一 に 金力に 候。 小生 は 金の 一 語 を 聞く 毎に 云 ひ 難き 厭悪と 恐怖 を感 

じ 申 候。 小生 は少 くと も 悪人に は 無 之 候。 然もた だ 金の ために、 否 金の なきた めに、 貧なる ため 

に 親に 不幸の 子と なり、 友に 不義の 子と 相 成る にて 候。 茫々 たる 未来の 事 を 思 ふ 毎に、 小生 はま 

ず この 恐るべき 敵に 切歯せ ざる を 得ず 候 o」 (4 月； ：！ 曰、 金 田 一京 助 宛 書簡) と、 彼 は 当時の 苦衷 を 

-リ つ たえて いるので ある。 

しかし このような 苦しい 生活の なかで、 ^木に とって 一 つの よろこび があった。 それ はかね て 

の 宿願であった 詩集の 出版で るる。 すなわち この 年 五月、 小学校 時代の 級友であった 小 田 島 真平 

という 人の 援助で、 処女 詩集 『あこがれ』 を 小 田 島 書房から 出す ことができ たので ある。 この 詩 
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集に は 三十 六 年 十一月に 書いた 「社に 立ちて」 から、 三十 八 年 三月 作の 「めし ひの 少女」 まで 七 

十七 篇の 詩が 収められ ている。 年齢で は 十八 歳から 二十歳まで、 満一年 五 力 月 問に つくられ たも 

ので ある。 

この 詩集に は 「啄木」 と 題す る 上田 敏の序 詩と、 与 謝 野 鉄 幹の 跋文が 添えられ ている。 「石 川 

啄木 は 年頃 わが 詩 社に ありて、 高 村 砕 雨 平野 万里な ど 云 ふ 人達と 共に、 いといと 殊に 年 わかなる 

詩人な り。 しかも これら わかき どち の 作 を 読めば、 新たに 詩壇の 風 調 を 建つ るいき ざし 火の 如 

く、 お ほかた の 年た けし 人々 がー 生に もえな さぬ わざ を、 早う 各々 身 ひとつに は 為遂げむ とすな 

る。 あはれ さきに は 藤 村 • 泣 茧. 有 明の 君達 あり、 今 はた これらの うらわ かき 人達 を 加へ ぬ。」 

と、 若き 詩人 啄木の 出現 を よろこび、 その 将来に 大きな 期待 を よせてい るので ある。 

この 『あこがれ』 は 啄木の 浪漫主義 時代 を 代表す る もので、 内容と して は 空疎な 非現実的な も 

0 で、 観念的、 抽象的な、 そして 夢幻 的な 美 を もとめ、 文字通り 青春の 「あこがれ」 を 天上の 星 

や 女神に 象徴して いるので ある。 そして むずかしい 漢語 や 古語 を やたらに 使い、 美辞麗句 を かさ 

ね、 極度に 技巧 を こらして、 ある もの は壮 重な、 ある もの は 優麗な 韻律に よって 詩的 情緒 を かも 

しだして いる。 それ は 前に あげた 「啄木鳥」 の 詩 を みても 明らかで あるが、 ここにもう 一 つ r 杜 

に 立ちて」 を あげてお こう。 
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杜に 立ちて 

秋 去り、 秋 来る 時 劫の 刻みう けて 

い B みき  おいす ぎ  .£ ほら 

五 百 秋 朽ちた る 老杉、 その S 洞に 

黄金の 鼓の たば しる 音 伝 へ て 

今日 また 木の間 を 過ぐ るか、 こがらし 姫 • 

運命 せまく も 悩みの 黒 霧 落ち 

陰 霊い のちの 痛みに 唸く 如く、 

梢 を 揺りて は 遠の き、 また 寄せく る 

無 冏 の 潮に 漂 ふ 落葉の 声。 ， 

ああ 今、 来りて 抱け よ、 恋 知る 人。 

-, つろ 

流転の 大 ぬすぎ ゆく 虚の 路ゝ 

そ よげ る 木の葉 ぞ 幽かに 落ちて むせぶ。  

^虱 い づ こへ 吹きし か。 胸 燃え た る 

束の間、 げ にこれ た ふとき 愛の 栄光。 
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この 詩集が 出た とき 森鷗 外が 「有 明 は 泣堇に 勝り 啄木 は 有 明に 勝る」 とい つ て 激賞した と 伝え 

られ ている が、 とにかく 突如と して あらわれた 啄木の 名に、 詩壇 は おどろきの 目 を もってむ かえ 

あるいは 賞讃 し、 あるいは 悪評 もあった ので ある。 日 夏 炚之助 は 『明治 大正 詩史』 のなかで、 

「早熟と 不完全と 生硬と ひとりよがりと 稚気 街 気が この 詩集の 特色であって、 云々」 といい、 

また 河 出 書房 版の 啄木 全集の 『あこがれ』 の 解説の なかで、 「イミ テ イシ ョ ンの 旨い こと は 啄木 

は 白 秋と も 通じ 露 風と も 通じて ゐる。 当時 は 藤 村. 晚翠 対立 時代が すぎて、 泣 堇* 有 明 並立の 時 

代で あり、 初に 与 謝 野 鉄 幹と 伊良子清白 とが 二 座の 両極の 慧 星の やうに かがやいて ゐた。 (中略) 

以下 四 人の 外に 訳詩の ヴァ— テュ ォゥゾ 上田 敏を 加へ た 五 人の 感化が 啄木の 若き 『あこがれ』 ひ 

間に 実に 目まぐるしい 程 気 恥 かしい ほどに 出て くる。 よくも かう すくす く 真似られ たかと 思 はれ 

る 程 抜け 抜けと 真似て ゐ るので ある。 その 真似の なかに 啄木の 将来 をが 唆す る ものが 多く あ つ た 

ならば、 詩集 『あこがれ』 の 価値が 増す ので あるが、 遺憾ながら 詩集 時代 は それなりで ポッリ と 

断れて、 あと は 異質の 短歌 時代に 移動して しまったので あるから、 その 点の 興味 はない。」 とい 

つてい る。 『あこがれ』 の 模倣に ついて 窪 川 鶴 次郎は 「啄木の 詩歌と 個人主義 思想の 問題」 (岩 

波 版 『啄木 全集』 別卷) という 文章で 『あこがれ』 における 模倣 は、 「自負と 野心に 燃えた 『自己 

発展』 が、 あらゆる もの を その 鋭敏な 理解力に よって 摂取しょう とした、 この 一途の 努力が、 年 
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少の 力の 不足と 未熟に 結びついて 生じ た 過渡的な 現象で は な いだろう か。 もち ろん 啄木に 模倣の 

才能が 大いにあった こと はいう まで もない。 けれども それ は 単なる 模倣 だけの もので はない。 模 

倣の 才能が、 同時に その 克服、 それからの 脱出の 才能で も ある こと を、 特に 啄木の 場合に は 見の 

がす ことができ ぬであろう。」 と 理解 ある 見解 を 述べて いる。 

事実、 泣 堇ゃ晩 翠ゃ有 明な どが、 けっきょく 浪漫 詩人と して 止まった のに 反して、 啄木 は 『あ 

こがれ』 を 出してから 数年なら ずして 浪漫主義から 脱出して いる。 「食 ふべき 詩」 は その 明らか 

な 宣言で あり、 しかも 驚くべき こと は、 それと 前後して 書いた 「きれぎれに 心に 浮んだ 感じと 回 

想」 において 日本の 自然主義 文学 を も するどく 批判し、 その 観照 的 態度と、 否定的 リアリズムの 

克报 によって、 新しい 文学の 方向 を 示唆して いる。 また 日 夏 は 『あこがれ』 を もって 「遺憾な が 

ら 詩集 時代 は それなり ポッリ と 断れて」 といって いるが、 啄木に は 『あこがれ』 以後に も かなり 

の 詩作が あり、 そして それらの 詩 は、 あこがれ 以後の 発展 を 示して いるし、 ことに 死の 前年に 書 

いた 「呼子と 口笛」 の 詩に い 衣って、 あらゆる 意味で 鉄 幹、 泣堇、 晚翠、 有 明な ど、 さらに 白 

秋、 露 風な ど を も、 はるか あとの 時代へ 残して 前進して いるので ある。 さらに 日 夏 は 前の ことば 

に つづいて 「あと は 異質の 短歌 時代に 移動して しまった」 といって いるが、 明治 四十 年頃までの 

短歌と 『あこがれ』 時代の 詩と は、 内容 的に まったく：！ 質の ものと みて よいし、 『あこがれ』 以 
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後の 詩の 変化 は 『一握の 砂』 への 移行と 同賈 であろう。 さらに 「呼子と 口笛」 の 詩 は、 歌集 『悲 

しき 玩具』 と 表裏一体の 関係に ある こと も 明らかであろう。 

明治 三十 六 年から 八^に かけて、 (すなわち 『あこがれ』 の 詩が つくられ たころ) の^ 木 は、 

「人生と は 何 か」 「我」 と は 何 か、 「神 • 愛と は 何 か」 というよ うな II 題に ついて 深刻に 思いな や 

んだ 時代で ある。 当時の 書簡 をみ ると、 たとえば 野 村長 一 (胡堂) に 宛て、 「其 後生が 日夜の 惨 

澹 たる 心 闘 を 重ねて、 初めて 『我』 の 何者た るか、 果た 『人』 の 如何なる か を 探り はじめた 時」 

(中略) 「利己主義と 個人主義 (我が 所謂) と は 雲泥の差 である 。真に 自己 を 愛する もの は、 又 他 

の 者 を も 一 汎に 愛すべき 者で ある。」 (^年 9 月 w 曰) といい、 また 「只 一 言す。 嘗て 僕の 保持した 

『愛』 と 云 ふこと に 就いての 観念 は、 『我 を 愛する ものの み を 愛す』 と 云 ふ、 大に 偏狭な もので 

あった。 愛 は 包含で ある。 一体で ある。 融合で ある。 その後から 考 へて 来て、 現在の 僕 は 人生と 

云 ふ 混乱 矛盾の 渦中に 或る 明瞭な 光明 を 認める 様になった。 『自己』 と 云 ふ 事 を 深く く考 へる 

と、 遂に は 勇躍して 霊性の 要求に 応じ 大 なる 意志 は 単に 自己 拡張の みではなくて 更に 自他 を 融合 

し、 外界 を 一心に 摂容 する 者で ある こと を 自覚して くる。」 (野 村 宛、 同 9 月？ 3 曰) といって いる こ 

とで も、 当時の 啄木が いわゆる 「心 闘」 を 経て 到達しつつ あった 思想 傾向 を 知る ことができる。 

当時の 啄木 は、 姉 崎 嘲 風に ふかく 私淑し、 また 嘲 風 を 通じて 高山 樗 牛の 思想に も 傾倒して いた 
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ので ある。 三十 七 化 二月 十三 曰 姉 崎 博士に 送った 書簡に 「苦悶 愁悵の 間に、 先 づ思ひ 立ちた る 

は、 嘗て 先生の 御 書に て 聞き 知りた る ワグネルの 研究に 御座 候。 元より 学 浅く 資 乏しき 事に 候へ 

ば、 彼の 巨人が 胸中 を 闡き尽 すな ど は 思 ひも 及ばぬ 儀に 候へ ど、 二三の 書 を 友に、 H 夕 想 ひに 耽 

りて、 又 得る 所 無き に 候 はぎりき、 はかなき 夢想 児に 過ぎざる 私、 敢て ワグネル を 研究したり 等 

と は e. すま じく 候。 ただ、 力の 限り 小さき 成 心 を 没して、 空想の 翼た ゆまざる ままに、 彼の 偉大 

を 想像し、 飢ゑ たる 胸の 底に 努鬆し 出したり と 申さば 事足るべく 候。 あ、 かくて 先生 は、 知ら ざ 

るう ちに 未見の 一 徒弟の ために、 尊き 光の 導 者と 成られ 申 候。」 (中略) 「先生に して 若し 今後 小生 

のために 師と 呼ぶ の栄を 許し 玉 はば、 わが 願 ひ 或は それにて 事足る 可く 候。 昨秋 十一月の 初め、 

病 怠る につれ て 我が 終生の 望みなる 詩作の 事に 思 ひ 立ち、 ふとした る 動機より 一 の 新調 を 発見 

し、 爾後 営々 として 人知らぬ 歩みの 中に 筆 を 進め 居候。」 と 書いて いる ことで、 姉 崎 博士にたい 

する 傾倒の なみなみならぬ ことが 了解で きょう。 そして 『あこがれ』 の 詩の 出発 はこ こから はじ 

まってい るので ある。 この 手紙 を 出して 間もなくの 二月 一日、 盛 岡で 姉 崎 博士と はじめて 会った 

こと は 前に 書いた。 

この 年 八月 三日、 旧友 伊荥圭 一郎に 宛た 手紙に、 「神と 云 ふ 者が 世界の 根本 意志なる を 悟り、 

その 意志が 意力た ると 同時に 又 万有に 通ず る 『愛』 によって 整然 進歩す ると 云 ふ 事に 明 散す るに 
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至って、 兹に 偉大 高 俊の 人格 乃ち 宗教 的 人格の 理想 を 確立し、 初めて 真人の 境に 呼吸 達 入して 教 

の奧秘 を浙定 する に 至る 様に 帰着す るで あらう こと を 信じて 疑 はぬ ので ある。」 とい い、 「あ、 思 

へば、 神智の 宏大 無辺なる、 神の愛の 渾円 微妙なる、 到底 人間の 智の 量り 知る 所ではない。 生 は 

斯く 感じ、 斯く 信じて 詩の ために 努力して 居る。 又 将来、 詩と は 限らず、 凡て 我が 赴く 所 はこの 

信念に よって 行動し やうと 思 ふて 居る。 それ故に 我に 於て は 詩 は 乃ち 宗教で ある。 信仰 は 乃ち 我 

が 生命で ある。」 といって いる。 

以上 ながながと 啄木の 書簡 を 引用した の は、 詩集 『あこがれ』 の 根底に なって いる 彼の 思想、 

人生観 を 明らかにしたかった からで ある。 彼が 「日夜の 惨胆 たる 心 闘 を 重ねて」 到達した もの は 

個人主義であった。 それ は 利己主義 ではなく、 自他 融合の 世界で あり、 神の 意志で ある 「宗教 的 

人格」 である。 この 自党から 彼 は、 「詩 は 乃ち 宗教」 であり、 「信仰 は 乃ち 我が 生命で ある」 とい 

う 結論 をえ たので ある。 しかし 啄木 は、 日露戦争 後の 現実の 社会の 矛盾に 直面して、 宗教 的 人格 

や、 信仰 を 生命と する 生き方で は、 とうてい 「我」 を 現実的に 生かしうる 道で ない こと を、 彼の 

人生に たいする 誠実 さと 情熱に よって、 いやおうなしに 思い知つ たので ある。 『あこがれ』 時代 

の 彼 は 「芸術 は 芸術の ための 芸術」 であり、 「詩 は 理想の 花、 神の 影」 (お 年 2 月 S 曰、 野 村 宛 書簡) 

といって いるが、 四十 二 年に 書いた 「食 ふべき 詩」 では まったく 反対の 立場で、 すなわち 人生の 
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ための、 生活の ための 芸術 を 主張す るに いたって いる。 前に あげた 書簡で 明らかな ように、 『あ 

こがれ』 時代の 啄木 は 観念論 者、 唯心論 者で あつたが、 それから 数年 後の 四十 三年に は r 予は強 

固な 唯物論 者で ある」 と 宣言して いるので ある。 

啄木の 「惨 胆 たる 心 闘」 は、 『あこがれ』 以後に おいてい つそう 深刻に つづけられ、 そして 彼 は 

「人生い かに 生くべき か」 を、 宗教 的に ではなく、 あくまで 現実的に 解決す る 道 をえ らんだので 

ある。 だから 彼 は、 かって 私淑し 傾倒した 樗牛ゃ 嘲 風な ど を ものり こえる ことができ たので あ 

る。 窪 川 鶴 次郎は 上掲の 文章で つぎのように いっている。 

『あこがれ』 の 苦悩 はもち ろん 『あこがれ』 にの みに かぎられ たもので はない。 それ は 啄木 

の 詩と 歌のう えに あらわれた 二つの 苦悩の 一 つ を 意味して いた。 それ はすで に 明らかな ように 

単なる 近代的 人間的 自覚と 成長の 苦悩で はなく、 その 自覚と 成長が 個人主義 思想と してし かこ 

の 時代の 人生観 を とらえる ことができ なか つ たための 苦悩に ほかなら なか つ た。 これにた いし 

てもう 一つの 苦悩 は、 『一握の 砂』 (明治 四 三 •  一  二) から 『悲しき 玩具』 (明治 四 五 ニハ) への 

時期に 啄木 を とらえた 苦悩であった。 それ は 『あこがれ』 の 苦悩が 個人主義 思想の 本質に もと 

ずく もので あ つ たのに 対して、 これ は 要するに それと はま さに 相反す る 社会主義 思想 へ の 発- te- 

にも とづく ものであった と、.'.. つ ことができ る。 
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これら 二つ の 苦悩 は 啄木 文学の 核 をな す もので あ つ た。 これら はまた 近代 日本文学の 発展に 

おける 二つ の 核 を も 意味して いた。 こういう 事実 は 近代 日本 文学史に おいて 啄木 文学の ほか に 

冃ル 出す ことができ な い 。 

啄木 は 『あこがれ』 を 出版して からのち も 詩作 をつ づけて いる。 そして 四十 一年 四月^ 釧路を 

去つ-て 最後の k 京 をして から、 本郷菊 坂の下 宿で 「泣く よりも」 という 八 篇の詩 を 作って いる。 

これまでの 期 問 に 大体 百篇 あまり は 作られて いると 思われる が、 啄木 はこの なかから 四十 数篇を 

えらんで 第二 詩集の 編集 をして いる。 そして 四十 一年 五月 下旬の 日附 で、 「第二 集の 初めに」 と 

いう 文章 を 書いて いる。 そのお わりの 方に 「最近 一 ケ 年間に 於け る予の 生活 は、 荒凉 たる 北海の 

風物 を 背景に して、 凄惨 を 極めた る. E 兵 戦場に なした る 舞踏 —— と 云 ふ を 得べ し。 四月 下旬、 予 

は 其 恐るべき 演舞場 を 去りて、 海路より 三度 都 門に 客と なりぬ。 予が心 は 今、 月光 魂 を 溶す 詩歌 

の 故^ を 旅立ちて、 白日 炎々 たる 自由の 国土 —— 散文の 領域に 走り去らむ とす。 而も、 稀に 異様 

なる 興に 捉 へられて、 詩を齊 かむ と 欲する 事な きに 非ず。 以下に 記し 置かむ とする もの 乃ち それ 

なり。 これ 真の 詩な り や 否や。 予之を 知らず。 唯、 予が現 時の 心境に 於て、 衷心の 求めむ とする 

声調 は 正に 恁 くの 如き ものなる を 信ぜむ と 欲す。」 と 書いて いるので あるが、 啄木の このと きの 

上京 は、 つ： 炎々 たる 自由の 国土 —— 散文の 領域」、 すなわち 小説 を 書く のが 目的であった。 そ 
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して 事実 書いた ので ある。 

この 第二 詩集 はついに 出版され なかった が、 四十 二 年に なつてから も 「心の 姿の 研究」 という 

六 篇の詩 を 発表して いる。 これらの 詩 は 『あこがれ』 時代の 詩に くらべて、 表現 も 平明に なり、 

難解な 象徴的 手法 を 捨て、 『あこがれ』 時代の ような 空疎な 理想 や、 幻想 的に 天 や 星に あこがれ 

ると いった ものから、 H を 地上に うつし、 人 il の 生活の 中に 詩材を 求める という 傾向に はっきり 

変って きている。 ここに そのな かの 短い 一 篇を あげてみ る。 

起きるな 

西日 をう けて 熱くな つ た 

埃 だらけの 窓の 硝子よりも 

まだ 味気ない 生命が ある。 

正体 もな く考 へ に 疲れき つ て、 

汗 を 流し、 いびき を かいて 昼寝して ゐる 

まだ 若い 男の 口から は 黄色い 歯が 兌え、 

硝子 越しの 夏の 日が 毛脛 を 照し、 


s  その上に 蚤が 這 ひあがる。 

起きるな、 起きるな、 日の 暮れる まで。 

そなたの 一 生に 凉 しい 静かな 夕 ぐれの 来る まで。  . 

何処かで 艷 いた 女の 笑 ひ 声。 

(明治^  •  ^  •  ^ 「東京 毎日 新聞」) 

この 詩と、 前の 「啄木鳥」 や 「社に 立ちて」 などと くらべて みて、 数年の 間にい かに 隔絶した 

ちがいが あるかに 誰し も 驚く であろう。 まず 用語と して 口語 を 用いて いる ことが 第 一 である。 

(それ は 前の 「泣く よりも」 の 作品に すでに 試みられ ている。) そして 現実 生活 を リアルに とりあ 

げ ている ことで ある。 この 「心の 姿の 研究」 のなかに 「夏の 街の 恐怖」 「事 ありげ な 春の 夕暮」 「柳 

の槳」 などの 詩 もあって、 それら はいずれ も 生活に 疲れた 都会の 下層の 男女が うたわれて いる。 

たとえば 「夏の 街の 恐怖」 では、 「病身の. 氷屋の 女房が 岡 持 を 持ち、 骨折れた 蝙蝠傘 を さしかけ 

て 門 を 出れば」 であり、 「事 ありげ な 春の 夕暮」 では、 「質屋の 店に は 蒼 ざめ た 女が たち、 燈 火に 

そむいて はな を かむ。」 の 情景、 また 「柳の 葉」 では 「旅鞫 を 膝に 載せて、 やつれた、 悲しげ な、 
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しかし 艷 かしい、 居睡を 初める 隣席の 女。 お前 はこ； t から 何処へ 行く？」 といった、 電車の 中の 

やつれた 女に 目 を 注いで うた つてい るので ある。 

日本の 詩壇に いわ ゆ. る 自由 口語 詩の 運動が おこつ たの は 明治 四十 年頃から であり、 その 最初の 

「見本 的 作品」 といわれる 相 馬 御風の 「瘦 犬」 という 詩が 発表され たの は 四十 一年 五月の 『早稲 

田 文学』 である。 しかし 当時 はま だ 口語 自由詩に たいして 反対す る 人が 多く、 少数の 先覚者に よ 

つて 試みられて いたにす ぎなかった。 四十 二 年 三月 三日、 宫崎大 四郎に 宛た 手紙の なかで、 平野 

万里 ゃ吉并 勇が 口語 詩に 反対した のにたい して、 啄木 は 「僕 は 然し、 口語 詩 はい、 と 思 ふ II S 

論 上い、 と 思 ふ。 尤も、 今迄に 出た 作物の 価値 は 別問題 だが …… 」 と 答えた こと を 報じて いる。 

啄木 は 「心の 姿の 研究」 という 詩 を 書いた とちょう ど 同じ ころに 「食 ふべき 詩」 を 書い て い 

る。 そして これまでの 空想的な 詩にたい して 痛切な ことば を もつ て 嫌悪と 自嘲の 感情 を 吐露し、 

そして 「実 人生と 何等の 間隔な き 心 持 を 以て 歌 ふ 詩」 でなければ ならぬ といって いる。 このよう 

に 詩にたい する 彼の 考え方の 発展から、 口語 自由詩に うつり、 内容 的に も 空想的な ものから 現実 

的な ものに 変って きたので ある。 そして やがて 「呼子と 口笛」 のよう な、 当時の 詩人の 誰もが 及 

び もっかなかった 高い 思想 的 内容 を も つた 詩にまで 飛躍して ゆく ので あ る。 


四、 「日本一 の 代用教員」 啄木 

詩集 『あこがれ』 を 出版して 詩人と して ひろく 認められる ようになって、 できれば 東京に とど 

まりたい 希望で、 本郷区 神明 町に 借家まで したが、 ちょうど そのころ 父の 一 禎が渋 民 村の 宝徳寺 

を 追われる という 事件が おこった ので、 にわかに 東京 を 去らねば ならぬ ことにな つた。 父が 宝徳 

寺 を 追われる ようになった 理由 は、 前に もい つ たように 寺の 杉の 木 を 檀家に 無断で 売つ たという 

こと も あり、 村民の なかに 啄木 一家に 悪感情 を 抱いて いる 人々 があって、 その 人々 の 策謀 も あつ 

たようで ある。 

啄木 は 五月 二十日 東京 をた つて、 途中 仙 台に 下車して 土 井 晚翠を 訪れたり、 小 林花郷 などの 友 

人に 会ったり して 数日 をす ごし、 六月 四日 盛 岡に 着いた。 そして^ 合せつ 子と 結婚し、 市内の 

かお ひら 

帷平 小路と いうと ころ. に 家 を 借りて、 ここに 両親と 妹 を 迎え、 一家 五 人 Q 新 家庭 をつ くった ので 

ある。 この 盛 岡での 新しい 家庭生活 は、 啄木の 短い 生涯の なかで、 もっとも 満ち足りた 幸福な 時 

代であった。 彼 は 当時 書いた 「江 畔 雑誌」 という 詩に 序して 「あはれ 如何に 非常なる 変化な りし 
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ぞゃ。 さきに は 一人の 親緣 さへ なき 客^の 人たり し 身が、 今 は あた、 かき 愛の 新苑に 心の 限り 甘 

き 慰め を 呼吸す るな り。 さきに は 塵埃 を 吸 ひ 煤煙に はばめる 日光 を 浴びし に、 今 は 些かの けがれ 

なき 新鮮の 空気 を 吸 ひ、 些の 遮りな き 天： H, の 影 を 直ちに 浴ぶ る 也。」 と 書いて いる。 

この 月 二十 五日、 中津 河畔の 加 賀野磧 町に 移転し、 新しい 意気込みで いくつもの 詩 や 文章 を 書 

き、 また 友人 を 集めて 歌会な ども 催した。 こうして 文学 熱 を 燃やして いた 啄木 は、 雑誌 刊行の 計 

画 をた て、 九月に 『小天地』 第一 号 を 発行した。 彼 はこの 雑誌に 全力 を あげて 熱中し、 表紙の 絵 

まで 自分で 描いた。 第一 号 は 四 六 倍 判 五十二 頁で、 岩 野 泡 鳴、 金 田 一花 明、 与 謝 野 鉄 幹、 綱岛梁 

川、 小山 内黧、 正宗 白鳥、 茅 野 粛々、 平野 万里、 細 越 夏 村な ど、 中央 知名の 人々 三十 数名の 執筆 

者 をえ て、 地方 雑誌と して は 他に みる ことので きない、 実に 堂々 たる 内容の ものであった。 

しかし 啄木に はき まった 収入の あてもなく、 彼が 気負って 書く 文章 や 詩 も、 金になる もの は少 

なかった。 そのため 彼の 生活難 は 目に みえて 苦し さ を 加えて きた。 また 彼の 健康 もよ くな く、 病 

臥の 日が 多くな つた。 十月 十八 日 ある 友人に 宛た 手紙の なかに、 「私、 二つの 敵 あり、 貧乏に は 

打 勝ち も 致すべく 候へ ども、 不健康に は 致し方 もな く、 この頃 また、 西日 あかるき 窓の 下、 枕の 

上より 天井の フ シ穴数 へ る 日の み 多き に は 閉口の 至りに 候。 小生の 如き 性質の もの に 取りて は、 

健全の 時よりも 病の 天地に 高 臥して、 却って 幾多の 新しき 声 をき くこと、 先 来の 経験に 徴 しても 


s 明かに 候え ど、 さりと て、 厨に^ なくなり ゆく 日 を 数へ ながら、 晏 然として 仰臥 禅 を 学んでも 居 

られ ず、 この 苦心 惨胆の 中に 病の 真味 殊に 深し など 苦笑し 居り 候 ものの、 浮世の 波穏 かならぬ も 

のと、 毎日々々 今更の 様に 感じ 居候。」 と 書いて、 貧乏と 病苦と を 訴えて いる。 そして また、 彼 

が 大きな 希望 を^け ていた 『小天地』 も、 第二 号 を 出す 見込みが なくなり、 彼の 身辺 は、 秋の ふ 

かまる とともに、 いっそう 淋しい ものであった。 「小生 はこ こ 二月 あまりの 閊は、 殆んど 全く 何 

事 も なすこと をえず、 詩 も 手紙 も 書かず、 一室に とぢ 籠って、 愉快なる こと 少なき 病中 生活 を 営 

み. E- 候。 まことに つまらぬ 事に 候。 『小天地』 も そのため 休刊、 不平と 妄想の 中に 病 悩 を 埋め 居 

候。」 とも 友人への 手紙に 書いて いる。 

こうした 淋しい 生活の なかで 明治 三十 九 二 九 o 六) 年 を 迎え、 彼 は 二十 一歳に なった。 この 

ころ また アメリカ 行 を 考えた が もちろん 実現の あて はなく、  二月 に 友人から 借金 して 北海道の 姉 

のと ころ に 生活 打開 の 相談に 行った がうる ところが なく、 四 五日 滞在 した だけで 空しく 盛 岡に 帰 

つた。 そして この 月の 二十 五日、 彼の 長 姉 さ だが 肺結核で 亡くなって、 彼 を ひどく 悲しませた。 

「私の 一番 大きい 姉、 私の 一番 世話に 成りた る 姉、 兄弟 四 人の 内 最も 不幸な りし 姉、 その 不幸な 

る 姉 は 遂に 不幸のう ちに あの世の 人と 相 成り 申 候。 私 この度 初めて 身内の 者の 死に 逢 ひ 申 候。 老 

母 並に 私の 心中お 察 し 被 下 度 候。」 と 友人 へ の 手紙に 書 いている。 
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詩集 『あこがれ』 を 出版して 天才 詩人の 名 を 謳われ、 それに つづいて ながい 間の 恋人であった 

人と 結婚して 新 家庭 を もつ ことができ たという、 啄木に とつ て は 生涯のう ちの はなやかな 時代で 

あった はずの この 年 も、 父の 失職と ともに 一 家の 生活が 啄木の 瘠せた 双肩に 重く のしかか つ てき 

たこと から、 甘美な 新婚 時代の 夢 も、 ロマンチックな 文学への 熱情 も、 苛酷な 現実の 力の 前にう 

ちく だかれて しまった。 かくして 盛 岡での 生活 もい よいよ ゆきず まるば かりだつ たので、 三月 四 

日、 啄木の 一家 はまた 渋 民 村へ うつった。 彼 は その 日の 日記に、 つぎのように 書いて いる。 

父 は 野辺 地が 浜に あり、 妹 をば 通 ひ 居る 学校の 女 教師の 家に 下宿 さす 事 にして 盛 岡に 残し 

た。 母と せつ子と 三人、 午前 七 時 四十 分 盛 岡 発 下り列車に 投じて、 好 摩 駅に て 下車、 凍てつ い 

て潢ヒ りする 露路を 一 里、 街の 東側の、 南端から 十 軒 目、 斉藤 方の 表 坐 敷が 乃ち 此の 我が 一 家 

当分の 住居な の だ。 

不取敢 机を据 ゑた の は 六 畳^。 畳 も 黒い、 障子の 紙 も 黒い、 壁 は 上塗りの ま、 で、 云 ふ 迄 も 

なく 幾 十 年の 煤の 色、 例に は 洩れぬ 農家の 特色で、 目に 毒な 程 焚火 Q 煙が 漲って 居る。 この 一 

室 は、 我が 書斎で、 又 二. < の 寝室、 食堂、 応接室、 すべて を 兼ぬ る ものである。 あ、 都 人士 は 

知るまい、 か、 る 不満足の 中の 満足の 深い 味 を。 

また そのころ 与 謝 野 鉄 幹に 宛た 手紙の なか に、 「か、 る 私が この 全身 心 を 投げ出して 打ち 委せ 
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つべき もの、 二十と せの 恋人なる 故郷 を 除いて は、 幾 十万 方里の 世界の 中、 いづこに か 求め 候 ふ 

べき。 げに、 幼児の 如き 愛着と、 5 くる ことなき 追憶に 充ち 満ちた る このな つかしき ふるさとの 

清净 なる 空気 を 除いて は、 今の 私 を 癒すべき 霊薬、 いづれ の 所に も兒 あたる まじく と 覚え 候。」 

と 書いて いる。 啄木 は 渋 民 村 を 「二十と せの 恋人」 として、 「尽くる ことなき 追 億」 のなかに、 

「幼児の 如き 愛着」 を もってい たので ある が、 しか し 故郷の 人々 は 必ず しも あたたかい 心で 啄木 

一 家 を 迎えて はくれ なか つ た。 彼 は 日記に つぎのように 書いて いる。 

故郷の 自然 は 常に 我が 親友で ある。 しかし 故郷の 人間 は 常に 予の 敵で ある。 予言者 郷 に容れ 

られ ざる もので あらう。 予が 幼く して この 村の 小学校に 学んだ 頃、 I - 神童と 人に 持て 嗨 され 

た 頃から、 既に 予は同 紫 友の 乂兄 たる 彼等から 或る 嫉視 を享 けて 居た。 この 嫉視 は、 その後 十 

幾年、 常に 予を 監視して 居る。 高い 木に 風の 強いので あらう。 今年の 三月、 予が盛 岡の 寓を撤 

して この 村に 移らむ とした 時、 彼等 はいかに もして 予を閭 門に 入れまい とした。 然し 予は 平気 

で 来て しまった。 予が 学校に 奉職しょう とした 時、 彼等 は 狂へ る 如くな つて これ を 妨げた。 然 

し予は 勝った。 (中略) 父が 帰って来て、 宝 徳寺再 住の 問題が 起る に 及んで 我が 一家に 対する 

陰謀 は 益々 盛んになった。 如何にもして 我が 一家 を閭 門の 外に^ ひ 出さう とする のが、 彼等 畢 

生 的であった。 (中略) かくて 我が 一家 を —— つまり 予を 中心とした 問題が、 宗教、 政治、 
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おム r の 三方 面に 火の手 を あげて、 渋 民 村 を aT 〔煙に 包んで しまった。 この 戦争 は、 十九 ぼ紀の 初 

の 仏国 HL: 党と 革命 党との 戦争 其 儘で ある。  、 

この =.ぉ の 文章に はかなり の 誇張が あるに せよ、 野心家で 自負心の つよい、 そして^ 熱 的な 詩 

人 啄木の 言動が、 東北の 草深い 渋 民 村の 人々 の 目に は、 よほどの 異端者と して^ つたに ちがいな 

い。 そういうと ころから くる 圧迫 や 迫害と たたかいながら、 啄木 はし だいに 『あこがれ』 時代の 

浪漫主義か^ 脱け だして、 現実 を 現実と して 直視す る リアリストに 成長して ゆく ので ある。 翌四 

十： ホの 三月 四日の 日記、 すなわち 渋 民 を 去って 北海道に わたる 少し 前に、 最後の 渋 民の 一 力 年 を 

11 顧して 「噫 其 後の 一 カ^.! 寂しい 村の 寂しい 生活、 と は 云へ、 予は今 思 出す、 此ー 力 年 は 矢 

張り 戦 ひの 一 カ^であった。 さう だ、 要するに 生活 それ 自身が 戦 ひなの だ。 特に 予 自身の 性格と 

境遇と に 於て 然るの だ。 誰と 戦った か、 敵 は 《  敵 はすべ てであった。 予 自身 さへ、 亦 予の敵 

の 一 人であった。」 と 書いて いる。 

生活 それ，： m 身が 「戦 ひ」 であると いう 認識、 また 自分自身 のなかに もた たかうべき 「敵」 を 発 

兌して たたか つ たこと、 この こと は 誠実な ヒ ュ ー マ 二 ストと しての 啄木 を 不断に 成長せ しめた 鍵 

であろう。 この 日記 を 書いた 少し 前の 一月 二十 九 IE の 日記に 

枕に ついても 仲 々眠られぬ 習慣が ついた。 眠られぬ から 様々 な 事を考 へる。 或は これ はおへ 
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るから 眠られぬ のか も 知れない。 問題 は 主として、 いつもの 如く 文芸と 教育の ことであった。 

此頃新 詩 社 乃至 其 他の 派の 詩 を 読んでも、 別に 面白味 も 有難 味 も 感じない。 これ はどうし たも 

ので あらう とい ふの が 其 一。 自分の 頭が 荒んで 散文的に なった のかと も考 へたが、 然し これ は 

天上から 詩が 地上に 落ちた 為で は あるまい か、 壇上の 朗誦から 床 間 もない 室の 雑談に 変化した 

為め であるまい か。 小説の 事 は 毎 曰の 様に 考 へた。 自分 はどうしても 小説 を 書かねば ならぬ。 

現代 教育の 恐るべき 欠陥に ついても 常に 考 へた。 そして 自分の 理想の 字 校の 設計まで や つ て 

見た。 然し これら は 皆、 少なくとも 今の 自分に は、 実行の 出来ぬ 事の みであった。 

この 日記 をよ むと、 すで. に 後年の 「食 ふべき 詩」 にいた る 前触れで ある ことが わかる。 明治 三 

十九 年から 四十 年に かけての 渋 民 時代、 すなわち 代用教員 時代の 啄木 は、 まだ 二十歳から 二十 一 

歳の 若さで あつたが、 一家の 生活 を 一身に 負わねば ならぬ という 境遇から、 彼 は 人生 を 具体的な 

社会生活 として 経験し、 そのこと で 彼の 思想 も 文学 も、 かっての 空想的、 夢幻 的な ものから、 現 

実 的、 具体的な 内容 を もつ ようにな つたので ある。 

三十 九 年 四月 十四日から、 啄太は 渋 民 小学校の 代用教員 になった。 そして 月給 八 円 を 支給され 

る ことにな つた。 この 月給 八 円の 代用教員 啄木 は、 ここで も 「日本一 の 代用教員」 を 自負し、 文 

字 通り 全身 を ささげて その 仕事に 熱中した。 彼 は 愛する 故郷の 子弟の ために、 学校と 家庭の 区別 
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なく、 いっさい を 忘れて 教育に 没頭した ので ある。 五月 十一 R、 小 笠 原 謙吉に 宛た 手紙に つぎの 

ように 書いて いる。 

か 、 る 境に ありて、 我が 唯 一 の 楽しみ は 故山の 子弟 を 教化す るの 一 仟也。 小生 は 蓋し 日本 一 

の 代用教員 ならむ、 兄よ、 願く はこの 小さき 自負 を 公言す る を ゆるせ。 朝起きて 直ちに 登校 

す。 受持は 尋常 二 年な り、 十分 休み 毎に は 卒業生に 中等 国語 読本 を教 ふ。 放課後 は 夕刻まで 英 

語の 課外 教授 をな す。 一日 自分の 時間と いふ ものな し。 夜 は 種々 の 調査、 来客 等に 忙殺 せら 

る。 又 時々 近隣の 女生徒 を 集めて、 作文の 教授 を なすこと あり、 我が 談話 をき かんとす る 青 少 

年の 来襲に 逢 ふこと あり。 

兄よ、 かくの 如き は 乃ち 我が 現在の 日課な り、 我が 在職 は 蓋し 長から ざら む。 しかも 我 は、 

そ の 長から ざ る 間に 於て、 十分に 人格 的 基礎 を 有する 善美な る 感化 を 故山 の 子弟が 胸奥 に 刻ま 

むこと を 期す。 これ 詩人た る予の 本能 的 要求な り。 これ 実に 何らの 報酬 を も 期せざる 我が 心霊 

の 希望な り。 而 して 兄よ、 予 はこの 希望の 実現 を 確信せ ざら むと 欲する もえず、 予は 就職 以来 

日猶 残し。 しかも 誰か また 予の 如く 生徒の 心服 を 買び うる も のぞ。 予が 就職 以前の 杞憂 は、 放 

浪に 慣れたる 予が、 果して 中途に して 倦怠に 陥らざる をうる や 否やの 問題な りき。 而 して 現在 

の 心配 は、 予は 果して 予定の 一 ケ年： ^にて この 神聖なる 教壇 を 退きうる や 否やの 問題な り、 兄 


s よ、 詩人の みよく ひとり 真の 教^者たり うるに は 非ざる か。 

人生に 対する 予の 不平 は：：！々 に 益々 多し、 生活の 苦闘 も 亦 H に 甚だし、 八 円の 月給が よく 一 

家 五 人 を 養 ひうる の理 遂にな きなり。 然れ ども 一 切の 不平 は 却って 予が 精神 を 鼓舞す るの 良薬 

なり、 鼓舞せられ たる 精神の 火 は、 n 夜 我が 紅唇 を 迸り 出で て、 神の 如く 無垢なる 子め の 血に 

燃え移りつつ あり、 感化 は 畢竟 救済な り、 一国の 王と ならむ よりも、 一 人の 人な 救済す るは大 

なる 事業な り。 

この 手紙 を みれば、 当時^ 木が、 いかに 大きな 希望と 確信 を もって 教育に あたって いたかが わ 

かる。 彼 は 「林 中せ」 (明が . 3 「盛 岡 中学校 校友会 雑誌」) のなかで 「教育の 真の 目的 は 『人間』 を 

作る^ である。 決して 学者 や、 技師 や、 事務家 や、 教師 や、 商人 や、 農夫 や、 {H 吏な ど を 作る 事 

ではない。 M 処ま でも 『人 11』 を 作る ことで ある。 唯 『人間』 を 作る 事で ある。 これで 沢山 だ。 

知識 を 授けるな ど は 真の 教育の 一 小 部分に 過ぎぬ。」 といって いるよう に、 教員の 根本 を あくま 

で 自主 独立の 人間 を 作る ことと^ えた。 四十 ：ホ一 日 七日の 日記に 「新春 第一. に 先 づ予の 遂行せ む 

とする 計！：  二 あり。 先^ 問に^ 治 的 精神 を 滿 養せ むと する 其 一也。 鬼 角 田園に まぬがれ 難き 男女 

の^ 風潮 を 一掃して、 新ら しき 思想 を 些少な りと も 呼吸せ しめんと する 其 二 也 OJ といって い 

る ことで も、 彼が あくまで 人 問 的な 自覚の 養成 を 教育の 第 一 に 考えて いた ことが わか るで あろ 
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う  • 

代用教員に なつてから 問 もな くの 日記に 「児童 は 皆 余の いふ 通りになる。 就中た のし いのは、 

今迄 精神に 異状 ありとまで 見えた 一 悪童が、 今や 日 一 日に 自分の いふ 通ケ にな つて 来た ことで あ 

る。 教授 上に おいて は、 先ず 手初めに 修身、 算術、 作文の 三 科に 自己流の 教授法 を 試みて 居る。 

文部^の 規定した 教授 細目 は 『教育の 仮面』 にす ぎぬ の だ。」 といって いるよう に、 彼 は 自分の 

信念に したがって、 自. W な 「自己流」 で 教授 を やった。 そして 生徒た ちの 信望 を 一身に あつめた 

が、 旧弊な 校長 や 先輩の 教師と 意見が あわず、 ことごとに 新旧の 衝突が あった。 啄木 はこ こで も 

雄々 しくた たか つ た。 

「八 円の 月給が よく 一家 五 人 を 養 ひうる の理 遂にな きなり」 といって いる 通り、 啄木の 貧乏 は 

ひどい ものであった。 朝飯 を 食わずに 学校に 出たり、 夕食がない ので 早く 寝て しまう という こと 

もあった。 「蚊帳 も 吊らず、 拾 着て 過し 候 ふ は 今年の 夏が はじめてに 候。」 と 友人への 手紙に 書 

いた ほどであった。 しかも その 八 円の 月給 さへ、 村役場が 払って くれない こと もあった。 「去る 

廿ー 日の 月給日に も 請求 致し 候 ひし も 俸給 金 役場より 出来ず、 お葉 書に よって 今日 も 催促に 参り 

候 ひし も 矢張り 駄目、 これ は 昨年の 凶作の 影響に て村税 未納者 多く、 村費 皆無の ために 候。」 と、 

借金 のい いわけの 手紙 を 書 い ている ので ある。 


この 手紙 をみ ると、 東北 農村の みじめ さがよ くわ かるので ある、 ^木 ま. 後に なって 

田 も 畑 も 売りて 酒の み 

ほ ろ び ゆ く ふ る さ とん 二 

心 寄す る 日 

あはれ かの 我の 教 へし 

子等 もまた 

やがて ふるさと を棄 てて 出づ るら む 

年 ごとに 肺病 やみの 殖えて ゆく 

村に 迎 へし 

若き 医者 かな 

百姓の 多く は 酒 を やめし とい ふ。 

もつ と 困らば 
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ぉを やめ るら む c 

と、 もはや 救いが たい 農民の 窮乏 化に ふかい 思い をよ せて 歌つ ている。 

三十 九.^ 六月 十日、 学校の 農繁 休暇 を 利用して 上京した。 それ は 第二 詩集 出版の 相談と、 父の 

宝徳 寺への 復帰 運動で あつたが、 この 二つと も 失敗に おわった。 このと き 千駄カ 谷の 新 詩 社に 十 

日 ほど^ 在して、 新刊の 小説 を 読む 機会 をえ た。 そして 彼 も 小説 を 書く 決心 をして 渋 民に 帰 つ 

た。 彼 は 日記に つぎのように 書いて る。 

近刊の 小説 類 も 大抵 読んだ。 夏目漱 石、 島 崎 藤 村 二 氏 だけ、 学^ ある 新作 家 だから 注 y に 価 

する。 アト は 皆 駄目。 夏 目 氏 は 驚くべき 文才 を 持つ てゐ る。 しかし 「偉大」 がない。 岛崎氏 も 

充分 望みが ある。 「破戒」 ば 確かに 群 を 抜いて ゐる。 しかし 天才で はない。 革命 健児で はない。 

兎に角 仲々 盛んになった。 が然 …； 然し、 …… 矢 張 自分の 想像して 居た のが 問 違って は 居な か 

つた。 「これから 自分 も 愈々 小説 を 書く の だ。」 とい ふ 決心が、 帰郷の 際 唯一 の予 のお 土産で あ 

つた。 予は 決して、 田舎に 居る からと い つて、 頭が 鈍くな つて は 居ない。 周囲から 刺戟 をう け 

て 進む 手 合と は少々 格が 違 ふ。 自然と 人生と が 目の前に ある 限り、 予は 矢張り 常に 生きて 居る 

の だ。 

この 日記 をよ むと、 意気軒昂 たる 啄木 を 想像す る ことができる。 当時の 文壇 は、 新しい 潮流と 
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して ほ然 主義 文学の 擡頭 期に あった。 藤 村の 「破戒」 は 自然主義 文学の さきがけ だとい われて い 

るが、 それに つづいて 国 木 田 独 歩、 正宗 白鳥、 田 山 花 袋、 徳田 秋声な どが、 新ら しい 作家と して 

登場して きている 時代であった。 啄木 は 東京に 十日 間 ほど 滞在して いる 問に、 これらの 新作 家の 

作品に 触れ、 少なからぬ 剌戟 をう けた ことと 思われる。 それにしても 漱石を 「驚くべき 文才 を も 

つて 居る。 しかし 『偉大』 がない。」 といい、 「『破戒』 は 確かに 群 を 抜いて 居る。 しかし 天才で 

はない。」 と 断定と している こと は、 啄木の 批^眼の たしか さ を 示して いるものと いえよう。 

啄木 はいよ いよ 小説 を 書き はじめた。 す、：' わち 七月 三日から 「雲 は 天才で ある」 に 筆 を 染め、 

さらに 「面影」 を 百 四十 枚ば かり^いた。 「雲 は 天才で ある」 について 「これ は欝 勃た る 革命的 

精神の まだ 混沌と して 青年の 胸に 渦卷 いている の を 書く の だ。 題 も 構想 も 恐らく は 破天荒な もの 

だ。 革命の 大破 壊 を 報ずる 暁の 鐘で ある。」 と 日記に 書いて いるが、 この 小説 は 渋 民 小学校 を 舞 

台に し、 新田と いう 月給 八 円の 代用教 员、 そして 「自ら 日本 一 の 代用教員 を もつ て 任じて いる」、 

「革命的 精神」 の r 欝勃」 たる sr を 主人公に して、 それにた いする 田 島 校長と 古山 訓導 は 教育 勅 

語の. 召使いで あり、 「平凡と 醜悪と を 『教育者』 とい ふ 型に 入れて 铸 出した」 ような 人間と して 

戯画 化した もので、 啄木の 教育 革新 をテ！ マに した ものであるが、 小説と して はま だ 生硬な とこ 

ろが あり、 しかも 未完で 終 つてい る。 
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「雲 は 天才で ある」 より 先き に 完成した 「面影」 は 啄木の 処女 小説で あるが、 これ を 雑誌 『新 

小説』 の 後藤 宙 外に 送った が 雑誌に は 載せて もらえず、 さらに 小山 内薰に 送って、 どこかの 雑誌 

に 紹介しても らいたい と 頼んだ が、 これ も 空しく 返送され てきた。 生活の 窮迫 はいよ いよ ひどく  - 

なり、 原稿 を 書く にも 一 枚の 原稿用紙 もな く、 手紙 を 出す にも 切手 代がない という ありさま であ 

つ た。 

こういう なかで 彼 は 新しく ドイツ語の 勉強 を はじめて いる。 金 田 一 から ドイツ語の 辞典と ハイ 

ネ、 シ ルレ ル などの 詩集 を もらい、 辞典と 首つ びきで ハイネ ゃシ ルレ ルの詩 を 読んで いる。 この 

ときの 日記に 「人間の 知識 慾 は すさまじく 逞 ましい もの だ。」 と 書いて いるが、 われわれ もまた 

彼の 知識 慾の すさまじ さと 精力の 逞し さに は 驚かずに はいられない。  - 

そのころ の 日記 をみ ると、 十数 篇の 小説の 構想 を 書いて いる。 そのな かの 一 つに 「本年 三月 四 

日、 乃ち 予が 帰任して からの 渋 民 村、 二 大社 会 小説)。 教育 政治 宗教 三方 面の 問題 を 含み、， 明治 

現代の 社会の 縮図。 過渡 時代。 純正なる 旧時 代の 人間の 死。 旧時 代と 過渡 時代 を IT ける 半 文化人 

の 暴威。 新時代の 曉光、 (少年の 新 意気、 人格の 感化〕 主人公 は 自身。 その他 数十 名。 地方 的特 

色の 描写。」 などと いうの が ある。 これ を みても、 彼が 小説に よって 現実 •  批判 を くわだて ていた 

ことが わかる と 思う。 
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^-0 処女 小説 「面影」 は 翌年 函 館で 火災に あって 未発表の まま 焼失して しまった。 この 年 十一 

月に なって 「葬列」 前半 五十 七 枚 を 書き、 これ を 『明星』 に 送って 同誌 十二月 号に 掲載され た。 

r 予は、 白状す ると 胸が ドキ くし 出した のであった。 これ は 初めて 活字の 厄介に なった 予の小 

説で. ある。」 と 日記に 書いて いる。 この 年 十二月 二十 九日、 長女 京 子が 生れた。 啄木 は 「予 は此 

日の ひ 地 を、 いかなる 語 を もっても 表 はす 事 能 はず。 嬉し さに 立っても 臥ても 居られぬ 様な り 

き。 ひの 底が うすら 痒 ゆき 様な りき o」 と 日記に 書いて いる。 かくして 啄木 は はじめて 父と なり、 

そして 間もなく 明治 四十 (一九 〇 七) in -、  二十 二 歳の 正月 を 迎えた ので ある。 

新しい 王 月 を 迎えても 啄木 一 家の 生活 はいよ いよ 苦しく、 その 苦し さ を 見 かねて、 父の 一 禎. 力 

ある & ひそかに 家出 するとい う 事件が おこった。 それ は 三月 五日の ことで ある。 啄木 はこの 日の 

日記に 「比 朝 予のひ 地 は、 とても 口に も 筆に も尽 せない。 殆んど 一 ケ 年の 間 戦った 宝徳寺 問題が 

最後の き はに なって 致命の 打撃 を享 けた。 今の 場合、 モ ハヤ 其 望みの 綱が スッ カリ きれて 了った 

の だ。 それで 自分が、 全力 を 子弟の 教化に 尽 して、 村から 得る 処は 僅かに 八 円、 一家 は 正に 貧と 

いふ 悪魔の 翼の 下にお しつけられて 居る の だ。 されば 父上 は 自分 一人 だけの 糊口の 方法 もと、 遂 

にこの 仕 末にな つた もので あらう。 予 はかく 思 ふて 泣いた。」 と 書いて いる。 

三月 二十： n、 この 年の 学年の 終りの H で、 卒業生の 送別会が あった。 この 送別会 は、 啄木の 発 
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案で、 一切 を 生徒に 自治 的に やらせた。 「この 送別会 は、 一切 生徒に やらせた ので 接待係、 余興 

係、 会場 係、 会計係、 何れも 皆 生徒、 矢 張 生徒から 出した 二 名の 委員長の 招待状に よって、 定刻 

になる とこの 村の 紳士 貴女 十数 臨席 せられた。 生徒な どの 招待状で 紳士 を 招く とい ふの は、 この 

村 開闢 以来の 事で ある。」 と 日記に 書いて いる。 そして この 送別会が 非常に 成功で、 「喜び 極って 

落涙 を 催す 位であった。」 といい、 そして 「生徒の 活動 振りの 愛らしかった こと！ 鳴 呼、 これ 

も予が 過去 一 ケ 年の 生活の 決して 無意味でなかった 一 つの 証拠で はなから うか。」 とい つてい る。 

啄木 はこの 会の 模様と、 それから 学校に 関する 希望 や 意見 を 書いて 郡 視学に 送り、 これ を 置 土 

産の ようにして 辞表 を 出した。 

彼 は それより 少し 前に 友人への 手紙に 「小生 は 意 を 安んじて 筆 を 取らむ がた めに は、 先づ 生活 

を 安固に する 方法 を 構せ ざるべからず と 感じ 申 候。 代用教員 は 愉快 なれ ど、 八 円の 月給 は 小生 を 

して 意 を 安ん せしめず、 生活費 だけ を 毎月 取る 工夫 なきやと 考え 居候。」 (明 S 年 8 月 S 日、 小 笠 原 

謙吉 宛) と 書いて いる。 彼 は 「意 を 安んじて 筆 をと る」 ことので きる 生活 をえ ようとして、 つい 

に 意 を 決して 北海道に わたるの である。 これ は 明治 四十 年 五月 四日で ある。 その 日の：！： 記に つぎ 

のように 書いて い る。 

我が 夜の 物 を 質に 入れて 五 金 をえ つ。 懐中 九 円 七十 銭な り。 家に は 一 厘 もな し。 これ 予と妹 
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との 旅費な り。 乏しき 旅費な り。 米 田 君より 出づ べき もの を 以て、 予が 立てる あと 当分の 問老 

母が 命 をつな がむ と 決せるな り。 あ、 危 いかな。 

予立 たば、 母 は 武道の 米 田 氏 方に 一室 を 借りて 移るべく、 妻子 は 盛 岡に 行くべし。 父 は 野辺 

地に あり、 小 妹は予 と共に 北海に 入り、 小 樽の 姉が 許に 身 を 寄せむ とす。 

一家 離散と はこれ なるべし。 昔 は、 これ 唯 小説の うちにの みあるべき 事と 思 ひし もの を…。 

午後 一時、 予は桐 下駄の 音 軽ら かに、 遂に 家 を 出で つ。 あ、 遂に 家 を 出で つ。 これ 予が 正に 

一 ケ年ニ ヶ月の 間 起臥した る 家な り。 予遂 にこの 家 を 出で つ。 下駄の 音 は 軽く とも、 予が心 ま 

た 軽 かるべき や。 或は これ この美し き 故郷と 永久の 別れに あら じかとの 念 は、 犇々 と 予が心 を 

捲いて、 静 けく 長閑け き 駅の 春、 日 は 暖か けれど、 予は 骨， の 底い と 寒き を 覚えたり。 

啄木、 渋 民 村 大字 渋 民 十三 地 割 二十 四番戸 (十番 戸) に 留まる こと 一 ケ年ニ ヶ月な りき、 と 

後の 史家 は 書くなら む。 (中略) 

あ、、 故里 許り 恋しき はなし。 我 は 妻 を 思 ひつ。 老 ひたる 母 を 思 ひつ。 を さなき 京 子 を 思 ひ 

つ。 我が 渋 民の 小さき 天地 はいと 鮮やかに 眼に うかびき。 さて また、 かの 夜半の 娃の 歌の 繁か 

りしな つかしき 友が 室 を 忍びつ。 我 はいと 悲し かりき。 三等 船室の 棚に、 さながら 荷物の 如く 

眠れる は 午前 一 時半 頃 にゃあり けむ。 
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「この.^ しき 故郷と 永久の 別れに あら じか」 という 啄木の 予感 は 悲しく も 適 中して、 この 日 渋 

民の 地 を 去つ て^ら、 ついに 再びな つかしい 故郷 渋 民に 帰る ことが なか つ たので ある。 

石 を もて 追 はるる ごとく 

ふ る さと を 出で しかな しみ 

消 ゆる 時な し 

x 

病の ごと 

思郷 のこ ころ 湧く 日 なり 

目にあ を ぞらの 煙 かなし も 

X 

かに かくに 渋 民 村 は 恋し かり 

おも ひでの 川 

おも ひでの 山 


, 五、 北海道の 一 年間 

明治 四十 二 九 o 七 X ホ五月 五日^ 前 九 時、 啄 水と 妹 光子の 二人 は函 館に おいた。 光子 はすぐ 小 

樽に 向い、 啄木 は函 館の 友人た ちに 迎えられて ここに 足 をと どめる ことにな つた。 g: 館に は 啄木 

の 友人が たくさんいた。. 大岛経 W  (流人)、 宮崎 大四郎 (郁雨)、 お 崎 正 (白鯨)、 吉野章 三 (白 村)、 

* 'まご やし 

並木^ 雄 (翡翠)、 松 岡 政 之 助 (露 堂)、 沢 田 信太郎 などで、 この 人々 は 「苜蓿 社」 という 結社 を 

つくり、 「紅 苜蓿」 という 文芸 雑誌 を 出して いた。 そして 啄木から 原稿 を もらって 載せた こと も 

あり、 啄木の 才能 を 尊敬して いたので、 啄木が 凾館 にきた こと を 大いに よろこび、 さっそく 「紅 

苜蓿」 の 主宰者に な つ て もら つ た。 啄木 は 九月 六 口の 日記に 「雑誌 紅 苜蓿は 四十 頁の 小 雑誌 なれ ど 

も、 北^道に おける 唯一 の 真面目なる 文芸 雑^な り。 嘗て 故山に ありし 時 松 岡 S の 手紙 を 得て、 

遙 かに 援助 を 諾しー 二：！ 原稿 を 送れる こと ありき、 今予 来って 此凾 館に 足 を 3B る や、 大島 氏の 懇 

請 やみ 難く して 予は 遂に 其 主筆と なる。」 と 記して いる。 

その： n の 日記に はさら に、 「五月 十 1 曰より 予は 5： 出 君に 促が されて 商業お i 。所に 入れり、 予 
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は 一 同僚と 共に 会議所 議眞逸 挙ぉ権 者 台帳 を 作る 事 を 分担し、 悔日 税務署に 至りて 営業 税 納入 者 

の 調 をな せり。」 と 害いて いるが、 この 勤め は il もな くやめ、 六月 十一 日から 区立 弥生 小学校の 

代用教員 になった。 月給 は 十二 円で、 これで 生活の 見 透し もつ いたので、 七月 七日 妻の せつ子と 

京 子と を函 館に 迎え、 青柳 町 十八番 地に 借家して 住む ことにな つ た。 

函 館で ようやく 新居 を か ま え る ことので き た 啄木 は 、 宫崎 郁雨 につぎ のよう な 手紙 を 書 い て い 

る。 「お蔭に て 人閊の 住む 家ら しくな り 候 ふ 此処、 自分の 家の やうで も あり、 他人の 家の やうで 

も あり、 自分が 他人の 家へ 来て ゐる のか、 他人の 家へ 自分が 来て ゐる のか 何が 何やら 今朝 もま だ 

余程 感覚が 混雑して 居り 候。 ヘラがない、 あ、 さう だった、 とい ふので 今朝 は 杓子に て 飯 を 盛り 

候。 必要で、 足らぬ ものが まだ ある 様に 候。 否、 数へ て 見ぬ が あるら しく 候。 兎に角 一本 立に な 

つて 懐中の 淋しき は 心の 淋しくなる 所以に 御座 候。 申 上 かね 候へ ど、 実は 妻 も 可哀想 だし、 〇 少 

し 当分お 貸し 下され 度 奉 懇願 候。 少しに てよ ろしく 御^ 候。 £|々。」 と。 

宮崎 郁雨と 啄木との 交友 は、 この ころから 深くな り、 啄木 生涯の 親友と して、 また 物質 上の 援 

助 者と して、 金 田 一 京 助と ともに 啄木に と つ てはなくて はならぬ 人と な つ た。 

啄木 は 「紅 苜蓿」 の 編集 その他に、 例の ような 熱情 を かたむけ はじめた。 「社の 前途に ついて 

大いに 考 ふる 所 あり、 口先 だけの 発展 は 到底 効力な き 故、 今度 愈々 積極的 方針 をと る ことに 致 
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し、」 「九月 十五 日 紙数 百 頁 以上の 特別号 を 出し、 爾後 引きつ づき 定価 十五 銭に 値上げの 事、 十月 

以後 も 毎号 六十 頁 以上の 事、 社友 をつ のる こと、 九月の 大冊 発行 後 四 五日に して 例の 音楽会 を ひ 

らく 事、.」 「成功したら 大いに 威張る こと、 僕に はこれ でも 仲々 元気が ある。 特別号に 原稿 集る 予 

算 あり、 若し 集らな か つ たら 僕 一 人で も 百 頁 二百 頁 は 書く。」 「とにかく 大ぃ に 気 を 吐かむ とする 

なり。 計画 だけで も 痛快に 候 はず や。」 と宫崎 郁雨への 手紙に 書いて いる。 彼 は 何 か 事に あたる 

ときには、 いつも 全身 的な 熱情 を かたむけ、 そしてつ ねに 自分が 先頭に たち、 遠大な 理想と 計画 

を もって、 積極的に 進もうと する のが 啄木の 性格であった。 古い 習慣 や、 既存の 秩序に 満足で き 

ず、 権力に 屈せず 妥協せ ず、 いつも 破壊と 革新に 心 を 燃やして いた。 因襲に なず み、 小成に 安ん 

じて、 ただこと なかれ 主義で 日を暮 すと いうよう な こと は、 啄太 はとうて いで きないの であつ 

た。 彼 は 渋 民に いた ころ 友人に 送った 手紙の なかに 「小生の 最大の 希望 は 『空虚な き 生活』 を 送 

らむ 事な り。」 といって いるし、 またず つと 後に 書いた 手紙に 「私 は 小さい 時から、 革命と か 暴 

動と か 反抗と かいふ ことに 一種の 憧憬 を もって ゐ た。」 と 告白して いるが、 このような 彼の 性格 

が、 「誇大妄想」 だと か 「野心家」 だと か、 また 「ホラ 吹き」 だと かいわれ て、 周囲の 人た ちと 

衝突す る 原因に なり、 多くの 敵 をつ くった のであった。 この ことから、 彼 は 一力 所に ながく とど 

まること がで きず、 生涯 貧乏に 苦しまねば ならなかった。 だ から 彼の 性格が 彼の 生涯 を 不幸に し 
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た。 しかし この ことが、 彼 を あくまで 前進 させ、 時代の 先駆者と して、 文学史の 上に も かがやか 

しい 足跡 をの こした ので ある。 彼 は ある 文章で いっている。 「吾人 は 記憶す。 人間 は 戦の ために 

生れたん を。 戦 ふ は 戦 ふために 戦 ふに あらず して、 戦 ふ ベ きもの あるが ために 戦 ふ ものなる を。」 

と。 彼の 生涯 は まさにた たかいの 生涯であった。 それゆえに 彼の 生活 は 「空虚な き 生活」、 すな 

わち 充実した 生活の 連続であった。 

八月に はいって、 母も凾 館に 呼びよ せる ことができた。 彼 は 野辺 地まで 来て いる 母 を 迎えに ゆ 

き、 ここで 久し ふりで 家出 以来の 父に も あう ことができ たので ある。 母 を つれて 函 館に 戾 ると、 

小^の 姉のと ころに いた 妹の 光子 も 脚気の ため 凾 館に きたので、 また 一 家 五 人い つし よに 住む こ 

かるわざ  ，  >  .、，？、，./,、 

とに なった が、 「十二 円で 親子 五 人 は 軽業の 如く 候。」 という ありさまであった。 そこて 呀木は 

凾館： n 々新^の 遊軍記者 となり、 これで 十五 円の 収入 をえ る ことにな つた。 「八月 十八 日より：、 丁 

は凾館 = 々新聞社の 編輯 局に 入れり。 予は 直ちに 月曜 文壇 を 起し H 々歌壇 を 起せり。 編輯 局に 於 

ける 予の 地位 は 遊軍な りき、 汚な き 室 も 初めての 経験 なれば 物 珍ら しくて 面白 かりき、 第一 回の 

曜 文壇 は 入社の 日 編輯したり、 予は辻 講釈なる 題 を 設けて 評論 を 初めたり」 と 日記に 書いて い 

るよう に、 彼 はまた 異常な 熱心 さで 働き だした ので あつたが、 不幸に も 八月 二十 五 の大 火災 

で 弥生 小学校 も、 凾館 H 々新聞社 も 焼けて レま つ た。 また 特別；：；：？ として 編集して あ つ た 「紅 稱」 


is の. 原稿 も、 ；凼館 毎日 新 問 社に いっていた 彼の 処女 小説 「面影」 の 原稿 も 焼けて しまった。 彼 はこ 

の：： Z の 日記に つぎのように 記して いる。  〜 

--巾 中 は 惨状 を榨 めたり。 町々 に猶 所々 火の 残れる を 見、 黄 煙 全市の 天を掩 ふて 天日 を 仰ぐ 能 

はず。 人の 死骸 あり、 犬の 死骸 あり、 猫の 死骸 あり、 皆 黒くして 南瓜の 焼けた ると 相 伍せ り。 

焼失 一 戶数 一万 五 千に 上る。 (四十 九ケ 町の 内 三十 三ケ 町、 戸数 一万 二 千 百 九十 戸) 

狂へ る 雲、 狂へ る 風、 狂へ る 火、 狂へ る 人、 狂へ る 巡査 …… 狂へ る 雲の上に は、 狂へ る 神 力 

一 狂 へ る 下界の 物音に 浮き立ちて 狂 へ る 舞踏 を やなし にけ む。 大火の 夜の 光景 は 余りに^ カ^に 

明かに して、 予は 遂に 何の 語 を 以て 之 を 記すべき か を 知らず、 火は大 洪水の 如く 街々 を 流れ、 

火の 子 は 夕立の 雨の 如く、 幾 億万の 赤き 糸な 束ねた るが 如く 降れり き、 全市 は 火な りき、 否 狂 

へる 一 つの 物音な りき、 高き より 之 を 見た る 時、 予は手 を 打ちて 快哉 を 叫べり き、 予の 見た る 

は 幾 万人の 家 を やく 残忍の 火に あらず して、 悲壮 極まる 革命の 旗を飜 へし、 長さ 一里の 火の 壁 

の 上より 函 館を掩 へる 真黒の 手な りき。 (中略) • 

大火 は函 館に とりて 根本的の 革命な りき、 凾館は 千 百の 過去の 罪業と 共に 焼尽 して 今や 新ら 

しき 建設 を 要する 新時代と なりぬ、 予は 寧ろ これ を 以て 函館 のために 祝盃を あげむ とす 。(中略) 

此 日札榥 より 向井 君 来り、 議 一決、 同人 は 漸次 札幌に 移るべく、 而 して 更に 同所に ありて 一 
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旗を鼸 さんと す。 

この 火災で、 青柳 町の 啄木の 家 は 焼けな か つ たが、 さっそく 彼 をお そった の は 生活難で あつ 

た。 ^は 友人への 手紙に 「目下 一番 困り 候 は、 米屋 も 焼け 炭屋も 焼け、 通帳 ドレ 乇コ レモ 用 をな 

さず、 立秋に 人り て 既に 二 旬、 懐中 秋風に て 物価騰貴、 スキな 煙草 もロク にの めぬ 一事に 候。」 

と 書いて いる。 しかし 啄木 は 毎夜の ように 「紅 酉蓿」 の 友人た ちと 集って 詩 を 論じ、 恋 を 語って 

夜 を 徹する ことが 多かった。 そのころ の 日記 をみ ると 「九月 七日、 この 日の 夜、 吉野宫 崎 並木 三 

君と 会して 徹夜す。 三 君 は 歌 を 作れり。 予は癀 になり て 『明らかなる 事実』 を 思 ひぬ。」 「九月 九 

日、 夜、 古野お 宅に て宮崎 君と 三人して 大に 飲みぬ。 飲みて 酔 ひぬ。 酔 ひて 語りぬ。 予は 衷心よ 

りこ Q  二 友 を 得た る を 皇天に 謝す。 例の 如く 神 を 語り 詩 を 語り 恋 I わが 恋 を 語れり。」 「九月 

十 H ノ 四時 頃より 快男子 大塚信 吾 君 来り、 並木 君 来り、 吉野君 来り、 宮崎君 来り、 松 坂 君 来り、 

礼幌 なる 向井 君より ハヤ クコィ とい ふ 電報 来れり。 予は 二三 日に 愈々 札 幌に向 はむ とす。 此夜大 

に 飲めり。 麦酒 十本。 酒なる かな、 酔 ふて は 世に 何の 遺憾が あらむ。 我ら 皆 大に酔 ひて 大に 語り 

大に笑 ひ、 大に欹 へり。 吉野 君の 所謂 天下 太平 也。 並木 君の ヴァ ヰォ リンに 合せて 我ら は 子供の 

如く 稚 き 唱歌 を う た へり o」 な ど と 記して い る 。 

凾館 Q き 柳 町 こそ かなし けれ 
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友の 恋歌 

矢ぐ る まの 花 

X 

しらなみの 寄せて 騒げる 

凾 館の 大森 浜に  ， 

思 ひし ことども 

X 

こころざし 得ぬ 人々 の 

あ つ まりて 酒の む 場所が 

我が家な りし かな 

これらの 歌 は、 のちに 凾館 時代 を E だ だして 詠ん だもので ある。 

火災 後し ばらく 弥生 小学校の 焼 あと 整理 や 残務に 従った が、 札幌の 北門 新報の 校 E 係に 職が あ 

ると いう 友人の 知らせが あつたので、 九月 十一 口 弥生 小学校に 退職 願 を 出し、 九月 十三 日夜、 礼 

幌に 向って 出発した。 十二 日の 日記に、 「この 凾 館に 来て 百 二十 余日、 知る 人 一人 もなかり し $ 

ま 新しき 友 を 多く 得ぬ。 我 友 は予と 殆んど 骨肉の 如く： 又 或 友 は予を 恋せん とす。 まして 今予 


77 五 北海道の 一年間 


はこの 記念 多き 凾 館の 地 を 去らむ とするな り。 別離と い ふ 云 ひ 難き 哀感 は予が 胸の 底に 泉の 如く 

湧き、 今迄 さほど 心に とめ ざり し 事物 俄かに 新しき 色彩 を 帯びて 予を 留めむ とす。 然れ ども 予は 

将に 去らむ とする 也。 これ 自然の 力の み、 予は予 自身 を 客観して 一種の 楽しみ を覚 ゆ。」 と 記し 

ている。 

わが あと を 追 ひ 来て 

知れる 人 もな き 

辺土に 住みし 母と 妻 かな 

と 歌った 母 や 妻子 は、 小 樽の 姉のと ころに 預けて、 彼 は 単身 札幌 にきた のであった。 そして 北門 

新報の 校正係と して、 月給 十五 円 を もらう ことにな つた。 こうして わずか 四 力 月し かいなかった 

函館 では あつたが、 啄木に とって はかず かずの なつかしい 思い出が あった。 宮崎 郁雨 はじめ 「WI 

蓿社」 问 人の、 あつい 友情 も 忘れられない もので あつたが、 弥生 小学校の 同僚であった 橘 智恵子 

という 美しい 女性が、 いつまでも 啄木の 記憶から 消えなかった。 この 人の こと をうた つた 歌が 歌 

集 『一握の 砂』 のなかの 「忘れが たき 人々」 のなかに 二十 首 あまり 収録され ている。 

世の中の 明るさの み を 吸 ふこと き 

黒き 瞳の 
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ム 「も 目にあり 

かの 時に 言 ひそ びれ たる 

大切の 言葉 は 今 も 

胸に のこれ ど 

lii? 鈴薯の 花咲く 頃と 

なれり けり 

君 もこの 花 を 好きた まふら む 

山の 子の 

山 を 思 ふが ごとくに も 

かなしき 時 は 君 をお へり 

病む と龃き 
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癒えし と 聞きて 

四百 里の ふなた に 我 はうつつ なかり し 

君に 似し 姿 を 街に 見る 時の 

こころ 躍り を 

あはれ と 思へ 

死ぬ までに 一 度 会 はむ と 

言 ひやら ば 

君 も かすかに うな づ くらむ か 

これらの 歌 は 『 一 握の 砂』 のなかで もす ぐれた 一 連で あり、、 明治時代に 数多く ある 恋愛の 歌の 

なかで もす ぐれて いる。 こ Q 歌 をよ むと 何よりも 清 tts な 啄木の 魂に ふれる 思いが する ので ある。 

北門 新報 社に 入った « 木 は、 さっそく 同 紙上に 北門 歌壇 を 設け、 また 随筆 「秋風 記」 を 書い 

た。 そのな かに 

幌は蹇 に 美しき 北の 都な り、 初めて 見た る 我が 喜び は 何に か譬 へむ。 ァ カシャ の^ 木 を S 
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がせ ポプラの 葉を裘 返して 吹く 風の 冷た さ C 礼幌は 秋風の 国な り、 木立の 市な り。 おほら かに 

静かに して 人の 香より は 樹の香 こそ 勝り たれ。 大 いなる 田 4：： 町な り、 しめ やかなる 恋の ありさ 

うなる 船 なり。 詩人の 化むべき 都会な り。 此処に 住むべく なりし 身の 幸 を 思 ひて、 予は 喜び 且 

つ 惑 謝したり。 あはれ 万人の 命運 を 司 どれる 0 然のカ は、 流石に 此哀れ なる 詩人 を も 捨て ざり 

けらし。 

と 書いて いるよう に、 彼 は 札幌が 大いに 気に いっていた。 「安全に 暮す こと さへ 出来れば 五六 年 

ま 札 K に 居たい」 と 友人への 手紙に も 書いて いる ほどで あつたが、 しかし 彼 は 札幌で 心が 少しお 

ちつく と、 創作への 欲望が はげしく 心 をう ごかす ようになつ. た。 生活の ために、 新 問の 校正と い 

うつ まらない 仕事に 時間 を うばわれ ている ことが 残念で たまらな か つ た。 彼 は 九月 十九 U. の 日記 

につぎ のように 書いて いる。  . 

朝 窓 前の 蓬生に 雨し としとと 降り 濺 ぎて 心 うら 寂しく 堪え難し、 小捋 なる せつ子 及 山 本の 兄 

京なる 与 謝 野 氏、 旭川の 砲兵 聯隊なる 宮崎大 四 郎君へ 手紙 認めぬ。 書して 曰く、 我が 目下の 問 

題よ こして 生 ！e を 安固に すべき かなり、 又 他な し。 哀れ 漂泊の 児、 家す る 知らぬ 悲し さは 

今^ ケ とこの 胸に 迫る、 と。 書し 了って 1 人身 を潢 たへ、 瞑目して 思 ふ 事 久し。 あ、 我 誤て る 

かな、 予が 天職 は 遂に 文学な りき。 
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何 を か 惑 ひ 又 何 を か 悩める。 喰 ふの 路 さへ あらば 我 は 安んじて 文芸の 事に 励むべき のみ C こ 

の 道 を 外にして 予が 生存の 意義な し、 目的な し、 奮呦 なし。 予は 過去に 於て 余りに 生活の ため 

に 心 を 痛む る こと 繁 くして 時に 此 一大 天 II を 忘れた る 事な きに あら ざり ぎ。 誤れる かな、 予は 

ただ 予の 全力 を 挙げて 筆 をと るべき のみ。 貧しき 校正 子 可な り、 米な くして 馬 鈴 薯を喰 ふも^ 

なり。 予は 直ちに この 旨 を 記して 小 樽なる 妻に かき 送りぬ。 

啄木の この 反省と 告白 はまこと にいた ましい。 かって 渋 民の 代用教員 時代に も、 「小生 は 意 を 

安んじて 筆 を 取らむ がた めに は、 先づ 生活 を 安固に せざる ベから ず」 と 友人に 書き送り、 そして 

多分に 執 若 を も つ た 代用教員 を やめて 北海道に わた つたので あつ たが、 一 家の 生活 を 背 ft: わねば 

ならぬ 啄木に とって は、 「余りに も 生活の ために 心 を 痛む る こと 繁 くして」、 彼が 天職と して 自 

覚 してい る 文学 を、 かえりみ るい とまが なか つたので ある。 ただ 咬うた めに だけ 働く という こと 

は、 彼に とって は 生存の 意義と 目的 を 失う ことであった。 このような 理想と 現実との 矛盾 を 体験 

する ことによ つ て、 彼の 思想 もし だい に 変化して ゆく ので ある。 

九月 二十 一日の 日記に 「夜 小国 君 来り、 向井 君の 室に て大に 論ず。 小国の 社会主義に 関してな 

り。 所謂 社会主義 は予の 常に 冷笑す る 所、 然も 小国 君の いふ 所見 II あり、 雅量 あり、 或 意味に 於 

て n:I し 得ざる にあらず、 社会主義 は 要するに 低き 問題な り、 然も 必然の 要求に よって 起れ る も 


sa のな りと は 此の 夜の 議論の 相 一致せ る 所な りき。 小 K おは 我 党のに なり、 此夜 はいと も 楽し かり 

き。」 と 書いて いる。 

啄木が 社会主義 について 書いて いるの は、 この 前年 (三十 九 年) の 三月 二十日の 日記に 「この 

頃：^ 京で は、 近来 結社した 社会党 員の 発起で、 電車賃 引 上 反対 市民大会が 二度 開かれた。 一千 有 

余の 群集が、 決議文 を 朗読して から、 市役所に 推し かけ、 街 鉄の 本社に 石 を 投じ、 昨^ 九月の 騒 

擾を 再現す まじき 勢であった。」 云々 という 文章に つづけて、 「余 は 社会主義者 となる に は、 余り 

に 個人の 権威 を 重 じて 居る。 されば といって、 専制 的な 利己主義者 となる ために は、 余りに 同情 

と 涙に 富んで 居る。 所詮 余 は 余 一 人の 特別なる 意味に 於け る 個人主義者 である。」 と 書いて い る 

のが 最初であろう。 その 翌年 一月 十五 日の 日記に は、 幼時の 友人で、 いま は 海軍 1 等 兵曹に なつ 

ている 某が 啄木 を 渋 民 小学校に 訪ねて きおと き、 日露戦争 のこと を いろいろ 話し あ つ たな かで、 

「又、 海軍 部内に 社会主義者 多し と は 事実な り や、 との 余の 問に 答へ て 曰く、 然り、 甚だ 多し、 

ただ 日常し かく 考 ふる 者 多き のみならず、 坐 臥 之 を 口にする 者 も 亦 甚だ 多し。 これ 畢竞 ずるに ノ 

圧制の 厳なる と、 平時 昇級の 希望 少なき とに 依る。 されば また、 這般 社会主義者 にして、 一旦 得 

意の 境遇に 立つ に 至れば、 昨 を 忘る、 事 恰もよ ベの 夢 を 忘る、 が 如し。 あ、 然る かく。 これ 唯 

に 海軍 部内 社会主義の 現況に あ らず し て 、 或は 社会主義 そ の 者の 性質 を 最も 露骨 に 表白す る 者に 


あらざる か。 文明 世界 は 惟 然として 太平なる ベ し！」 

これらの 文章で、 当時 啄木の 社会主義に たいする 理解の 程度が およそ わかる ので ある。 d 国と 

の 議論のと きも 「所謂 社会主義 は 余の 常に 冷笑す る 所」 であり、 「社会主義 は 要するに 低き 問題 

なり」 としてい る。 ところが その 翌 四十 一年の 一月 四日に、 小 樽で 西 川 光二郎ら の 社会主義 講演 

会お あって、 啄木 ま それ をき きに ゆき、 講演会の あとの 茶話会に も 出席して、 西 川と 社会主義に 

つ、 て^  ノ あって、 る。 そして その 帰り道で 友人に 「自分 は、 社会主義 は 自分の 思想の 一 部分 だ 

と^〕 た 。一とい つてい る。 この 日の 日記に、 彼 は 社会主義 について 以前よりも はるかに 進んだ 

理解 を 示して いる。 すなわち  — 

要するに 社会主義 は、 予の 所謂 長き 解放 運動の なかの 一齣で ある。 最後の 大 解放に 到達す る 

迄の 一 つの 準隨 運動で ある。 そして 最も 眼前の 急に 迫れる 緊急 問題で ある。 此 運動 は、 前代の 

f 種々 な 解放 運動の 後を享 けて、 労働者 乃ち 最下 級の 人民 を 資本家から 解放して、 本来の 自由 を 

£ 与へ むと する 運動で、 今では 其 論理 上の 立脚点 は 充分に 研究され、 且つ 種々 なる 迫害 あるに 不 

i 拘、 余 g 深く 凡ての 人の 心に 浸み 込んで 来た。 今 は 社会主義 を 研究すべき 時代 は 既に 過ぎて、 

五 M 、を 実現すべき 手段 方法 を 研究すべき 時代に なって 居る。 尤も 此 運動 は、 単に 哀れなる 労働者 

ぬ を 資本家から 解放す ると 云 ふでな く、 1 切の 人間 を 生活の 不条理なる 苦痛から 解放す る こと を 
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理想と せねば ならぬ。 今日の 会に 出た 人々 の考 へが 其処まで 達して 居らぬ の を、 自分 は 遺憾に 

思 ふた。 

と 書いて いるので ある。 啄木 はこの あとに も、 友人と 社会主義 について 話しあった こと をた びた 

び 日記に 書いて いるが、 とにかく 社会主義に ついての 彼の 関心 はし だいに 高まり、 その 理解 も ふ 

かまって きている。 そして やがて 四十 三年の 大逆事件に 大きな 衝撃 をう け、 彼の 思想の 転換が 決 

定 的な ものと なる ので ある。 

啄木 は礼幌 にも 二 週 II しか 足 をと どめる ことができなかった。 九月 二十 七日 小捋 にいって、 山 

県 勇 三郎の 『小榑 日報』 創刊の 相談 をう け、 三面 記者と して 入社す る ことにな つた。 礼幌の 北門 

新報から 小 樽 日報に うつった の は、 「^心地よ き 札幌に 別れ 候 ふ は、 小生に 於て 決して 楽しき 事 

に 無 之 候 ひき。 然し 十五 円の 校正 子より 二十 円の 記者の 方が、 貧乏に 捲 み^てた る 小生に は 好 も 

しかりし に 候。 且つ 小 樽に は 家内 共 も 居る ことなり」 という わけであった。 それともう 一 つの 理 

由 は、 「又、 予想外に 気の 合 ひたる 野 口 雨 情 君 も 共に とい ふ 訳 故」 でも あり、 また 一 つ は 「此度 

の 社が 創業 時代 II 万事，：：： 由に して 然も 無限の 活動 を 予期し う べき 時代た る 事に 候。」 とい う 点 

がむ しろ 啄木の 心 を 動かした 第 一 の现 由で あ つ たか も 知れない。 

十月 二日、 小 樽 市 花^ 町 十四 番地の 西 沢と いう せんべい 屋の 二階 二 室 を 借り、 ここで また 母と 
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妻子との 生活 を 営む ことができる ようになった。 そして 創刊 早々 の小撙 日報で、 十分す 腕 を 振う 

ことができる という 希望 を もって、 入社す ると 間もなく、 野 口 雨 情と ともに 主筆の 岩 泉 江 東 排斥 

の 運動 を はじめ、 その他 社内の 大 改革 を 断行し ようと 計画した。 彼 は 日記に 「予等 は 早晩 彼 を 追 

ひて 以て 社内 を 共和政治の 下に 置かむ」 と 書いて いるし、 また 野 口 雨 情 を 「時代が 生める 危険の 児 

なれ ども 其 趣味 を ^じうし 社会に 反逆す るが 故に また 我 党の 士 なり」 と 書いて い る。 ここで もま 

た 彼の もちまえの 謀叛 気が 頭 を もちあげ たので あ つ たが、 その 陰謀が もれて 雨 情 はついに 社 を 去 

つた。 「あと は 小生 唯一 人に て 奮闘 又 奮闘、 十一月 末までに 最初 八 人な りし 記者 中 主筆 以下 六 人 

迄 遂に 断頭台に のせ、 新人 物 を 入れ 候 ひしが、 寝食 を 忘れて お：：： 十五 時 問 位 も 社の ために 働き 候 

事、 日報 社 最初の 三面 主任が 功労 亦 多大なる ものと 申すべき か」 と金 田 一京 助への 手紙に 書いて 

いる。 しかし このような 後の 気負った やり方が 社内の 混乱 を まねき、 事務長との 喧嘩に なり、 つ 

い に 彼 は 退社せ ざる をえ なくな つ た。 こうして 大きな 野心 やら 抱負 やら を も つ て 入 つ た 小 樽 日報 

社 も、 彼の あまりに 急激な 革新的 方針の ために、 けっきょく 八十 日 あまりで また 失職す る ことに 

なった。 それ は 四十 年 も おしつまった 十二月 二十日の ことであった。 十二月 三十日の 日記に 

日報 社 は 未だ 予 にこの 月の 給料 を 支払 は ざり き。 この 日 終日 待て ども 来らず、 夜 自ら 社を訪 

へり。 俸給日 割 二十日 分 十六 円 六十 銭、 慰労金 十 円、 内 前借金 十六 円 を 引いて 剰す ところ 僅か 
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に 十 円 六十 銭。 帰途 ハガキ 百 十 枚 を 買 ひ 煙草 を 買 ふ。 巻 煙草 は 今日より 二 銭 宛 高く なれり。 匆 

み も 亦 直上げ となれ り。 懐中 剰す 所 僅かに 八 円 余、 噫 これ だけで 年を越せと いふの かと 云 ひて 

予は 哄笑せ り。 老母の 顔 見る に 忍びず。 云々 

と 書いて いる。 彼 はまた 「小^の かたみ」 という 文章に 序して 書いて いる。 「予の 日報 社 編輯 局 

にある、 前後 僅かに 八十 日、 其 日夕 筆に したる 所、 所謂 尋常 三面記事に 過ぎず、 然も 其 為に 殆ん 

ど 自己み ずからの 時間 を 有する 能 はず、 一冊の 書 を 読まず、 一通の 書信 を も 静かに 書く 能 は ざり 

しと 雖も、 追 i. 二番し 来れば 這 問に 得た る 所 実に 多き に 驚か ずん ば あらず、 予 は此活 知識が 他日 

必ず 予を 益す る 事 ある ベ きを 思 へ り。」 と。 

渋 民 吋の ^ 用 教員 を ふりだしに、 凾館、 札幌、 小 樽と、 職 を もとめて 転々 しながら、 苦しい 実 

生活 上の 経験 を つんだ。 ことに 新 問 記者と いう 職業から、 彼 は 政治、 経済、 社会の 実際問題 につ 

いて 多く 学ぶ ことができた。 r 予 は此活 知識が 他 曰 必ず 予を 益す る 事 あるべき を 思へ り。」 とい 

つてい る 通り、 彼の 社会 政治 上の 実際の 知識が、 やがて するどい 現実 批判に 目 をむ けさせ、 つい 

に 社会主義者にまで 発展 させた ので ある。 しかし 彼の 社会、 政治への 関心 は、 決して 新 問 記者に 

なつてから のこと ではなく、 それ 以前の 日記 や 書簡の なかで しばしば 社会、 政治の 問題に 触れて 

書いて いる。 たとえば 三十 九 年 三月 五日の 日記に も、 鉄道 国有 問題、 戦時 税 継続 案な どの 問題に. 
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ついて 論じ、 そして 「利に 傾く 多数の 党 入 を 籠 蓋して、 ；： 刖 内閣と：！ じ 狂暴 を 逞しう して 居る。」 

と 時の 西 園 寺 内閣 を 批判し、 さらに 国際問題 などに も 言及して いる。 当時 はま だ 代用教員になる 

前の 無 収入の 時代で ありながら、 この 日の 日記に よると、 東京の 読売と 毎日と 万 朝 報と、 地方 新 

聞の 岩 手 日報と、 四つの 新聞 を 購読して いるので あって、 彼が いかに 知識 を ひろく 求め、 政治、 

社会の 問題に も 興味と 関心と を も つ ていた かが 想像で きる。 

それ は ともかく として、 r 予が 天職 は 遂に 文学な りき」 という 自党と 抱負 を もちながら、 その 

文学に 専心す る ことができず、 ただ 一家の 生活の ために 函 館から 札幌 へ、 礼幌 から 小 樽へ と 職 を 

追って 歩き、 そして 小 樽で は r 殆んど 自己み づ からの 時間 を 有する 能 はず」 という ほど 働きな が 

ら、 ここで もまた 職 を 失った ので ある。 しかし 彼の 才能 を 借んだ 小 樽 日報の 白 石 社長が、 やはり 

自分の 経営す る 釧路新 間へ 啄木の 入社 をす すめた ので ある。 啄木 も 社長の 恩義 を 感じ、 ついに 

「さいはて」 の 釧路に ゆく 決心 をした。 明治 四十  一 二 九 o 八) 年、 啄木 二十 三 歳の 一 月 十九 日 

の 朝、 白 石 社長と：！ 道して 釧路 にむ かって 出発した。 

子 を 負 ひて 

雪の 吹き 入る 停車場に 

われ 見送りし 妻の 眉 かな 


敵と して 憎みし 友と 

やや 長く 手 をば 握りき 

わかれと い ふに 

ゆるぎ 出づる 汽車の 窓より 

人 先に 顔 を 引きし も 

负け ざら むた め 

わかれ 来て ふと 瞬けば 

o,  くり よく 

つめたき ものの 頌 をった へり 

いたく 汽車に 疲れて 猶も 

きれぎれに 思 ふ は 
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われの い とし さなり き 

小搏 ではよう やくた のしい 一家の 暮 しがで きる と 思った の もっかの 間で、 またもや 妻子と わか 

れて、 あわただしい 旅に でる ことにな つた 啄木 は、 どんなに やるせない 思いであった ことか。 途 

中 岩 見 沢と 旭川で 一泊し、 「名のみ 知りて 縁 も ゆかり もな き 土地の、 宿屋 安け し、 我が家の ごと」 

「今夜 こそ 思 ふ 存分 泣いて みむと、 泊り し 宿屋の、 茶の ぬる さかな」 というよう なさび しい 旅 を 

つづけ、 そして 一月 二十 一 日夜 釧路に 着いた。 

さいはての 駅に 下り立ち 

雪 あかり 

さびしき 町に あゆみ 入りに き 

釧路 について 問 もな くの 一月 三十日、 金 田 1 京 助に 宛た 手紙に、 「零度 以下の 寒さの 国に 居て 

東京の 事 を 思 ふ は、 失意の 児が 好運の 人 を 思 ふと 相似た るべき か」 といい、 そして 「北へ 北へ と 

参り 候 ふ 小生 は、 取 も 直さず 生活の 敗将、 否、 敗 兵に て、 青雲の 上に 居る 人の 露 だに 知らぬ 夢 を 

夜毎に 見る 事に 御座 候。」 とかな しい 心 を 訴えて いる。 

釧路 新聞で は、 第一 に 白 石 社長と 気があった。 白 石と いう 人 は、 啄木の 言葉に よると 「度量 海 

の 如き 篤実の 老 紳士に 候が、 嘗て 国事犯 を 犯して 河 野 広 中 氏ら と共に 獄 につな がれた る 事 も あり 


8 また 『真理 実行 論』 とい ふ 急激なる 自由主義の 世界 統 一 論 を 著した る 事な ども あり 侯 ふ 人 なれば 

胸の 奥に はま だ 若々 しい 革命 思想 を 抱き 居り、 小生と は 所謂 支那 人の 『肝胆 相 照す』 底の 点 あり 

て、」 と、 うわけ で、 啄木と は 大いに 意気投合した。 社長 も 啄木 を 愛し、 さっそく 彼 を 編集長 格 

にあつかい、 新聞 拡張の ために 彼 を 重く 用いた。 「小生 着任 と共にまず 編輯 長と いった 様な 役に 

て、 早速 編輯の 体裁 を 全部 改め、 毎日 自分で 一 頁 以上 書く とい ふ 奮発 を やり 居り 候 所、 読者よ 

り 続々 感謝の 手紙 まゐ り」 というよ うな ことで、 彼 はまた この 新聞に 全 情熱 を かたむけて 努力し 

，" た。 

彼 は 毎日の 新聞に 政治、 経済、 外交の ことまで 書き、 また 愛国 婦人会 支部の 会合で 「新時代の 

婦人」 という 講演 を やり、 さらに ある 会の 余興に、 釧路、 北東 両 新聞記者 合同で 「無冠の 帝王」 

という 芝居 を やり、 彼 は 劇中の 新聞記者 を やって 好評 を 博す るな ど、 なかなか 得意であった。 そ 

のうえ 社長 も 彼に 目 を かけ、 時計 を 買って くれたり、 やがて 彼のた めに 社で 家 を 借りて やろうと 

いう 話 もで た。 それで r 釧路は 案外 気持よ く 候。 都合に よったら 三月 小 樽に 帰らずに、 二三 年 当 

地に 居る ことにし、 家族 も 三月 頃 呼 寄せん かと も 考え 候。 これ は 社の 要求に 候が、 七 分 通り は.^ 

生の 同意な り OI 「二三 年 居れば、 きっと 今迄の 借金 をす まし、 且つ 自費出版 やる 位の 金 はた まる 

べしと 存侯。 呵々」 と 友人への 手紙に も 書いて いるよう に、 彼 は釧路 がだん だん 気に いるよう に 


91 五 北; S'3 の 一年 問 


な つ た。 

こうして 啄木 は、 釧路 にしば らくと どまる 決心 をし、 やがて 家族 を も 呼びよ せる 考えで、 新聞 

拡張の ために 熱心に 働いた。 そして その 成蹟は 着々 として あがった。 その あいだに 彼 は、 職業 上 

のっき あいから、 料理屋な どに も 出入りし、 なじみの 芸者な ども 何人 かで きた。 そのな かで も 

小 奴と いう 芸者が 気に いり、 「おれの 妹に なれ」 「なります」 という， ような ことで、 よくいつ し 

よに 遊んだ。 歌集 『一握の 砂』 のなかに、 この 小 奴の こと を 詠んだ 歌が 何 首 か ある。 啄木 は、 一 

つに は 流浪の 身の さびし さ、 失意の かなし さ を 忘れる ために、 いっか おぼえた 酒だった。 しかし 

「その 膝に 枕しつつ も、 我が こころ 思 ひし はみ な 我の ことなり」 で、 酔うて 正体な く 小 奴の 膝 を 

枕に しても、 心の すみに は 自愛の 念 を 消す ことができなかった。 自分 を 忘れて 陶酔す る こと はで 

きなかった。 それ は 「あはれ かの 国の はてに て 酒の みき、 かなしみの 滓 を 啜る ごとくに」 であつ 

た。 彼の 自尊心と、 また 彼の 文学に たいする たちが たい 熱望と は、 いつまでも 田舎 新聞記者 とし 

て 酒色に 耽溺せ しめて はお かな か つ た。 彼 は 二月 二十 九日の 日記に つぎのように 書いて いる。 

釧路へ 来て 兹に 四十 日、 新聞の 為に は 随分 尽 して 居る ものの、 本 を 手に した こと は 一度 もな 

い。 この 月の 雑誌な ど、 来た 儘で まだ 手 も 触れぬ。 生れて 初めて、 酒に 親む こと だけ は 覚え 

た。 盃 二つで 赤くな つた 自分が、 僅か 四十 日の 間に 一人前 飲める 程に なった。 芸者と いう 者に 


92 


近づて 兄た の も 生れて 以来 釧路が 初め て だ。 之 を m 心う と、 何とい ふ 事な く 心に 淋しい 影が さ 

彼の この 淋しい 心の 影が、 けっきょく 啄木 をな がく 釧路 にと どまら せなかった。 彼 は 釧路に 来 

る 少し まえの H 記に、 宗 白鳥 君の 短篇 小説 集 『紅塵』 を 読み 深更に いたる。 感慨 深し、 我が 

心 泣かむ とす。 予は 何の 口に 到らば 心静かに 筆 を 執る を 得む。 天 抑々 予を 殺さむ とする か。 然ら 

ば 何故に 予に 筆を^へ たる 乎。」 と 書いて いる。 この 彼に 「本 を 手に した こと は 一度 もない。 こ 

の 月の 雑誌な ど、 来た 儘で 手 も 触れぬ。」 という 新聞記者 生活 は 堪えが たい もので あつたの であ 

る。 かくて 啄木 は 三月 末に はもう 釧路を 去る 決心 をして い る。 

啄木が 釧路 にきて 注目すべき 論文 を 書いて いる。 それ は 四十 一^二 月釧路 新聞に 掲載した 「卓 

上 一枝」 である。 この 文章で 啄木 は、 当時 勃興して いた 自然主義 文学に ついての 正しい 理解と、 

そして 同時に その 弱点 を も するどく 批判し ている ので ある。 

自然主義の 発達 は、 青春の 人に 歓 ばれ、 中年 以上の 人に 嫌 はる。 此 現象 を 見て 直ちに 自然 主 

義が 若き 情慾の 赤裸々 なる 描写 を 放てす るに 帰す る は 非な り。 人 は 生れて 真な り。 漸く 老いて 

漸く 虚偽 を 知る。 既に 其 心的 活動の 静止す るに 至って、 兹に 社会的 経験に よって 得た る 生活 溉 

念 を 固定し、 此 概念より 組織せ る 虚偽の 法則 を 作って 人生 自然の 真を掩 ふ。 技巧 過重の 文芸 を 
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革 めんと して 生れた る 自然主義が、 若き 人に 歓 ばれて 老いた る 人に 嫌 はる、、 蓋し 故 あるな 

,00 

個性の 独創力 は 吾人 も 亦 之 を 是認す。 然も 之 を 渾然たる 大自然の 創造に 比較し 来れば、 広狭 

自らに して 明らかな り。 殊に 況んゃ 作家が 技巧 を 過重して 彫琢 之 事と する に 至って は、 浅 小な 

る 自家 概念に 束縛 せらる、 事 益々 甚だしく して、 人生 自然の 真と 相 去る 事 遂に 千里 万里の 遠き 

に 到る。 兹に 於て か 自然主義 あり、 一切の 法則と 虚偽と 誤れる 概念と を 破壊して、 在る が 儘な 

る 自然の 真 を 提げ 来る。 ■ 

以上の 文章で、 技巧 偏重の 浪漫主義に かわって 登場して きた 自然主義の 意義と その 必然性 を 正 

しく とらえて いる。 啄木 はすで に その 年 一月 三日の 日記に 「自然 派と 云 はる、 傾向 は 決して 徒爾 

に 生れ 来た もので ない の だ。 新 詩 社に は、 恐らく 自然 派の 意味の 解った 人 は 一人 も 居るまい と自 

分 は 信ずる。」 と 書いて いるし、 また 一月 三十日に 金 田 一京 助に 宛た 手紙の なかに 「今日 以後の 

日本 は、 明星が モ ハヤ 時勢に 先んずる 事が でき なくなつ たと 思 ふが 如何、 自然主義 反対なん か駄 

目々々」 と 書いて いる ことから も、 啄木 はすで に 浪漫主義の 時代が 去った こと を はっきり 見抜い 

C ヽ るつ C ちる o へ 明治 三十 四 年 四月 創刊して、 はなやかな 存在であった 雑ン 

マち スび てま？  V 誌 『明星』 は 四十 一年 十一月つ いに 廃刊に なって いる。 ) 

上記 「卓上 一枝」 の 文章で、 啄木 は 自然主義 文学の 意義 を 正しくみ とめて いるが、 しかし 同時 


s に 彼 は 「吾人 は 自然 派の 小説 を 読む 毎に 一種の 不安 を 禁ずる 能 はず、 此 不安 は 乃ち 現実 曙 露の 悲 

哀 なり。 自然主義 は 自意識の 発達せ る 結果と して 生れたり。 而 して 其 吾人に 教訓す る 所 は 唯一 つ 

あるの み。 曰く、 『どうにか 成る。 成る 様に 成る。』」 といって 日本の 自然主義 文学の 底の 浅 さ を 

指摘し、 そして つぎのように いっている。 

じり  . 

目 を 上げて 社会 を 見る の 時、 我目殆 んど眦 裂けん とす。 目 を 落して 静かに 社会 を 思 ふの 時、 

我が 心忸怩 として 黯然 たり。 不知、 此 社会 を 奈何。 一 念兹に 到る 毎に、 我が 耳 革命の 声 を 聞き 

我が 目 革命の 血 を 見る。 人 は 自然に 叛逆す。 我等 は 人に 叛逆 を 企つべき のみ。 自然に 背く 者 は 

真と 美に 背く 者な り。 見よ、 一羽の 鳥 だに 天空 を 翔る の 翼 あるに 非ず や。 

啄木の この 思想 は 後の 「きれぎれに 心に 浮んだ 感じと 回想」 や 「時代 閉塞の 現状」 において、 

さらに 具体的に 発展して いる。 窪 川 鶴 次郎は その 「詩人 啄木の 文学的 形成」 という 文章の なかで 

「この 釧路 での 生活 こそ 啄木の 文学的 分水嶺 をな す もので あつ た。」 とい つ ている こと は 首肯で 

きる ことで ある。 それ は 啄木が 浪漫主義 者から 現実主義者へ 転換して ゆく 岐路に たつ ていたと い 

える のであろう。  * 

しかし 啄木 は 当時 まだ 必ずしも 統 一 した 思想に 到達して いたわけ ではない。 たとえば 「卓上 一 

枝」 を 書いた あと、 すでに 釧路を 去って からの 四月 二十 二日に 大島経 男に 宛た 手紙の なかに 「一 
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切 を 無意義な りと する 怖るべき 思想、 時として 電光の 如く 私の 心 を 過ぎる 事 あり。 疲れ果て たる 

心 は、 かくて 一瞬 時の 安逸 を 貪らむ とす。 此 境に は、 責任 も ある ことなし、 義務 も ある ことなし 

又 向上 もな く、 努力 もな し、 既にして 絶対の 『孤独』 とふ 云 ふべ からざる 苦痛 面相 接して 到る。」 

とか、 また 「 一 切の 理想と いひ 希望と いふ もの、 畢竟 不確実 極まる イリ ュ I ジョ ン —— 換言 すれ 

ば 人生の 虚偽に 過ぎ ざら むと する を 覚悟いた し 居候 ふて は、」 とか、 「自暴自棄に 疲れたる 心 は、 

やがて 又 『 一 切 虚無』 の 怖ろ しき 思想に 一 瞬 安逸 を 貪らん とし、 やがて 又、 再び 孤独の 寂 莫に涙 

もな く 泣かむ とする にて 候。」 ともい つてい る。 

このように 混沌と した 心で 啄木 は、 四月 二日、 酒 田 川 丸で 釧路を 出発し、 小 樽に 立 寄って 家族 

を まとめて 凾 館に ゆき、 宫崎 郁雨に 家族 を 預け、 二十四日 夜 九 時、 ただ 一 人 三 河 丸と いう 汽船に 

乗つ て 上京の 途 についた ので ある。 

六、 最後の 上京と 思想の 転換 

い ま み た大島 経 男 宛の 四月 二十 二 日の 手紙に、 啄木 は さらに つ ぎ の ように 書い ている。 


釧路に 於け る 七十 日間の 生活 は、 殆んど 生死の 大権 を 提げて 私の 心に 威 迫 を 試み 候。 大兄よ 

私 釧路に 入りて、 生れて 初めて 酒と いふ もの を 飲み 習 ひ 候. ひぬ。 時として 日夜 旗亭に 沈酔し 

て、 また 天日の 明き を 見ず。 酔うて 帰りて むね、 党め て 社に 行き、 黙々 筆 を 走らして 編輯 を締 

切れば、 足 また 旗亭に 向 ふ。 吉井 君の 所謂 「おけお けと 頭 を 乱す もろもろの みだらの 曲 をお も 

しろと 問く」 て ふ 悲しき 事 もまた 私の 自ら 経験した る 所、 時として は、 酔 快く 発して、 白眼 世 

を視、 豪語 四囲 を 空しう し、 盃を啣 んで快 を 呼び、 絃歌 を 聞いて 天上の 楽と したる 事な きに 非 

ず。 然し 乍ら、 噫 然し 乍ら、 いかに 酔 ひ 候 ふと も、 我 を 忘る、 事な きこ そ 痛ましく は 候 ひけ 

れ。 時として は、 飲め どもく 酔 はざる 事 あり、 眼 華を盃 底に 落して、 腕 を 拱き、 俅惕 として 

独り 心臓の^ 舞 を 聞く。 云 ふべ からざる 孤独の 感、 酒と 共に 苦く 候 ひき。 

跳 子を控 へて 我 をして 乱酔す る を 許さ ざり し 一 妓の 情に、 辛くも 慰められ たる 事 あり。 又 夢 

なき 眠り を 唯一 の 望みと したる 夜 あり。 然して 遂に、 「感情の 満足な き 生活」 に は 到底 堪へ得 

ベから ざる 事 を、 極度まで 経験いた し 候 ひぬ。 (中略) 

人 は 感情の 満足 を、 若き. 女に 求め、 家庭に 求め、 趣味に 求めむ とす。 然れ ども 小生 は 遂に 天 

が 下の 浮浪 漢 なり。 之 を 若き 女に 求めむ に は 我心 老いたり。 之 を 家庭に 求めむ に は 我が 性 あま 

りに 我儘に 過ぐ。 而 して 之 を 趣味に 求めむ に は、 我が 趣味 あまりに 自発的な り。 所詮 は 之を自 
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己 自らに 求む る 外に 途な きを 悟り 候 ひぬ。 「創作的 生活」 (専念 創作) に 従 ふ 生活 はかくて 現在 

の 私の 最大なる 希望、 唯一 つの 希望に 候 ひき。 

この 手紙の 一節 は、 釧路 における 生活 を かえりみての 悲痛な 告白で ある。 かくして 啄木 は 「創 

作 的 生沾」 に 専念す るた めに、 最後の 上京 を 決意した ので ある。 

明治 四十 一 (一九 o 八) 年 四月 二十 八日 東京に 着いた 啄木 は、 翌日 本 郷菊坂 町の 赤心 館と いう 下 

宿に 金 田 一京 助 をたず ね、 この 下宿の 一室に おちつく ことにな つた。 そして 五月に 入る と 「泣く 

よりも」 と 題した 八 篇の詩 を 害き、 それから 小説 を 書き はじめた。 まず 「菊 池 君」 というの を 起稿 

ノ こ.：？.、 六 七十 枚 書いて、 あまり 長くな りそうな ので やめ、 つぎに 「病院の 窓」 九十 一枚 を 書き 

それから 「母」 rflwi」 「二 筋の 血」 と、 やつぎばやに 数篇の 小説 を 書き、 これ を 『中央 公論』 

『新 小説』 『太陽』 などの 諸 雑誌に 先輩の 紹介で 送った。 「生 田 (長江) 君に 頼んで おいた 『母』 ま 

だ 便 りなし。 森 S 外 } 先生よ り 先刻 手紙 まゐり あの 原稿 二 つ ( 「蔽^ 赠^」 ) とも 春陽 堂 

へやった が、 後藤 宙 外の 出京 次第 何とかき まるべく、 何れ 後便に と 云って まゐり 候。 十五 日 ま 

でに 決って くれ、 ば 可い と存 居候。 そしたら 先月 分の 下宿料 も 払へ るし、 少し は 余計に 原稿用紙 

も 買へ る 事と 存じ 候。 うまい 物 も 少し 食って みたく 相 成 候。」 と 六月 八日、 宫崎 郁雨へ 手紙 を か 

、—ている。 し， A- しこの 希望 はこと ごとく はずれ、 金になる もの は 1 つもなかった。 彼 は そのころ 


» 不眠症に かかり、 あけがた、 人が 起きる ころに なって やっと 眠りに ついた。 それで 二食 主義 を 実 

行し、 夜 は ランプの 石油が つきる まで 原稿 を 書きつ づけた。 そして 一力 月 ほどの 間に 三百 枚 位 も 

書いた ので ある。 

書いた 小説が 金に ならず、 そのために 下宿料 も 払えず、 函館 にいる 母 や 妻子の こと、 また 友人 

への 不義理 を 考える と、 彼 はいら だた しさ を 感じる ばかりであった。 そして 悶々 の 日 を 送って い 

るう ちに、 ある 夜に わかに 感興が わいて、 一気に 百 首 あまりの 短歌 をつ くった。 彼に とって は久 

しぶりの ことであった。 六月 二十四日の 日記に、 「昨夜 枕に ついてから 歌 を 作り 初めた が、 興が 

刻一刻に 熾ん になって 来て、 遂に 徹夜、 夜が あけて、 本 妙 寺の 墓地 を 散歩して きた。 たと へる も 

のな く 心地す がすが しい。 興 はま だ つづいて、 午前 十一 時 頃までに 作った もの、 昨夜 百 二十 首の 

余、」 と あり、 また 翌 二十 五日の 日記に も 「頭が すっかり 歌に なって いる。 何 を 見ても 何 を 聞い 

て も 皆 歌 だ。 この 日夜の 二 時までに 百 四十 一首 作った。 父母の こと を 歌 ふの 歌 約 四十 首、 泣きな 

から」 と 書いて い る。 

燈影 なき 室に 我 あり 

父と 母 

壁の なかより 杖つ きて 出づ 
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たは むれに 母 を 背負 ひて 

その あまり 軽き に 泣きて 

三 歩 あゆまず 

X 

己が 名 を ほのかに 呼びて 

涙せ し 

十四の 春に かへ る 術な し • 

^集 『1 握の 砂』 にある これらの 歌 は、 そのと きに 作られた ものである。 そして 『一握の 砂』 

はこのと きの 作 以後の もの を 集めた もので、 それ 以前の もの は 全部 ォミ ット されて い るので あ 

る。 (「握の 砂』 について は 節 を 改めて 述べる。) 

啄木 は 四十 一年 六月から、 また 短歌 をつ くり はじめ、 『明星』 の 会合 や、 森 鶴 外の 観潮楼 歌会 

などに も 出席して、 歌人と しても みとめられる ようにな つたが、 一方で はいくつ もの 小説 や 戯曲 

の 構想 をた て、 散文詩な ども 書いて いる。 小説 「札 幌」 「刑余の 叔父」 など も そのころ 書いて い 

る。 しかし 汉入は 全くな く、 生活の 苦し さはます ます 加わる ばかりであった。 家族 を 呼びよ せる 
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どころ か、 自分 一人の 生きる こと さえ おびやかされる 実状であった。 かくて 彼 は 人生に 絶望し、 

しばしば 自殺 さえ 考えた ので ある。 彼 は その 苦し さ を、 しばしば 友人への 手紙に 書いて いる。 

時として 死ぬ る こと を考 へる。 平気で、 II の 恐怖 もな く考 へる.： 日記に も 書いて あるよ。 1 

週 問 前に、 丁度 一週間 前に、 僕 は 辞世の 歌、 自殺の 方法まで 考 へた。 然し 矢張り 死ねな かつ 

た。 あんな 時、 誰か 一緒に 死なう とい ふ 見知らぬ 人 II たと へば 筑 紫の 芳 子の 様な —— が 来た 

ら、 屹度 死んだ に 違 ひない。 親！ 子！ あ、、 俺 一人なら 死ぬ 罟 はない がと 考 へる。 然し、 

実際 は 俺 一人でなら こそ 死にた くもなる のか も 知れぬ。 痛ましい 訳 だ、 かなしい 訳 だ。 

兎に角 人生 は 苦痛 だ。 神な ど 無論ない。 霊魂 もない。 あるの は 永劫 不変の 性格の みだ。 それ 

が 何よりの 苦しみ だ。 そしてお、 人間 も 遂に 動物 だ。 上等 下等の 階級 は あるが、 矢 張 動物 だ 

よ。 無い と 信ずる 「神」 とい ふ ものに、 祈って 見たい 様な 心地 さへ する。 泣かず 笑 はざる 「真 

面目」 の 苦痛！  (7 月 7 曰 岩 崎 正 宛) 

死にたい と 思 ふ考が 執念く 起る。 然し 死ぬ 方法に 着手しょう ともせぬ。 自分で それ を 怪しん 

でい る。 

母の 顔が 目に 浮ぶ と、 ただもう 涙が 流れる。 実際 流れる よ。 昨夜 は 妻が 恋しくて 恋しくて た 
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まらな か つた。 (7 月^日、 吉野白 村 宛〕 

とにかく 僕 は 遂に 死に かねた。 猛烈に 戦って 遂に 生存 慾に 敗け た。 僕 を この 怖ろ しき 思想 か 

ら 脱せし めむ と 全力 を尽 して くれた 金 田 一 君に 感謝す る。 一 昨日 下宿屋から 追放 令が 下 つ て、 

僕 は 半日 九十 三度の 炎天の 下、 知らぬ 町 を さまよったり したが、 それ も 金 田 一 君が 中に 立って 

ともかく 追放 令 だけ は 解除 さした。 蒼茫た る 宇宙の 間に 僅かの 時間 を 与 へられて 生きて ゐ るの 

が 人間 だ。 価値 もな にもあった もので ない。 人生に 定義が ないから、 真と は 何ぞ、 美と は何ぞ 

皆 不可解 だ。 芸術に も 定義な く、 従って 価値な く、 自己に も 定義な く、 価値がない。 考へ ると 

死ぬ 外 はない。 虚無 だ。 

盲動 あるの み。 これが 僕の 得た 目下の 結論 だ。 君、 遂に 盲動 あるの みだ。 真面目に 考へ ると 

死ぬ 外ない。 遂に 遂に 盲動 あるの みだ！  (7 月 お 曰、 宮崎 郁雨 宛) 

これらの 手紙に よって、 当時の 啄木の 悲痛な 心 持 を 知る ことができる。 もはや 人生に 希望 を も 

ち 得ない 虚無と 絶望、 死ぬ より ほかに 救いの ないよう な 暗澹た る 気持であった。 

森の奥より 銃声き こ ゆ 

あはれ あはれ 
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自ら 死ぬ る 音の よろし さ 

X 

「さばかり の 事に 死ぬ る や」 

「さばかり の 事に 生く る や」 

止せ 止せ 問答 . 

X 

高き より 飛びお りる ご とき 心 もて 

この 一 生 を 

終る すべ なき か 

死ぬ こと を 

持薬 をのむ がごと くに も 我 はお も へり 

心いた めば 

尋常のお どけなら む や 
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ナイ フ 持ち 死ぬ まね をす る 

その 顔 その 顔 

このような 生沾 との 悪戦お 闘の あいだに も、 ツル ゲ— ネフ ゃゴ ー リキ ー の 小説 を よんで 感動し 

^村 句集 をよ み、 杜^ や 陶淵明 や 白 楽天の 詩 をよ み、 さらに 万葉集 や 古今 集 をよ み、 源氏物語 を 

よんで いる。 そのころ の 日記に ツル ゲ— ネフの 小説 を よんで 「予は 卷を擲 つて 頭 を かき. むし つ 

た。」 と 書き、 また 「万葉集 を 読む。 あるかな きかの 才を 弄ば むと する 向 分の 歌が かなしく なつ 

た。」 と 書き、 「古今 集 を 読み 了へ た。 悪 技巧に 囚 へられた 歌が 多くて、 呀と思 ふ 様な のが 少な 

い。 よいと 思 ふの は、 大 てい 万 葉 古今の 過渡 時代の 作 だ。」 といい、 「杜甫 を 少し 読む。 字々 皆 躍 

つてる 様で 言々 皆 深味が ある。 無論 楽天な ど 同日に 論ずべき もので はない。 これに 比べる と、 白 

は 第三 流 だ。」 などと、 すぐれた 見識 を 示して いる。 

九月に なって 顿木は 金 田 一 とともに 本 郷森川 町の 高台の、 蓋 平 館と いう 下宿の 別莊 (^忙 3 

W 焼 お J は。 災) にうつつ た。 そして 彼 は 三階の 三 畳 半と いう 部屋に おさまり、 その 眺望の いいの 

に 喜んだ。 街の 屋根々々 を こえて、 富士山のう つくしい 姿 も ながめられた。 夜になる と、 しばら 

く 忘れて いた 虫の 音が、 下から 湧く ようにき こえて きた。 啄木 は 何 かしら 新しい 希望が 胸に みち 

てく るの を 党え た。 そして 同郷の 金 田 一 と、 涙 をな がしながら 故郷の 思い出 を 語り、 S. 卜 郷の歌 を 
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たくさん 作 つ た。 

ふるさとの 空 遠み かも 

山 If き 屋にひ とりの ぼり て 

愁 ひて 下る 

X 

秋 立つ は 水に かも 似る 

洗 はれて 

思 ひこと ごと 新しくなる 

X 

秋の 空廓寥 として 影 もな し 

あまりに さびし 

鳥な ど 飛べ 

あめつちに 

わが 悲しみと 月光と 
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あまね き 秋の 夜と なれり けり 

これらの 歌 は 歌集 『 一 握の 砂』 のなかの 「秋風の こころよ さに」 の 1 連の なかの ものである。 

しかし 生活の 苦し さは 少しも 変らなかった。 函 館の 家族への 送金 はもと より、 もはや インキ や 

原稿用紙 も 買えない ありさまであった。 十月 一日の 日記に 「いざ 書かう と 思 ふと、 ペンが ダメに 

なって ゐる。 原稿紙 も 少ない。 これで 折角の 思 立 も、 心が 索然と なって 水の 泡。 財布に は 五 厘 銅 

貨ニ 枚と 電車の 切符が 一枚。 」 と 書いて ある。 そしてつ ぎの 日の 十月 二日の 日記に は、 

目 を さます と 節 子と 妹からの 手紙、 老いた る 母上 は 二十 九日の 晚に函 館 を 去って、 一人、 岩 

見 沢の 姉が 許へ 行った とい ふ。 それ を 見送って 帰った の は 夜の 一時であった さうな。 残ったの 

は 妻に 妹に 京 子。 あ、 その 夜の 二人の 心！ そして 又 北海道の 秋の 夜汽車の 老いた る 母が 心！ 

妻 は 是非 東京で 奮闘して くれと 云って、 人数 も 少なくな つたこと なれば、 アト 一月 や 二月、 

郁雨 君の 厄介に なること も 少し 心の 荷が 軽くな つたと 云って きた。 予は 泣きたかった。 然し 涙 

が 出なかった！  . 

起きた が ペンがない。 平野 を 訪ねた が 留守。 一枚あった 電車 切符 を 利用して 早稲 田に 藤篠君 

を 訪ね、 歓待され た。 「血 笑 記」 と 一 円 借りて 二 時 過ぎに 帰った。 原稿紙と インキと ペン を 買 

つてき た。 
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と 記して いる。 さらに 十月 二十四日の 日記に は、 r 此朝 せつ子から 葉書、 宝 小学校の 方 十六 日付 

で 辞令が 下って、 十九 日から 出勤して ゐ ると。 三 給 上 俸と いふと、 予が 弥生に ゐた 時と： s じ 十二 

円 だ。 せつ子に こんな こと をさせる！ それ は それと して、 予は ホッと 一息つ いた。 家族 は先づ 

以て 来春まで は あまり 郁雨 君の 補助 も 仰がずに 喰 つ て ゆけ る。 そして 光子 も 来月から 何とかい ふ 

外国人の 家庭教師になる ことに 話が きま つたので、 京 子 を 守す るた めに、 月末までに 岩 見 沢へ 行 

つて ゐる母 を 呼ぶ。 」 と 書いて ある。 

十月の 末 ころ、 栗 原 古城の 世話で、 東京 毎日 新聞に 連載小説 を 書く ことにな つた。 これ は 「鳥 

影」 という 小説で、 啄木に とって は 唯 一 の長篇 である。 これが 十 一 月 一 日から 新 間に 掲載され は 

じめ て、 十一月 三十日、 一力 月 分の 稿料 三十 円 を 手に する ことができた。 この 日の 日記に r スラ 

スラと 鳥 影 (七) の 二 を かき、 それ を もって 俥で 午後 三時 毎日 社へ 行った。 そして 三十 円 II 最 

初の 原稿料、 上京 以来 初めての 収入 —— を 受取り、 編輯 長に 逢 ひ、 また 牛 込の 北 原 君 をと ひ、 か 

りた 三 円 五十 銭のう ち 一円 五十 銭 払 ひ、 快談 して 帰った。 宿へ 二十 円、 女中 共へ 二 円。」 と 書い 

てい る。 

「鳥 影」 はや はり 渋 民 村が 舞台で、 この 地方の 地主 小川 家の 長男で ある 大学生の 信 吾と、 それ 

をめ ぐる 何人 かの 女性、 信 吾の 妹静 子、 弟の 志郎、 この 兄弟の 若い 叔父 昌作、 また 小川 家 当主の 
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信 之、 その 妻の 芸者 上りのお 柳、 昌 作の 友人の 洋画家 士！： 野 ("r ま J 。ら) • その 恋人の 小学校 

教員 日向 智恵子 。を) など、 その他 登場人物が 多数あって、 それらの 人物が、 複雑な 関 

係の なかで、 それぞれ 巧みに 描かれて いて、 作家 啄木の 手腕 をみ せて いる 小説で ある。 

窪 川 鶴次郎 はこの 小説に ついて、 「作者が 人生に 対してき わめて 積極的で ある こと、 作品の 世界が 社会 

的に 広く 開かれた 視野に 立ち、 卑近な 日常生活 ゃ些末 性が 少しもな いこと、 テ ー マが 力強く 明睑 である こ 

と、 作 中 人物の 性格が 人間関係 に対する 作者 の 尽き ぬ 関心 と相俟 つて タイプと して あざやかに とらえられ 

ている こと、 これらの 点に おいて 啄木の 特色 を もっとも 成功 的に 鋭く 発揮した 代表作で ある。」 と 高く 評 

価して い る。 

啄木 は 毎日 「鳥 影」 の 執筆 をつ づけながら、 一方で さかんに 小説 を よんで いる。 十一月 三日に 

藤 村の 「春」 を よんで 「小説の 上の 一切の 旧き 技巧 を 捨てて、 新 意 ある 描写に 努力した 作者の 熱 

心 は、 予を 驚かしめ た。」 と 書き、 五日に は 秋声の 「多数 者」、 虚 子の 「鶏頭」 を よんで いる。 こ 

うして 自然主義の 作品に 親しみながら、 十三 日の 日記で 「何の 事 はなく、 予は 近頃 吉井 (勇— 渡 辺 

註) が 憐れで ならぬ。 それ は吉井 現在の 欠点 —— 何の 思想 も 確信 もな く、 漫然たる 自惚と 空想と 

だけあって、 そして 時々 現実 暴露の 痛手が 疼く —— それ を 自分自身に 偽らう として、 所謂 口先の 

思想 を 出 露 目に 言 つて 快 を とる —— そ れが 嘗て 自分 にも あつ た か らでも あるか も 知れぬ 。」 と 書 


^ いている こと は、 (これより 少し 前に 北 原 白 秋に ついて 「北 原 君な ど は、 朝から 晩まで 詩に 耽つ 

ている 人 だ。 故郷から 来る 金で、 家 を 借りて 婆や を 雇って、 勝手 気 ま、 に 専心 詩に 耽って ゐる男 

だ。 詩 以外の 何事 を も、 見 も 聞き もしない 人 だ。 乃ち 詩が 彼の 生活 だ。」 と 書いて いる。 ：>  彼の 思 

想、 文学 観が、 着実に 変化しつつ ある こと を 示して いる。 すなわち ロマンチストから リアリスト 

への 脱皮で ある。 

この 月 二十 二日から 小説 「赤痢」 を 書き はじめ、 これが 翌年 一月の 「昂」 創刊号に のった。 こ 

の 小説 は 「病院の 窓」 「天鵞絨」 などと 共に 彼の 代表的な 小説の 一 つで ある。 「赤痢」 も 渋 民ら し 

い 東北 農村の 貧しく 暗い 二 断面 を 印象的に 描いた もので、 天理教 布 教師 をめ ぐる、 無智で 迷信 深 

い 農民の 男女が 生々 と リアルに 描かれて いる。 

明治 四十 二  (一  九 o 九) 年、 啄木 二十 四 歳の 春 を 迎えた。 この 前年の 十 一 月に 雑誌 『明星』 が 廃刊 

になり、 その後 継 誌と しての 『ス バル』 がー 月 創刊され た。 吉井 勇、 平野 万里、 木 下 杏太郎 (太 

田 正 雄)、 平出修 などが 中心で、 啄木 も 編集 メンバ ー の 一人に 加わった。 この 第二 号 を 啄木が 編集 

し、 そして 短歌 を 全部 六 号 活字で 組んだ。 「歌 を 六 号に したの は、 単に 枚数の 如何に 不拘 ああ や 

る 積り だった。 上田 敏 さんと 太 田 君、 平 出 君が これ を 賛成した。 (外の 人に はだ まって おった)、 

これ は 僕の 文芸 上の 主張が、 歌の 様な 遊戯 分子の 多い もの を 排撃す る 結果 だ。」 と宮崎 郁雨への 
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手紙に 書いて いる 通り、 彼 は 短歌 を 文学と して あまり 重く みていなかった こと を 示して いる。 こ 

のお 持 はず つと あとまで つづいて いて、 「歌 は 悲しい 玩具で ある」 とい う 言葉 にもつな がって い 

vC ので ある。 

『ス バル』 第二 号に 啄木 は 小説 「足跡」 を 発表した。 これ は 自伝 的な 小説で、 渋 民の 代用 教 

員から 書き 起し、 かなりの 長篇 になる 予定で 筆 をす すめ、 その 第一 回 を 発表した ものであった。 

ところが その 翌月の 雑誌 『早稲 田 文学』 で、 「誇大妄想狂 式の 主人公 を 書く の は 好い、 作者まで 

一 渚に なって はた まらない。」 という 批評が 出た ので、 出鼻 を くじかれた 啄木 は、 あと をつ づけ 

る 勇気 をう しなって しまった。 こうして 小説で は 到底 食えない と 悟った 啄木 は、 いろいろ 考えな 

やんだ あげく、 東京 朝日 新聞の 編集長 をして いた 同郷の 佐 藤 真 一 (北 江) という 人に、 「生活の た 

めに 月 三十 円 必要な の だが、 それで 使って いただけません か」 という 手紙に 履歴書 を 添えて 送つ 

た。 そしたら 「とにかく 会って みょう」 という 返事が あつたので、 二月 七日の 午後 出かけて いつ 

た。 その： n の 日記に 「約の 如く 朝日 新聞社に 佐 藤氏 をと ひ、 初対面、 中背の、 色の 白い、 肥った 

ビ ー ル 色の 髯を はやした 武骨な 人だった。 三分 許りで、 三十 円で 使っても らう 約束、 そのつ もり 

で 一 つ 運動して みると いふ 確言 をえ て 夕方 二 コ 二 コし 乍ら かへ る。 此方 さへ きまれば 生活の 心配 

は 大分なくなる の だ。」 と 書いて いる。 


加 . この 朝日 新聞社の 就職が きまつ， て、 三月  一 n から 出勤す る ことにな つた。 仕事 は 校正係で、 & 

勤 料 を 入れて 三十 円 ほどになる ので あ つ た。 これで どうやら 生活の 安定が えられ そうにな つ たの 

で、 啄木 はまた 元気 を とりもどした。 三月 三： n、 宮崎 郁雨への 手紙に 「八 ヶ月 か、 つて ォクレ 

を 取 返した 僕 は、 この 二 ヶ月の 間、 思想 的に 武装して 過した。 そして 今 こそ 一個人と しても、 作 

家と しても 立派な 自信 を 得た。 君、 これから だ。 これから こそ 始めて 僕 はすべ てと 戦 ふ 勇気と 自 

信が ある。 かうな つたの も 君のお かげ だ。 多謝す る。 僕 は 今 始めて 僕の 思想 を 統一 し、 ァ ラュル 

物に 対して 直視す る ことが 出来る 様になった。」 と 書いて いる。 また ：！ 六日、 森 鵜 外に 宛てつ ぎ 

のよう な 手紙 を 送 つてい る。 

此度 「東京 朝日」 に 長く 編輯 長 を 勤め 居候 同県 出の 佐 藤と 申す 人の 世話に て 去る 一 日より 月 

給 二十 五 円、 夜勤 手当 一夜 一円との 事に て！ 1 社に て 使って 貰 ふ 事と 相 成、 当分 校正の 役 を ふり 

あてられ 異様なる 新しき 気持 を 持て 毎日 出勤 罷在 候。 これにて まづく 最低 程度の 生活の 基礎 

出来 候 訳 なれば 旅費 その他の 苦 面の つき 次第 函 館なる 家族 を 呼び寄せ 東京 に 永住の 方針 をと り 

たくと 存じ 目下 は 愈々 その 事に のみ 焦慮 仕 居候。 社より 解雇 さるる 時 ありと すれば、 別問題に 

候へ ども、 出来る ことならば 小生 は 一 生 朝日 社に 奉公しても 宜 敷と、 否、 致 度と 存 居候。 (中略〕 

かくて、 現在に 於て、 小生 は 何 かしらう ちに 頼む ところ 出来 候 様に て、 前 申 上 候 生活の 決心の 
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みならず、 私 交 上の こと、 創作 上の こと、 男女の 問題の こと …… すべてに 或る 決心が 出来た 様 

な 気が いたし 候。 長く 失 ひ 居候 ひし 自信が、 その 一部分 か、 或は 幻影の 如き もの かも 知れず 候 

へど も、 再び 小生に 帰り 来り 候 様に て、 うれしく 存 居候。 

このように、 啄木が 朝： n 新 間 社に 勤める ことにな つて、 生活の 基礎 もどう やらで きたと いう こ 

と をき いて、 函館 にいる 母 や 妻から、 早く 東京に 出たい といって くるし、 郁雨から も 手紙が き 

た。 それにた いして 啄木 は、 つぎの ような 苦しい 言い わけの 手紙 を 書いて いる。 

何とい つてよ いか 解らぬ。 皆が 死んでくれ るか、 僕が 死ぬ か、 二つに 一 つの 様な 気がする U 

母の いふ 事、 妻の いふ 事、 君の いって くれる 事、 皆 無理 は 少しもな いと 知ってい るので 苦し 

い。 悲しい。 ヒ ヨットす ると、 (例へば 母で も 突然 やってくれば) 僕が 短気 を 起して どんな 事 

をす るか 知れぬ 様に 君 も 妻 も 思って くれる が、 僕 は 悲しい。 今迄 も 僕 はよ くそん な 事 を 云った 

り、 したりして 家族 をお どした。 おどした の だ。 母な どのい ふ 事に 少しも 無理 はない と 思 ふけ 

れど、 三 畳 半に ゐる 所へ 来られた りして はどうす る こと も 出来ない から、 さう してお どして お 

くより 外 はない の だ。 僕 だ つ て 何んで そんな 事したい もの か。 

先月 末に 呼ぶ 様に 云って やった の もゥソ でない の だ。 ところが 「鳥 影」 は 大学 館に も 遂に 売 

れ なかった。 察して くれ。 それから 家 を 持つ だけの 金 を 貸して くれる 喾 だった 北镊 は、 「邪宗 


m 門」 の 方が 意外に 金が か、 つたので、 矢 張 駄目だった。 

今迄の 滞りで 下宿 3" が イデ メル。 先月 は 入社 早々 前借して 入れた。 今月 も あまり イデ メられ 

るので、 モウ 十五 円 だけ 前借して 入れた。 そして 僕 は 毎日の 電車 貸 を 工夫して 社に 通って いる 

とい ふ 有様 だ。 が、 二十 五 円と いふ 基本 さへ あれば、 家族が 来ても どうにか 暮 せる。 ただ、 家 

を 持つ 金、 旅費、 それから 下宿屋に 納得させる 金、 それだけが 問題 だ。 それさえ あれば 僕 はこ 

んな —— 実情 はこの 通り、. 何の 秘密 もない。 ただ 苦しい。 花 は 咲いた が、 僕に はなん のこと わ 

りなし に 散 つてし ま つた。 

とにかく 基本 だけ はでき たの だから、 モ 少し 待つ 様に 母に 云って くれ 玉へ、 頼む。 何とかい 

たら 可い か 解らぬ ので 手紙 もやらずに ゐた。 何日の 間、 やらう くと 忍 ひっつ、 手紙 を かくの 

がお そろし さに、 そのまま にして 置いた。 一円 ある。 別封、 どうか 母へ やってくれ 玉へ。 

(4 月^日、 宮崎 郁雨 宛 書簡) 

この 手紙 以来、 彼の 書簡集に は 誰への 手紙 もな く、 六月 二日に なって、 橘智恵 子へ ハガキ (し 

かも 四月 七日に 来た 退院の 返事〕 を 出して いる だけで ある。 彼のよう に、 精力 的に たくさん 手紙 

を 書いた ものが、 一力 月 半 ほどの 閊、 手紙 を 書いて いない。 そして 彼の 日記 は、 四月に 入って か 

らロ ー マ 字に なって いる。 そして 四月 七日の 日記に 「『春が 来た。 四月に なった。 春！ 春！ 
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花 も 咲く！ 東京へ 来ても う 一 年 だ ー …… が 予は予 のま だ 家族 を 呼びよ せて 養う 準備が 出来ぬ！』 

近頃、 日に 何回と なく、 予の 心の中 を あちらへ 行き、 こちらへ 行きして る 問題 はこれ だ  。 そ 

ん なら 何故 この 日記 を 口 ー マ 字で 書く ことにし たか？ 何故 だ？ 予は妻 を 愛して る。 愛して る 

からこ そこの 日記 を 読ませた くないの だ。 —— 然し これ はう そだ！ 愛して るの も 事実、 読ませ 

たくな いのも 事実 だが、 この 二つ は 必ずしも 関係して いない。 そんなら 予は 弱者 か？ 否、 つま 

りこれ は 夫婦関係と いふ 間違った 制度が あるた めに 起る の だ。 夫婦！ 何と 云ふバ 力な 制度 だら 

う！ 悲しい こと だ！」 と 書いて いる。 

この 口  I マ 字の 日記 をよ むと、 この 期間 (四月 I 五月) に、 彼が いかに 煩悶と 苦悩 をつ づけて い 

たかが わかる。 そしてい つか 浅 草 十二 階下の 淫売 窟ゃ吉 原の 遊廓へ 足 を 運んだ。 小説 を 書こうと. 

して ペン を 持って みるが 一行 も 書け ず、 社に 出る の もい やにな つて、 本 を 売ったり、 着物 を 質に 

入れたり して、 足 はまたい つか 浅 草に 向う ので ある。 「いくらかの 金の ある 時、 予は 何のた めろ 

うこと なく、 かの みだらな 声に 満ちた、 狭い きたない 町に 行った。 予は 去年の 秋から 今迄に、 凡 

そ 十三、 四 回 も 行った。 そして 十 人ば かりの 淫売 婦を 買った。 ミツ、 マサ、 キヨ、 ミネ、 ツユ、 

ハナ、 アキ …… 名 を 忘れた の も ある。 予の 求めた の は 暖かい、 柔 かい、 真白な からだ だ。 からだ 

も 心 もとろ ける ような 楽しみ だ。」 しかし これらから は 「からだ も、 ひもとろ ける ような. たのしみ 
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は 薬に したく もない。 強き 剌激を 求める イラ イラした 心 は、 その 刺激 を 受けつつ あるとき でも 予 

の 心 を 去らな か つた。」 という 焦躁の 毎日が つづいて いる。 

この 日記に はまた つ ぎ の ような 悲痛な 言葉が 書かれて い る。 「あ >  ！ 安心  何の 不安 もな 

いと 云う 心 持 は、 どんな 味の する ものだった ろう！ 永い こと —— 物心つ いて 以来、 予は そお を 

忘れて きた。」 「何も 知らずに、 農夫の 様に 生きたい。 予は あまり 賢 こすぎた。 発狂す る 人が 羨し 

、。一 「予ま 今 疲れて いる。 そして 安心 を 求めて いる。 その 安心と は どんな もの か？ どこに ある. 

のか？ 苦 ー甬を 知らぬ 昔の 白い 心に は 百年た つても 帰る ことができぬ。 安心 は どこに ある？」 

(以上 4 月 S 曰) 「現在の 夫婦 制度 II 総ての 社会制度 は 間違いだら けだ。 予は 何故 親 や 妻 や 子の 

ために 束縛され ねばなら ぬか？ 親 や 妻 や 子 は 何故 予の 犠牲に ならねば ならぬ か？ 然し それ 

は、 予が親 や 節 子 や 京 子 を 愛して いる 事実と は 自ら 別問題 だ。」 (4 月 は 曰) 「予は その 部屋の 電灯 

を 肖した。 そして 戸袋の 中の ナイ フを 振り上げて 立 つていた  予は 自殺と いう こと は 決して 

こわい ことで ない と 思った。」 (4 月^日) 「いっそ 田舎の 新聞へ でも 行こう か？ 然し 行った とて 

矢張り 家族 を 呼ぶ 金 は 容易に 出来そう もない。 そんなら 予の 第一の 問題 は 家族の ことか？ とに 

かく 問題 は 一 つ だ。 如何にして 生活の 責任の 重さ を 感じない ようにな ろうか。  これ だ。」 (同 

クョ ) 「妹よ！ 妹よ！ 我等の 一家が うち 揃って、 たのしく 渋 民の 昔話 をす る 日が 果して ある 
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. たろう か。」 (同^ 日) 「あ、 …… 今朝 ほど 予の 心に 死と 云う 問題が 直接に 迫った ことが な 力った 

今日 社に 行こう か 行くまい か …… いやいや、 それよりも 先ず、 死のう か 死ぬまい か？」 r 予は今 

予 の、，、， - に 何の 自信な く、 何の 目的 もな く、 朝から 晩まで 動揺と 不安に 追い立てられら れ ている こ 

と 知っている。 何のき まった 所がない。 この 先 どうなる のか？」 このような 口 ー マ 字の 日記 は、 

六月 十六 日 「まだ 日の 昇らぬ うちに 予 と金 田 1 君と 岩 本と 三人 は 上野の ステ ー ショ ンの プラット 

ホ —ム にあった。 汽車 は 一時間お くれて 着いた。 友、 母、 妻、 子 …； 車で 新ら しい 家に 着いた"」 

というと ころで 終って いる。 この 新しい 家と いうの は、 本 郷弓町 二 丁目 十八番 地の 喜 之 床と いう 

理髪 屋の 二階の 二 間で、 金 田 一京 助の 保証で 下宿屋の 借金 は 月賦で かえす ことで 話が ついて、 家 

族 を 迎える ために 借りた ので ある。 

上記の 口，' マ 字 日記の 四月 十日のと ころに 彼の 文学 思想の 上で 注目すべき ところが ある。 そォ 

よ つぎの ような ものである。 

斤| 頃の 短篇 小説が 一種の 新ら しい 写生文に 過ぎ^よ うな ものと なって しまったの は、 否、 我 

々が 読んでも そうとし か 思わ なくなって 来た 11 つまり 不満足に 思う の は、 人生観と して 自然 

主義 哲学の 権威が 段々 となくな つ たこと を 示す もの だ。 

時代の 推し 移り だ！ 自然主義 は 初め 我等の 最も 熱心に 求めた 哲学で あ つ たこと は 争われな 
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い。 が、 いつしか 我等 は その 理論 上の 矛盾 を 見出した。 そして、 その 矛盾 を 突つ 越して、 我等 

の 進んだ 時、 我等の 手に ある 剣で はなくな つていた。 —— 少 くと も予 一 人 は、 最早 傍観 的 態度 

なる ものに 満足す る ことが 出来 なくなって 来た。 作家の 人生に 対する 態度 は、 傍観で はいけ 

ぬ。 作家 は 批評家で なければ ならぬ。 でなければ、 人生の 企画 者で なければ ならぬ。 又 …… 

予の 到達した 積極的 自然主義 は 即ち 又 新 理想主義 である。 理想と いう 言葉 を 我等 は 永い 間 侮 

辱して 来た。 実際 又 嘗て 我等の 抱いて いたよう な 理想 は、 我等の 発見した 如}^ れな 空想に 

過ぎなかった。 「ライ フ • イリ ュ I ジョ ン」 に 過ぎな か つ た。 然し、 我等 は 生きて いる。 又、 

生きねば ならぬ。 あらゆる もの を 破壊し つくして 新たに 我等の 手ず から 樹て たこの 理想 は、 最 

早 憐れな 空想で はない。  . 

これ はかって 釧路で 書いた 「卓上 一枝」 のなかで、 「吾人 は 自然 派の 小説 を 読む 毎に、 一種の 

不安 を 禁ずる 能 はず。 此 不安 は 乃ち 現実 暴露の 悲哀な り。」 と い い、 そして 「どうにか 成る。」 

「成る 様に 成る」 という 結論に 不安 を もっていた 啄木が、 この 日記で はもつ と 明確に それ を 人生 

にたいする 傍観 的 態度と して 批判し、 「作家 は 批評家でなくて はならぬ。」 といい、 そして 「積極 

的 自然 義主は 即ち 新 理想主義で ある。」 といって いる。 これ は 後に 書いて いる 「きれぎれに 心に 

浮んだ 感じと 回想」 や 「時代 閉塞の 現状」 で 到達して いる 思想が、 すでに ここで 形づくられ てい 
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たこと を 示す ものである。 

この nl マ 字 日記 を 書いた 少し 前の 一 月 十二 日の 日記に、 上田 敏を 訪ねて 話しあった こと を 書 

き、 そして 「氏 は 自然主義と 社会主義との 関係、 —— から、 日本に 起って 来た、 或は 起りつつ あ 

る デモクラット 的 思想に ついて おもしろい 観察 を 下して いた。 そして 今の 小説  自然 派の 小説 

は、 今の ままで 進めば 勢 ひ 社会、 道徳 等の 問題に 触れた、 所謂 傾向 文学と なると 言った。」 と 書 

いている。 この 上田 敏の 「おもしろい 観察」 について 彼 自身の 意見 はこ こで は 述べられ ていない 

が、 彼 は 上田 敏の 観察 を 肯定的に きいて きた こと は 疑いえない。 そして ここから やがて 彼 自身の 

意見と して、 「最早 傍観 的 態度なる ものに 満足で き なくなった。」 とい わしめ ている ので ある。 

この 年 十一月に なって、 彼の 文学 思想の 上に 重要な 意義 を もつ 論文が 書かれて いる。 それ は 

「きふべき 詩」 と 「きれぎれに 心に 浮んだ 感じと 回想」 である。 「きれぎれに 心に 浮んだ」 の 方 

は 四十 二 年 十二月 号の 『ス バル』 に 掲載され たもの だし、 「食 ふべき 詩」 の 方 は 十一月 三十日 か 

ら 十二月 七日まで 東京 毎日 新聞に 「弓 町 だより」 として 連載した もので、 ほとんど 同時に 発表 さ 

れ たもので ある。 しかし 内容から みると、 「きれぎれに 心に 浮んだ」 の 方が、 「食 ふべき 詩」 よ 

り も 一 歩 前進した ものと みて よいと 思う。 

この 「食 ふべき 詩」 という 文章 は、 啄木 自身の これまでの 詩にたい する 考え方、 つまり 空想的 
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で ロマン チ ックな 傾向の 詩にたい する きびしい 批判と、 今後の 詩 はいかに あるべ きか を 主張した 

もので、 その 主張 は、 明らかに 自然主義の 立場に たった ものである。 この 文章で 彼 は 「以前 私 も 

詩 を 作って ゐた 事が ある。 十七 八の 頃から 二三 年の 間で ある。 其 頃 私に は 詩の 外に 何物 もなかつ 

た。 朝から 晩まで 何とも 知れぬ ものに あ^がれて ゐる心 持 は、 唯 詩 を 作る とい ふ 事に よって 幾分 

発表の 路を 得て ゐた。 さう して 其 心 持の 外に 何も もって ゐ なかった。 —— 其 頃の 詩と いふ もの は 

唯 も 知る ように、 空想と 幼稚な 音楽と、 それから 微弱な 宗教 的 要素 (乃至 は それに 類した 要素) 

の 外に は、 因襲 的な 感情の あるば かりであった。」 と 過去 を 回想し、 そして 「詩 を 書いて ゐた時 

分に 対する 回想 は、 未練から 哀傷と なり、 哀傷から 自嘲と なった。 人の 詩 を 読む 興味 も 全く 失 は 

れ た。」 と 告白して いる。 こうして 浪漫主義から 脱出し、 新しい 文学 潮流と して 勃興しつつ あつ 

た 自然主義 に 接近して ゆく 過程 を つぎのように 書いて いる。 

思想と 文学との 両分 野に 跨 つ て 起 つ た 著名な 新しい 運動の 声 は、 食 を 求めて 北 へ 北へ 走って 

行く 私の 耳に も 響かずに はゐ なかった。 空想 文学に 対する 倦厭の 情と、 実生活から 得た 多少の 

経験と は、 やがて 私に も 其の 新しい 運動の 精神 を享 入れる 事 を 得しめ た。 遠くから 眺めて ゐる 

と、 自分の 脱出して 来た 家に 火事が 起って、 見る見る 燃え上が るの を、 暗い 山の 上から 瞰 下す 

やうな 心 持であった。 今 思 つ て も その 心 持が 忘れられない。 
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そのころ 「卓上 一枝」 などが 書かれて いたのであろう。 啄木 は 早くから 実生活 上の 苦労 を 経験 

し、 それに加えて、 新聞記者 生活から えた 社会、 政治な どに ついての 知識から、 彼の 考え かたが 

現実的に ならざる をえなかった ので ある。 『明星』 や 『ス バル』 派の 空想的な 詩人 や 歌人に 「倦 

厭の 情」 を もつ ようになり、 現実 を 直視 するとい う 精神 を もって、 詩の 問題 を 考える ようになつ 

たので ある。 

さう して 現在の 心 持 は、 新しい 詩の 真の 精神 を、 始めて 私に 味 はせ た。 「食 ふべき 詩」 と は、 

電車の 車内 広告で よく 見た 「食 ふべき ビ ー ル」 とい ふ 言葉から 思 ひついて 仮に 名 づけた ままで 

ある。 

謂 ふ 心 は、 両足 を 地面に 喰つ 付けて ゐて歌 ふ 詩と いふ 事で ある。 実 人生と 何等の 間隔な き 心 

持 を 以て 歌 ふ 詩と いふ 事で ある。 珍味 乃至 御馳走で はなく、 我々 の 日常の 香の物の 如く、 然く 

我々 に 「必要」 な 詩と いふ 事で ある。 —— 斯うい ふ 事 は 詩 を 既定の ある 地位から 引下す 事で あ 

るか も 知れない が、 私から 云へば、 我々 の 生活に あっても 無くても 何の 増減 もなかった 詩 を、 

必要な 物の 一 つに する 所以で ある。 詩の 存在の 理由 を 肯定す る 唯一 の途 である。 

啄木 はこ こで、 従来の 単に 装飾的な、 また 遊戯的な 意味し かもたなかった 詩 を、 現実の 生活に 

「必要」 な 詩に しなければ ならぬ と 主張して いる。 つまり 詩 を 現実 生活に むすびつける ことで あ 
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る。 そして 彼 は、 詩人と はいかなる もので なければ ならぬ かにつ いて、 「詩人た る 資格 は 三つ あ 

る。 詩人 は 先づ第 1 に 『人』 でなければ ならぬ。 第二に 『人』 でなければ ならぬ。 第三に 『人』 

でなければ ならぬ。 さう して 実に 普通の 人の もつ てゐる 凡ての 物 を もつ てゐ ると ころの 人で なけ 

れ ばなら ぬ」 といって いる。 啄木 は、 いわゆる 詩人と いう 特別の 存在 を 否定す る。 詩人と は 何 か 

特別に 尊い もの、 普通人の もたない 神経 や 感覚 を もっていて、 それ を 誇張して 詩人の 存在 を 特殊 

あっかいに する ことに 反対して いる。 そして 詩人と いえ ども、 健全な 常識 を もった、 あくまで 普 

通の 人間で あるべき だとい つてい る。 

言 ひ 方が 大分 混乱した が、 一括 すれば、 今迄の 詩人の やうに、 直接 詩と 関係の ない 事物に 対 

して は、 興味 も 熱心 も 希望 ももって ゐ ない —— 餓ゑ たる 犬の 食 を 求む る 如くに、 唯々 詩 を 求め 

探して ゐる 詩人 は 極力 排斥すべき である。 意志薄弱なる 空想家、 自己 及び 自己の 生活 を 厳粛な 

る迎 性の 判断から 回避して ゐる 卑怯者、 劣敗 者の 心 を 筆に し 口にして 僅かに 慰めて ゐる 臆病 

者、 暇の ある 時に 玩具 を 弄ぶ やうな 心 を もって 詩 を 書き 且つ 読む 所謂 愛 詩 家、 及び 自己の 神経 

組織の 不健全な 事 を 心に 誇る 偽 患者、 乃至 は 其 等の 模倣者 等す ベて 詩の ために 詩 を 書く 種類の 

詩人 は 極力 排斥すべき である。 (中略) 

即ち 真の 詩人と は、 自己 を 改善し、 自己の 哲学 を 実行 せんとす るに 政治家の 如き 勇気 を 有し 
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自己の 生活 を 統一 する に 実業家の 如き 熱心 を 有し、 さう して 常に 科学者の 如き 明敏なる ^ 断と 

野蛮人の 如き 率直なる 態度 を もって、 自己の 心に 起り 来る 時々 刻々 の 変化 を、 飾らず 偽らず、 

極めて 平気に 正直に 記載し 報告す ると ころの 人で なければ ならぬ。 (中略) 一切の 文芸 は、 他の 

一切の ものと 同じく、 ある 意味に おいて 自己 及び 自己の 生活の 手段で あり方 法で ある。 詩 を 尊 

貴な ものと する の は 一 種の 偶像崇拝 である。 (中略) 我々 の 要求す る 詩 は、 現在の 日本に 生活し、 

現在の 日本語 を 用 ひ、 現在の 日本 を 了解して ゐる ところの、 日本人に 依って 歌 はれた 詩で なけ 

れ ばなら ぬと い ふ 事で ある。 

自然主義 文学の 主張の 一 つ は、 すべて 既成の 権威と 偶像 を 破壊し、 平凡な 生活 を 赤裸々 に 描く 

という ことであった。 そして そこから、 芸術の ための 芸術 (芸術至上主義) という 考えから、 人生 

のた めの 芸術と いう 考え かたに 変って きた。 啄木の 「食 ふべき 詩」 もこの ような 主張のう えに た 

つてい る。 そのころ の 詩壇 は、 r ス バル」 など を 中心に して いわゆる 象徴主義の 詩が 流行して い 

た。 また いわゆる デカダンの 詩 も 流行して いた。 それら は 現実の 生活と は 何の かかわり もない も 

ので、 啄木の いう 「自己の 神経組織の 不健全 を 心に 誇る 偽 患者」 の 詩であった。 「食 ふべき 詩」 

は そのような 詩にたい する きびしい 批判で あり、 攻撃で あ つたので ある。 

啄木 はこの 文章 を 書いた ころから 彼 自身の 詩 も 変って きている こと は、 前に あげた 「心の 姿の 


S 研究」 一連の 詩で 明らかで ある。 それ は 全く 自然主義 的な 詩で ある。 ところで 一 きれぎれに 心に 

浮んだ 感じと 回想」 では、 当時の 日本の 自然主義に たいして するどい 批判の 目 をむ けて いるので 

ある。 すなわち 

長 谷川 天溪氏 は、 嘗て その 自然主義の 立場から 「国家」 とい ふ 問題 を 取扱った 時 .1 一見 無 

雑作に 見える 苦しい 胡 魔 化し を 試みた。 (と 私 は 信ずる。，) 謂 ふが 如く、 自然主義者 は 何の 理想 

も 解央も 要求せ ず、 在る が 儘 を 在る が 儘に 見る が 故に、 秋 毫も 国家の 存在と 抵触す る 事がない 

のなら ば、 其 所謂 旧道. 徳の 虚偽に 対して 戦った 勇敢な 戦 も、 遂に 同じ 理由から 名の 無い 戦に な 

り はしない か。 従来 及び 現在の 世界 を 観察す るに 当って、 道徳の 性質 及び 発達 を 国家と いふ 組 

織から 分離して 考 へる 事 は、 極めて 明白な 誤謬で ある。 I. 寧ろ、 日本人に 最も 特有なる 审法 

である。 

田 山 (花 袋) 氏 も 亦 嘗て 「自然主義 を 単に 文学 上の 問題と して 考 へて 見たい。」 とい ふ 意味 

のこと を 何 かで 述べられた。 氏の 立場に すれば 諒 とすべき 言葉で あるが、 一方から 見れば、 其 

処に 「或 物」 を 回避した 態度がない と は 云へ ない。 (中略) 

普通 「人」 は 実行し 且つ 観照しつつ ある ものであるが、 氏に は 余りに 其 観照 — 隔 一線の 態 

変が 多^ぎ はしまい か。 私 は 田 山 氏と 人生との 間に、 常に 一定の 距離が 保 たれて ゐる やうな 感 
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じ を 不満に 思 ふ。 田 山 氏 は 文学 を 人生に 近づかし めた。 さう して 遠ざから しめた。 (中略〕 

国家！ 国家！ 

国家と いふ 問題 は、 今の 一部の 人達の 考 へて ゐる やうに、 そんなに 軽い 問題で あらう か？ 

(啻に 国家と い ふ 問題ば かりで はない。〕 昨日 迄 私 も その 人達と 同じ やうな 考へ方 をして ゐたリ 

今 私に とって は、 国家に ついて 考 へる こと は、 同時に 「日本に 居るべき か、 去るべき か」 と 

い ふ 事に な つて 来た。 

凡ての 人 はもつ と 突 込んで 考 へなければ ならぬ。 今日 国家に 服従して ゐる人 は、 其 服従して 

ゐる 理由に ついても つと 突 込まなければ ならぬ。 又 従来の 国家 思想^: 不満足な 人 も、 其 不満足 

な 理由に ついて、 もっと 突 込まなければ ならぬ。 

啄木 はこの 文章で、 文学と 政治の 問題、 思想と 実行 (理論と 実践) の 問題 を、 それ は 統一 して 

考えるべき だと 主張して いるので ある。 そして 当時の 自然主義 文学が、 人生 を 観照す る、 傍観す 

る だけで、 人生 をい かに 生きる かとい ふ 実行の 問題と きりはなして 考えて いる 態度 を 「日本人に 

最も 特有なる 卑怯」 として 批判して いるので ある。 現実 を ありの ま、 に 描く という 自然主義が、 

「現実 暴露の 悲哀」 に 直面し、 そしてけ つきよく は 「なる ようになる」 という 虚無的な ところに 

落ち こんでい つた 不徹底 さ を、 彼 は 不満と したので ある。 ここから 彼 は 国家と いう I! 題 を^え ざ 
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では 啄木 は 「国家」 という 問題 を、 なせ このように 重大に、 痛切な 問題と して 考えざる をえ な 

か つたので あろう か？ 

前に もい つたよう に、 日露戦争 のとき 起った 反戦運動 は、 そのの ち 社会主義 運動と して 発展し 

てい つた。 労働者の 運動 や、 思想 団体の 活動 も沾潑 にな つた。 三十 九 年 一月 「日本 社会党」 が 結 

成され、 三月 堺利彥 によって 『社会主義 研究』 という 雑誌 も 出た。 翌 四十 年 三月、 足 尾 銅山に ス 

トライ キ があって、 それが 暴動 化して 軍隊が 出動した。 このと き 西 川 光二郎が 投獄され た。 四月 

『平民 新聞』 が 発行 禁止と なり、 「日本 社会党」 も 解散 を 命ぜられた。 北海道 幌内 炭坑、 別 子 銅 

山な どに も ストライキが 起り、 これ も 軍隊が 出て 鎮圧した。 十二月 片山 潜が 「平民 協会」 を 組織 

したが、 これ も 禁止され た。 四十 一年 六月に は 有名な 赤旗 事件が 起り、 堺 利彥、 荒 畑 寒村、 大杉 

栄 などが 投獄され た。 この ころから 言論、 出版、 集会な どの 自由が 極端に 弾圧され るよう になつ 

た。 そして これらの 弾圧 は、 すべて 国家の 秩序 を まもると いう 名で 行われた。 

日本の 国家、 それ は 封建的 絶対 専制の 権力であった。 日本の 明治維新 は、 民主主義 革命と して 

はなはだ 不徹底に しか 行われなかった。 それ は 天皇制 絶対権力の もとでの 民主主義であった。 そ 

して 国家の 名に よ 〔て、 人民に 真の 自由が なく、 半奴隸 的な 服従 を 強制され てきた。 従って また 
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大多数の はたらく 人民の 生活 は、 ひどい 窮乏の なかに あり、 新しい 文化の 花 を 咲かす 地盤と して 

あまりに も 貧弱であった。 そのこと から 当然に、 自然主義 文学と いわれる ものの 根 も 弱く、 现夷 

の 追求と いいなが も、 それ は 単なる 愛慾 生活の 告白 や、 じめじめした 生活 愚痴に 終って いた。 そ 

こに は 人間の 社会的 生活の 問題 や、 個人 を 不幸に したり、 みじめに したりし ている 根本の 社会的 

条件の 追求が、 まるで かえりみられなかった。 そんな こと は 文学に 関係の ない 問題と して、 避け 

て 通った のであった。 啄木 は それ を 「卑怯」 といった。 啄木 は、 あらゆる 意味で 個人の 生活 を 支 

配して いる 国家の 問題 を 「凡ての 人 はもつ と 突 込んで 者へ なければ ならぬ。」 といって いる。 

啄木が 明治 四十 一 ( 一九 o 八)^ 四月、 最後の ヒ京 をして からこの 四十 二 年の 秋まで、 文字通り 

血のに じむよう な 内外の た た か い を 経験 しながら、 ついに 真にた たかう ベ き 根本 の もの を 「国家」 

という 組織的 権力に 見出した ので ある。 それ は 後に 書いた 「時代 閉塞の 現状」 において 明瞭に 示 

されて いる。 
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明 冶 四十 三 (一九 一 〇〕 年、 啄木 二十 五 歳で ある。 この 年に 入って、 彼の 思想 はます ます 現実的 

具体的に なって きた。 このごろ 彼の 書いて いる 文章 は、 以前の ように 「誇大妄想」 といわれ るよう 

な 大言壮語 や 気負った ところが なくなり、 地味に、 着実に なって きている ことが 感じられる。 一 

月 九日、 大島経 男に 宛た 手紙に 「人生 II 狭く いって 現実と いふ もの は、 決して 固定した もので 

はない。 随 つて 人間の 理想と いふ もの も 固定した もので はない。 我々 は 時々 刻々 自分の 生活 (内 

外の) を 豊富に し 拡張し、 然して 常に それ を 統一 し 徹底し、 改善して ゆくべき ではない でしよう 

か。 あらゆる 議論の 最後 は、 然して 最良の 結論 は 唯一 つあります。 乃ち 実行 的、 具体的と いふ こ 

とです。 (と 私 は 思 ひます)」 といい、 また 「現在の 日本に は 不満足 だらけです。 然し 私 も 日本人 

です。 そして 私自身 も 現在 不満足 だらけです。 乃ち 私 は、 自分 及び 自分の 生活と いふ もの を 改善 

すると 同時に、 日本 及び 日本人の 生活 を 改善す る 事に 努力すべき ではあります まい か。」 といつ 

て、 あくまで 個人 生活と 社会生活と を むすびつけて 考え、 そして 一-ての ための 「実行」 という こと 

を 重要に 考えて いるので ある。 さらに この 手紙の 最後に、 「それから 一 つ 喜んでいた だきたい こ 

とがあります。 それ は、 以前から 悪縁の つながって ゐたス バルと、 今度 全く 内部の 縁 をき り まし 

た。 編輯 兼 発行の 名 も 変へ ました。 —— かう して 私 は、 すべての 古い 自分と いふ もの を 新ら しく 

して 行きたい と 思 ひます 。一と 書いて いるが、 ここで 彼 は、 過去の 浪漫主義から 完全に ぬけだし 
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ている こと を 示して いる。 

前年 十 一月に 「食 ふべき 詩」 と 「きれぎれに 心に 浮んだ 感じと 回想」 を 書いた 啄木 は、 この 年 

に 人つ て さらに 注目すべき 文章 を 書いて いる。 それ はたと えば 「性急な 思想」 (^年 6 月、 『東京 毎 

B 新聞. 0、 「硝子 窓」 (^年 6 月、 『新 小説』) などで ある。 「性急な 思想」 では 「自己 を 軽蔑す る 心、 

足 を 地から 離した 心、 時代の 弱 所 を 共有す る こと を 誇りと する 心、 さう いふ 性急な 心 を 若しも 

『近代的』 とい ふので あったならば、 否、 所謂 『近代 人』 はさう いふ 心 を 持って ゐる ものなら 

ば、 我々 は 寧ろ 退いて、 自分が それ 等の 人々 より 多く 『非 近代的』 である 事を恃 み、 且つ 誇る ベ 

きで ある。 さう して、 最も 性急なら ざる 心 を 以て、 出来るだけ 早く 自己の 生活 その物 を 改善し、 

統 一 し 徹底すべき ところの 努力に 従 ふべき である。」 とい つてい る。 

この 文章 は 当時の 頹廃 的な 傾向の 文学 を 非難した もので、 いま 引用した 前のと ころに、 「不健 

全を恃 み、 且つ 誇り、 更に 其 不健全な 状態 を 昂進すべき 色々 の 手段 をと つて 得意になる としたら 

どうで あらう。 其 結果 はいふまで もない。 若し 乂、 さう しなければ 所謂 『新しい 詩』 『新しい 文 

学』 は 生れぬ ものと すれば、 さう いう 詩、 さう いふ 文学 は (中略) 全然 不必要な もので なければ な 

ら ぬ。」 といって いる ことで 明らかで ある。 また 「硝子 窓」 では 「実社会と 文学的 生活との 間に 

置かれた 間隔」、 「観照と 実行」 という 問題に ついて 考察し、 そして その 際にお ける 文学の 限界に 


^ ついて 述べて いる。 

このよう にして 啄木 は、 文学と 人生、 文学と 社会、 また 思想と 実行な どの 問題に ついてい よい 

よ 現実的、 具体的に 考察 をす すめながら、 ついに 彼の 最後の 到達と いわれる 「時代 閉塞の 現状」 

を 書く ことになるの である。 

啄木 は 朝日 新聞社に つとめながら 『二葉 亭 全集』 の 校正 を ひきうけ ていた。 これ は 生活費の 補 

助の ためで もあった が、 一つに は、 二. 葉亭四 迷にたい する 尊敬の 念 もあって、 この 仕事に は 熱意 

を もつ て あたって いた。 金 田 一 京 助の 年譜に 「貴重な 夜の 時間 を 上野 図書館に 費し、 一 々原本に 

あたって 忠実 • 厳正に やって ゐた。 後に は 自分で 五 円 を 投じて、 自宅へ 借り出して 本に あたつ 

てゐ た。 こんなに 迄して ゐる こと は 誰に も わかる ことで もな し、 それだけ 骨折りば えの ある 事 か 

疑問な 位 だが、 さう せずに は 居られない 程、 故人に 傾倒し、 その 一字. 一句の 使 ひ. 万に も 敬虔な 

注意 を 払 つて ゐ たので ある。」 と 書かれて いるよう な ありさま であつ た。 

何事に よらず 全身 を うちこむ 熱誠 さ、 これが 啄木の 性格で もあった。 一月 九： W の 大島経 男への 

手紙に 「私 は 私の 全 時間 を あげて (殆ん ど) この 一 家の 生活 を先づ 何より 先き にモ ッ卜 安易に す 

る だけの 金 をと るた めに 働いて ゐ ま す。 そのために は 社で 出す 二葉 亭 全集の 校正 もや つて ゐま 

す。 田舎の 新聞へ 下らぬ 通信 も 書きます。 それでも 私に はま だ不識 不知 空想に ふける だけの 頭に 


129 七 大: TP 件と 啄木 


スキ があります。 目が さめて 一秒の 躊躇な く 家 を 出て、 そして 枕に ついて すぐ 眠れる まで、 一瞬 

の 間断な く 働く ことが 出来たら どんなに 愉快で せう。 そして 全身 を 以て 働いて ゐる ときに、 願 は 

く は コロリ と 死にたい、 —— かう 思 ふの は、 鬼 角 自分の 弱い 心が、 昔の 空想に かくれた くなる 其 

疲労 を 憎 み 且つ 恐れる からです。」 と 書 い ている。 

この 年 五月から 彼の 最後の 小説で ある 「我等の 一団と 彼」 を 書き だしてい る。 この 小説 は、 新 

聞 社内の 人々 に 取材し、 そこから 時代思潮と いったよ うな もの を 描こうと した もので、 「これ は 

僕が 今迄に 於て 最も 自信 ある 作 だ。」 と 彼 もい つてい るが、 彼の 小説で は 最も リア リス チックな 

手法の もので、 そして、」 の 一、 二 年間の 啄木の はげしく 変りつつ あった 人生観 や、 思想 上の 問題 

が 扱われて いるので ある。 しかし これ は 未完の ままで、 彼の 生前に はついに 発表され る ことが な 

か つ た。 

この 五月 末から 六月に かけて、 いわゆる 大逆事件 というの が 発覚して、 全国に 大きな 衝撃 を あ 

たえた。 そして 啄木 もまた、 最も 大きな 衝撃 をう けた 一 人であった。 彼 はこの 衝撃に よって、 に 

わかに 社会主義 や 無政府主義 に関する 本 を 探し だして は 読んだ。 さらに 彼 はこの 事件の 特別 弁護 

人で あり、 かって 『ス バル』 の 仲 問であった 平 出修を 通じて、 この 事件の 内容 をき き、 一件 書類 

を 熱心に よみ、 また それ を 写したり している。 当時の 日記 をみ ると、 いかに 彼が この 専 件に 深い 


幼 関心 を もってい たかが わかる。 

平 出 君の 処で 無政府主義者の 特別 裁 p: に関する 内容 を 聞いた。 若し 自分が 裁判長 だったら、 

管 野 スガ、 宫下 太吉、 新村忠 雄、 古河 力作の 四 人 を 死刑に、 幸徳、 大 石の 二人 を 無期に、 内 山 

愚 堂 を 不敬罪で 五 年 位に、 そして あと は 無罪に すると 平 出 君が 言った。 また この 事件に 関する 

自分の 感想 録を 書いて おくと 言った。 幸徳が 獄中から 弁護士に 送 つた 陳弁 書なる もの を 借りて 

きた (iww)。 夜、 幸徳の 陳弁 書 を 写す (n^)。 幸徳の 陳弁 書 を 写し 了る。 火の ない 室で 指 

先が 凍って、 三度 筆 を 取 落した と 書いて ある。 無政府主義 に対する 誤解の 弁駁と 検事の 調べの 

不法と が陳 ベて ある。 幸徳は 決して 自ら 今度の やうな 無謀 を敢 てす る 男で ない (W お)。 借りて 

きた 書類 を 郵便で 平 出 君に 返した。 予の 写した の は 社の 杉 村 氏に 借した。 …… 夕飯の 時 は 父と 

社会主義 について 語った (；; お)。 この 日巿俄 古の 万国 労働者の 代表から 社に 送って きた 幸徳事 

件の 抗議 書 II それ は 社で は 新聞に 出さない とい ふので 予が 持って来た (u^)。 今日は 幸徳ら 

の 特別 裁判 宣告の 日であった。 …… 今日 程予の 頭の 昂奮して ゐた 日はなかった。 二 時半 過ぎた 

頃で もあった らう か。 「二人 だけ 生きる く」 「あと は 皆 死刑 だ」 「あ、 二十 四 人！」 さう いふ 

声が 耳に 入 つ た。 「判決が 下 つ てから 万歳 を 叫んだ 者が あります。」 松 崎 君が 渋 川 氏 へ 報告して 

ゐた。 予は その ま、 何も 考 へなかった。 た マ すぐ 家へ 帰って 寝たい と 思った。 それでも 定刻に 
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帰った。 帰って 話 をしたら 母の 眼に 涙が あった。 「日本 はダメ ダ。」 そんな 事 を 漠然と 考へ 乍ら 

丸 谷 君 を 訪ねて 十 時 頃まで 話した。 夕刊の 一 新聞に は 幸徳が 法廷で 微笑した 顔 を 「悪魔の 顔」 

と 書いて あった (S?M> 朝 枕の 上で 国民 新聞 を 読んで ゐ たら 俄かに 涙が 出た。 「畜生！ 駄目 

だ！」 さう いふ 言葉 も 我知らず 口に 出た。 社会主義 は 到底 駄目で ある。 人類の 幸福 は 独り 強大 

なる 国家の 社会政策 によ つての み 得られる。 さう して 日本 は 代々 社会政策 を 行 つて ゐる 国で あ 

る。 と 御用 記者 は 書いて ゐた (W お)。 昨夜 大命に よって 二十 四 名の 死刑囚 中 十二 名 だけ 無 

期 懲役に 减 刑され たさう である (S お)。 幸徳 事件 関係 記録の 整理に 一 日 を 費す (H お)。 社 

へ 行って すぐ 「今朝から 死刑 を やって ゐる」 と 聞いた。 幸徳 以下 十一 名の ことで ある。 あ、、 

何とい ふ 早い こと だら う。 さう 皆が 語り合った。 この 夜、 幸徳 事件の 経過 を 書き記す ために 十 

二 時まで 働いた。 これ は 後々 への 記念の ためで ある (^ お)。 昨日の 死刑囚 死骸 引渡し、 それ か 

ら落合 火葬場の 事が 新聞に 載 つ た。 内 山 愚 堂の 弟が 火葬場で 金槌 を 以て 棺を 叩き割 つ た II そ 

のこと が 劇しく 心を衝 いた。 •：：. かへ り 平 出 君へ よって 幸徳、 管 野、 大石 等の 獄中の 手紙 を 借 

りた。 平 出 君 は 民権 圧迫に ついて 犬に 憤慨して ゐた。 明日 裁判所へ かへ すと いふ 一件 書類 を 一 

日延 して、 明晚 行って 見る 約束に して 帰った (SM)。 社から かへ ると すぐ、 前夜の 約 を 履んで 

平 出 君 宅に 行き、 特別 裁判 一件 書類 を よんだ。 七 枚 十七 冊、 一冊の 厚さ 約ニ寸 乃， 至 三寸 づっ。 


3： 


十二時まで か、 つて 漸く 初 二 冊と それから 管 野す がの 分 だけ 方々 拾 ひよ みした。 頭の 中 を 底 か. 

ら搔き 乱された やうな 気持で 帰 つ た (^お)。 

ざっと 以上の ようで ある。 この 日記の なかで 「幸徳 事件の 経過 を 書き記す ために 十二時まで 働. 

いた。 これ は 後々 への 記念の ためで ある。」 といって いる この 記録 は、 彼が 「日本 無政府主義者 

陰謀 事件 経過 報告 及び 附帯 現象」 と 題して、 この 事件に 関する 当時の 新聞記事 その他の 記録、 幸 

徳の 「陳弁 書」、 そのほか 「EDIT〇W-S  NOTES」 と 題す る 彼の 見聞した さまざま のこと、 それ. 

に クロポトキンの 「自叙伝」 の 一部 を 英文で 書き、 それにつ いて 彼の 意見な ど 述べた もので、 か. 

なりの 量に のぼる ものである。 これ は 戦後 はじめて 公表され たもので あるが、 これによ つても、 

彼が この 事件に、 いかに 異常な 興味と 関心 を もってい たかが わかり、 そして この 事件に よって、 

彼の 思想が 決定的な 影響 をう けた こと も 理解で きる ので ある。 

ところで 彼. の 日記 は 四十 三年 四月 二十 六日 以後 書かれて おらず、 (この 期間 六月 十九 日 以後 九 

月 八日まで、 彼の 書簡集 も 空白に なって いる。 これ は 何 を 意味す るの か？) そして 四十 四 年の 当- 

用 日記 補遺 欄に、  「四十 三年 一 ケ 年の 回顧」 として 一 まとめに 書かれて いる。 それ を 見る と、 「六 

月 I 幸徳 秋水 事件 陰謀 発覚し、 予の 思想に 一大 変革 ありたり。 これより ポ ッポッ 社会主義に 関 

する 書籍 雑誌 類を聚 む。」 「思想 上に 於て は 重大なる 年な りき。 予 はこの 年に 於て 予の 性格、 趣味. 
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傾向 を統 一 すべき 一 鎖鎗を 発見したり。 社会主義 問題 これな り。 予は 特に この 問題に ついて 思考 

し、 読書し、 談話す る こと 多 かりき。 た ゾ 為政者の 抑圧 非理 を 極め、 予 をして これ を 発表す る 能 

は ざら しめたり。」 「また 予は この 年に 於て、 嘗て 小 樽に 於て 一度 逢 ひたる 社会主義者 西 川 光次郎 

君と 旧交 を 温め、 同 主義者 藤 田 四 郎君より 社会主義 関係書類の 貸付 を 受けたり。」 などと 害いて 

いる。 これら をみ ると、 彼が 日記 を 書かなかった 期間の、 およその 動向が 想像で きる ので ある。 

「時代 閉塞の 現状」 は 生前 未発表の 論文で あるが、 大体 四十 三年 八月 末から 九月に かかれた も 

のと 推定され る。 この 論文 は 「卓上 一 枝」 「きれぎれに 心に 浮んだ 感じと 回想」 「性急な 思想」 な 

ど を 経て、 しだいに 統一され、 到達しつつ あった 思想 上、 文学 上の 結論と いっても よく、 そして 

当然 大逆事件 によって 甚大な 影響 をう けてから の 執筆で ある ことが 注目され る。 この 文章に は 

「強権、 純粋 自然主義の 最後 及び 明日の 考察」 という サブタイトルの ついている もので、 その 冒 

頭に 「数日 前 本欄 (東京 朝日 新聞の 文芸 稱 i 渡 辺) に 出た 『自己主張の 思想と しての 自然主義』 と 

題す る 魚 住 氏の 論文 は」 といって いるよう に Gl^^fm) 、魚 住と いう 人の 論文にたい 

する 反駁と して 書かれた ものである。 そのな かで 彼 はつぎの ように 書いて いる。 すなわち 

「我々 青年 を 囲繞す る 空気 は、 今やもう 少しも 流動し なくなった。」 といって、 資本主義 社会 

が、 もはや 隅々 まで 脔敗 しっくし ている こと を 指摘し、， そして、 
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斯 くの 如き 時代 閉塞の 現状に 於て、 我々 の 中 最も、 急進的な 人達が、 如何なる 方面に その 「自 

己」 を 主張して ゐ るか は 既に 読者の 知る 如くで ある。 実に 彼等 は、 抑 へても く 抑へ きれぬ 自 

己 其 物の 圧迫に 堪へ かねて、 彼等の 入れられて ゐる 箱の 最も 板の 薄い 処、 若く は 空隙 (現代 社 

会 組織の 欠陥) に 向って 全く 盲目的に 突進して ゐる。 今日の 小説 や 詩 や 歌の 殆ど すべてが 女郎 

買、 淫売 買、 乃至 野合、 姦通の 記録で あるの は 決して 偶然で はない。 (中略) さう して 又 我々 の 

1 部に は、 「未来」 を 奪 はれた る 現状に 対して、 不思議な 方法に よって 其 敬意と 服従 を 表して 

ゐる。 元祿 時代に 対する 回顧が それで ある。 見よ、 彼等の 亡国 的 感情が、 其 祖先が 一度 遭遇し 

た 時代 閉塞の 状態に 対する 同感と 思慕と によって、 如何に 遺憾な く 其 美し さ を 発揮して ゐ るか 

を 

斯くて 今や 我々 青年 は、 此 自滅の 状態から 脱出す る 為に、 遂に 其 「敵」 の 存在 を 意識し なけ 

れ ばなら ぬ 時期に 到達して ゐ るので ある。 それ は 我々 の 希望 や 乃至 其 他の 理由に よるので はな 

い。 実に 必至で ある。 我々 は 一斉に 起って 先づ此 時代 閉塞の 現状に 宣戦し なければ ならぬ。 自 

然 主義 を 捨て、 盲目的 反抗と 元祿の 回顧と を罷 めて 全 精神 を 明日の 考察 II 我々 自身の 時代に 

対する 組織的 考察に 傾注し なければ ならぬ ので ある。 (中略) 

即ち 我々 の 理想 は 最早 「善」 や 「美」 に対する 空想で ある 訳 はない。 一切の 空想 を 峻拒して 
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其処に 残る 嘥ー つの 真実 —— 「必要」！ これ 実に 我々 が 未来に 向って 求むべき 一切で ある 

我々 は 今 最も 厳密に、 自由に 「今日」 を 研究して、 其処に 我々 自身に とっての 「明日」 の 必要 

を 発見し なければ ならぬ。 必要 は 最も 確実なる 理想で ある。 (中略) 

文学 1_ 彼の 自然主義 運動の 前^、 彼等の 「真実」 の 発見と 承認と が、 「批評」 として 刺戟 

を 有って ゐた 時代が 過ぎて 以来、 漸くた だの 記述、 ただの 説話に 傾いて 来て ゐる 文学 も、 斯く 

て 復た其 眠れる 神 精が 目を覚 して 来る ので は あるまい か。 何故 なれば、 我々 全 青年の 心が 「明 

日」 を 占領した 時、 其 時 「今日」 の 一切が 初めて 最も 適切なる 批評 を享 くるから である。 時代 

に 没頭して ゐては 時代 を 批評す る ことができない。 私の 文学に 求む る 所 は 批評で ある。 

われわれ はい まこの 文章 を よんで むしろ 驚嘆 せざるをえない。 当時 啄木 以外の 何人が これ だけ 

の 思想 的 内容の 高い、 透徹した 批評 を 書きえ たであろう か。 窪 川 鶴次郎 はいって いる。 「日本に 

おける 自然主義 文学の 真の 批判者と しての 見地、 すなわち 自然主義 文学の 否定的 リアリズムの 方 

法 を 批判的 リアリズムの 方法にまで 発展せ しめてい つ た 彼の 見地 は、 実に その 芽 を ここに (「一^ 15 

k れ^ち I 発して いるので ある。 そして、 これより 二 年後の、 明治 四十 三年 八月に 書かれた 「時 

代 閉塞の 現状」 において は、 その 批判的 リアリズム は 真に 自然主義 を 克服す る ことによって 社会 

主義 的 方 句 を 力強く 诣し 示す にいた つた。 今日 私たち は、 日本に おける 民主主義 文学の 本質と 性 


^ 格と が、 啄木に よって 最初の 規定 を 与えられ たこと を 知る ことができる。 ここに 日本の 近代 文， i リ 

における 発展の 基本的 モメント を 見出す ことができる。」 歸 SJ) と。 

啄木が 死んで から 数年た つて、 すなわち 大正 六、 七 年頃から、 日本に はじめて 労働者 文^と い 

う ものが あらわれ ている。 それ は 労働者階級の 立場から 書かれた 文学で、 従って 当然 「時代 を批 

評」 する 文学で あ つ た。 また 啄木の 日記に あ つ た 上田 敏 との 対談の なかの、 「自然主義 文学が、 

それが 正しく 進めば 傾向 文学になる。」 という、 その 傾向 文学であった。 そして これ は、 「我々，：" 

身に とっての 『明日』 の 必要 を 発見」 する ために 生れた 文学で あ つ た。 さらに それ はまた 当然 

「時代 閉塞の 現状に 宣戦」 した 文学で あ つ た。 これ は 社会の 発展と、 文学の 歴史に とって 実に 

「必至」 のこと であった。 この 意味で 啄木の 「時代 閉塞の 現状」 が 「日本の 近代文学 における 発 

展の 基本的 モメント」 を 示して いたと いう こ とが で き るので ある。 

啄木が 「時代 閉塞の 現状」 といった の は 何 か？ それ は 天皇制 絶対主義、 その 国家の 「強権」、 

その 強権に よって 支配され る 「現代 社会 組織」 なので ある。 この 「現代 社会 組織」 のなかで、 

「自己」 を 主張しょう として 失敗した 過去の 経験 を 啄木 はこの 文章で いっている。 その 第一 は、 

高山 樗 牛の 個人主義で (峰 は |.产っ、， 牛)、 これ. は 既成の もの、 I 現在の 社会 糾織を そのまま 

にして おいて、 そのな かで 自力 を もって 「自己」 を 主張しょう としても それ は 不可能だった。 そ 
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こで 笫ニ は、 「他力に よって 既成の 外に 同じ 事 を 成さん とした、 すなわち 宗教の 世界 (，财 はに に 

^Tl^iso し^^ 川) で 自己 を 主張しょう としたが、 これ も 時代 閉塞の 現状 を、 現実に い 

かんと もす る ことができなかった。 こうして 啄木 は 「我々 自身の 時代に 対する 組織的 考察に 傾注 

しな. ければ ならぬ。」 それ は 科学的、 実践的で なければ ならぬ こと を 主張して いるので ある。 

では 大逆事件と は 一 体 どんな 事件 だ つ たの か？ 

それ は幸徳 秋水から 直接 間接に 思想 的 影響 を うけていた 宮下 太吉、 新村忠 雄、 古河 力作、 管 野 

スガ という 四 人の 青年が、 人権の 自由にた いする 政府の 弾圧に 堪えられ なくなり、 その 抑圧の 根 

元が、 絶対 専制の 天皇 権力に あるの だから、 この 天皇 を 倒す ことによって、 人民の 自由 を 獲得し 

ようと 考え、 そこで 爆裂弾 を 作って、 四十 三年の 秋、 明治天皇の 行幸の 途中で 投げつ けようと い 

う 計画だった ので ある。 前に も 書いた 赤旗 事件 や、 そのほか 政府の 不当な 人権 抑圧が、 宫下 など 

の 急進的な 青年の 心 をつ よく 刺戟し、 ついに 「暴力に は 暴力 を もって」 というよ うな、 追いつめ 

られた 気持に なった ので ある。 当時 は 陸軍 大将 桂 太郎の 軍閥 内閣で、 その 前の 山 県 内閣な どから 

ひきつづいて、 進歩的な 思想に たいする 弾圧が ひどかった。 啄木が 痛切に 「国家」 の 問題に 頭 を 

なやまし たの も、 このような 時代の 空気 を、 身に ひしひしと 感じて いたから である。 

宮 下らの 陰謀 は 五月 末に 未然に 発覚し、 彼ら 四 人の ほかに、 全国に わたって 多数の 人々 が 検挙 


？ 5 され、 その 結果 二十 六 人が 大逆罪と して 起訴され た。 幸徳 秋水、 奥宮健 之、 大石誠 之 助、 内 山 愚 

堂、 森 近 運 平な ど、 そのころ の 有名な 社会主義者 たちであった。 しかし 前記 宮 下ら 四 名の ほか は 

その 陰謀に 何の 関係 もなかつ たの だが、 政府 は宫 下らの 陰謀 を 口実に して、 彼らの いわゆる 危険 

人物 を 一網打尽に 検挙した ので ある。 そして 全くの 秘密 裁判で、 幸徳 はじめ 十二 人 を 死刑に、 十 

二人 を 無期懲役に、 あとの 一 人 は 十 年、 一 人 は 八 年の 懲役と いう 極刑 を 判決 (^ 年 1 月 2 曰) した 

ので ある。 この 事件 は、 三 鷹 事件 や 松 川 事件と 同じように、 支配階級 による 陰謀で あつたの であ 

る。 啄木 はこの 大逆事件 によって 国家の 強権 を 「敵」 として 認識した ので ある。 

四十 三年 十二月 二十 一日、 啄木 は宮崎 郁雨に 宛てつ ぎの ような 手紙 を 書いて いる。 「君、 僕 は 

どうしても 僕の 思想が 時代より 一 歩 進んで ゐる とい ふ自惚 を此頃 捨てる 事が 出来ない。 若し 時間 

さへ あったら、 屹度 書きたい と 思 ふ 著述の 考案が 二つ ある。 一 つ は 『明日』 とい ふの だ。 これ は 

歌 を 論ずる に 托して 現代の 社会 組織、 教育制度、 その他 百般の 事 を 抉る ように 批評し、 昨日に 帰 

らんと する 旧思想 家、 今日に 没頭し つ つ ある 新 思想家 —— それらの 人間の 前に 新たに 明日と いふ 

問題 を提 嘶し やうと いふ もの だ。 も 一 つ は 『第二 十七 議会』 とい ふの だ。 これ は 毎日 議会 を 傍聴 

した 上で、 今の 議会政治の ダメな 事 を 事実に よって 論評し、 議会 改造 乃ち 普通選挙 を 主張し やう 

とい ふの だ。」 と。 また 翌年 一月 九日に、 瀬 川 深に 送った 手紙に は、 
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僕 は 必ず 現在の 社会 組織、 経済 組織 を 破壊し なければ ならぬ と 信じて ゐる。 これ 僕の 空論で 

はなくて、 過去 数年 問の 実生活から 得た 結論で ある。 僕 は 他日 僕の 所 M の 上に 立って 多少の 活 

動 をしたい と 思 ふ。 僕 は 長い間 自分 を 社会主義者と 呼ぶ こと を 躊躇して ゐ たが、 今ではもう 躊 

躇 しない。 無論 社会主義 は 最後の 理想で はない。 人類の 社会的 理想の 結局 は 無政府主義の 外に 

ない (君、 日本人 はこの 主義の 何たる か を 知らずに 唯 その 名 を 恐れて ゐる。 僕 は クロポトキン 

の 著書 を よんで ビック リ したが、 これほど 大きい、 深い そして 確実に して 且つ 必要な 哲学 は 外 

にない。〕 無政府主義 は 決して 暴力 主義で ない。 今度の 幸徳 事件 は 政府の 圧迫の 結果 だ。 そし 

て 僕の 苦心して 調査し、 且つ その 局に 当った 弁護士から 聞いた ところに よると、 ァノ うち 真に 

大逆 を 企てた の は 四 人し かない。 アトの 二十 二人 は 当然 無罪に しなければ ならぬ の だ。 然し 無 

政府 主義 は どこまでも 最後の 理想 だ。 実際家 は先づ 社会主義、 若しくは 国家 社会主義者で なく 

ウイ ルビ！ ング 

て はならぬ。 僕 は 僕の 全心の 熱心 を、 今 この 問題に 傾けて ゐる。 「安 楽 を 要求す る は 人間の 

権利で ある。」 僕 は 今の 一切の 旧思想、 旧制度に 不満足 だ。 

と 書いて いるよう に、 大逆事件 によって 啄木 は、 思想 上 決定的な 影響 をう けた。 そして 「長い間 

自分 を 社会主義者と 呼ぶ こと を 躊躇して ゐ たが、 今ではもう 躊躇し ない。」 といって いる。 彼が 

四十 一 年 九月 「所謂 社会主義 は予の 常に 冷笑す る 所」 とい つ てから 一 一 力 年 半 経過した 四十 四 年 一 
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月、 彼 はは つきり 社会主義者 である こと を 宣言す るに 至った ので ある。 この 二 力 年 半の 彼の 経験 

した 血のに じむ 「心 闘」 の 痛烈 さは これまでに 述べて きた 通りで ある。 彼 を ここまで 成長 させた 

の は、 彼の 人生に たいする 誠実 さ、 徹底した ヒュ ー マニス 卜と して 生きよう とした ことによ る も 

ので ある。 

大逆事件の 判決が あってから 四日 後の 一月 二十 二日、 平 出修に 宛た 手紙の なかに 「僕 は 決して 

宫下ゃ スガの 企てに 賛成す る ものではありません が、 然し 『次の 時代』 とい ふ ものに ついての 一 

切の 思索 を 禁じよう とする 帯剣 政治の 圧制に は、 何と^ ひか へしても 此 儘に 置く こと は 出来ない 

ように 思 ひました。」 といい、 また 二月 六： w、 大島経 男への 手紙で は、 大逆事件の 判決の 不当 を 

訴えた あとで 「併し これ も 恐らく 仕方がない ことで せう、 私自身 も、 理想的 民主政治の 国で なけ 

れば 決して 裁判が 独立し うる もので ない と 信じて ゐ ます。」 といい、 同 十四 H、 小 田 島 孤舟への 

手紙に は 「我々 は 文学 本位の 文学から 一足 踏み出して 『人民の 中』 に 行きたい のであります。」 

とい つ てい る。 

こうして 彼 は 「文学 本位の 文学から 一足 踏み出して 『人民の 中』 に 行きたい」 という 希望 を 実 

現す るた めに、 新しい 雑誌の 発行 を 計画した のであった。 それ は 彼と 同じような 傾向の 歌人で、 

彼が 親しみ を 感じて いた 土岐 哀果 (善 麿) と 共 M で、 『樹木と 果実』 という 雑誌 を 発行し ようと 計 
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画し、 これに 非. おな 熱意 を もつ ようにな つたので ある。 

^木が 土岐 哀果と はじめて 会った の は W 治 TO: 十四 ^一月 十三： n である。 その 前：：： の 日記に 「社 

に 帰る と 読売の 土 K おから 電話が か、 つた。 逢 ひたいと いふ ことであった。 とうに 逢 ふべき 喾の 

を 今迄 逢 はずに ゐた。 その 事 を 両方から 谌話 口で 言 ひ 合った。 二人 —— 阆 じ やうな 歌 を 作る —— 

の 最初の 会見が 顔の 兌えない 電話口 だ つたの も 面，： n い。 一 両：^ 中に 予の 所へ やつ て 来る 約束 をし 

た。」 また 翌十 三日の 日記に は、 「^話で 話し合って、 帰りに 読売へ 寄り、 北風の 真直に 吹く 街 

を 初対面の 土岐 哀果 君と 帰って来た。 さう して 一杯 のんで ソバを 食った。 こな ひだ 読売に、 予と 

土岐 君と 共に 僧家の 出で 共に 新聞記者 をして ると 書いて あ つたが、 二人 は 酒に 弱い 事も瘦 せて る 

事 も w じだった。 ただ 予の 直ぐ 感じた の は、 土岐 君が 予 よりも 慾の 少 いこと、 単純な 性格な こと 

であった。 一し よに 雑誌 を 出さう とい ふ 相談 をした。 『樹木と 果実』 とい ふ 名に して 兎も角も 諸 

新聞の 紹介に 書かせよ うぢ やない かとい ふ 事に な つた。」 と 書いて いる。 

ちょうど そのころ、 啄木 は 大逆事件の 関係書類に 異常な 興味と 関心と を も つ て 調. I こ， 没頭して 

いる ころであった。 そして 土岐 哀果に 会う 二三 n: 前、 瀬 川 深に 手紙 を 書いて 「^は 必ず 現在の 社 

会 組織、 経済 組織 を 破壊し なければ ならぬ と 信じて ゐる。 これ 僕の 空論ではなくて、 過去 数年 il 

の 実生活から 得た 結論で ある。 僕 は 他日 僕の 所信の 上に 立って 多少の 活動 をしたい と 思 ふ。」 と 
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い つ ている。 このような 考えで いたと き、 土岐 哀果と 会う とすぐ 雑誌 を 出す 相談 をし たので あ 

る。 啄木 はこの 雑誌に 大きな 希望と 期待 を かけ、 「せめて 現在の 自分の なし 得る 範^での 革へ § 的 

な 仕事」 として、 情熱 を かたむけて 計画した ものであった。 彼 はこの 雑誌に ついて 友人た ちに そ 

の 抱 ft を 述べ、 援助.^ たのんで いる。 たとえば 平出修 への 手紙に はつぎの ように 書いて いる。 

今の 時代の 如何なる 時代で あるか は、 僕より あなたの 方が よく 御存じです。 この 前途 を 閉塞 

された やうな 時代に おいて、 その 時代の 青年が どうい ふ 状態に あるか も、 無論よ く 御存じの 害 

です。 さう して この 時代が、 然しながら、 遠から ざる 未来に 於て 必ず 或 進展 を 見なければ なら 

ぬと いふ 事に ついても、 あなたの 如き はよ く 知って ゐて 下さる 苦です。 既に 今の 時代が 今の や 

うな 時代で、 僕 自身に 欠点 だらけな、 そのく せ 常に 何 か 実際的 理想 を 求めずに ゐられ ぬ 男で あ 

ると すれば、 僕. の 進むべき 路が、 君子の 生活で ない こと も、 純文学の 領域で ない こと も、 ほぼ 

明白 だら うと 存じます。 (未だい ひつく さず.) 

もうこれ だけで お 察しの 事と 存じます が、 つまり 僕 は、 来るべき 時代 進展 (それ は少 くと も 

往年の 議会 運動よりも 小さくな いと 思 ふ) に、 一髪の 力で も 添へ うれば 満足な のです。 添へ う 

るか^う か は 疑問 だとしても、 添へ ようと 努力す る 所に 僕の 今後の 生活の 唯一 つの 意味が ある 

やうに S はれる のです。 
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僕 は 長い間、 一 院 主義、 普通選挙 主義、 国際 平和主義の 雑誌 を 出したい と 空想し て ゐ ま し 

た。 然し それ は 現在の 僕の 学力、 財力で は 遂に 空想に 過ぎない のです。 (言 ふまで もな く) 且つ 

又、 金が あつ て 出せた にした ところで、 今の あなたの 所謂 軍政々 治の 下で は 始終 発売 を 禁ぜら 

れる 外ないで せう。 

かくて 今度の 雑誌が 企てられ たのです。 時代 進展の 思想 を、 今後 我々 が 或は 又 他の 人 かが 唱 

へる 時、 それ をす ぐ受 入れる 事の 出来る やうな 頭の 青年 を、 百 人で も 二百 人で も 養って 置く。 

これ この 雑誌の 目的です。 我々 は 発売 を 禁じられない 程度に 於て、 又 文学 雑誌と いふ 名に 背か 

ぬ 程度に 於て、 極めて 緩漫な 方法で、 現 時の 青年の 境遇と 国民の 内部的 活動と に する 意識 を 

明かに する 事 を、 読者に 要求し ようと 思って ゐ ます。 さう して 若し 出来る ことなら、 我々 のこ 

の 雑誌 を、 一年な り 二 年な りの 後に は、 文壇に 表れた る 社会運動の 曙光と いふ やうな 意味に 見 

て 貰 ふやう にしたい と 思 つて ゐ ます。 

この 手紙に よって、 啄木が 雑誌に かけて いた 抱負. かいかなる もので あ つ たかが 十分 うかがえる 

ので ある。 さらに 大岛経 男への 手紙に は、 「私の 真の 意味で は、 保証金 を 納めない 雑誌と しての 

可能の 範囲に 於て 『次の 時代』 『新しき 社会』 とい ふ ものに 対する 青年の 思想 を 煽動し ようとい 

ふの が 目的な のであります。 発売禁止の 危険の ない 程度に 於て、 しょっちゅう マッチ を 擦って は 
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青年の 燃え やすい 心に 投げて やらう とい ふので す。 (中略) 二  ：ホ か 三^の 後に は 政治 雑誌と して、 

一方 何ら かの 実行 運動、 普通選挙、 婦人 解放、 口，' マ 字 普及、 労働 組 <t I も 初めたい ものと 思リ 

てゐ ます。 また さしあたり 文壇の 酒色 主義 や 曲学阿世の 徒に 対する 攻撃 もやり たいと 思 ひます。」 

といい、 また 小 田 島 孤舟へ は 「雑誌の 目的 は、 単に 文芸 雑誌た る のみでな く  (中略)^ 代の 社会 組 

織、 政治 組織 乃至 いろいろの 制 庇 に対する 根本 批評 を 青年が 進んで や る やう な 機運 を 作り たいと 

いふに あります。 (中略) 我々 はかって 我々 の 好きな 口 シャの 青年の なした 如くに、 我々 の 目 を 広 

く 社会の 上に 移し、 出来う ベ くんば、 我々 の 手と 足と を、 他 ：n その 方に 延ばした いと 思 ふので あ 

ります。 我々 は 文学 本位から 一足 踏み出して、 『人民の 中』 に 行きたい のであります。」 ともい つ 

ている。 

これらの 手紙 をよ むと、 当時の 啄木が 何 を 考え、 何 をしょう としてい たかが は つきり わかる。 

大逆事件 を 契機と して、 彼の 思想が いよいよ 現実的に なり、 具体的に 進んで いた ことが わかる。 

しかし 啄木 は、 その 二月 四日に 慢性 腹膜炎で 入院し、 三月 十五 日 退院した が、 それから 肋 膜 炎 を 

併発し、 それが 不治の病い となって、 その 翌年の 四月 十三 日、 ついに-ての 短い 生涯 を 終って いる 

ので ある。 かくて 『樹木と 果実』 は 実現で きなかった が、 啄木が 死んだ 翌： ホ 五月、 土岐哀 架の 手 

によって その 遺志 をつ ぐ 『生活と 芸術』 という 雑誌が 創刊され、 啄木 を 慕う 多くの 青^に よって 
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荧 持され、 歌壇の いわゆる 生活 派の 出発と なった ので ある。 

八、 歌槳 『一 握の 砂』 をめ ぐる 問題 

歌集 『一握の 砂』 は 明治 四十 三 (一九  一 o) 年 十二月  一 U の 発行で ある。 その 扉に つぎのように 

書かれて いる。 

函 館なる 郁雨 宮崎大 四 郎君 

：! 国の 友 文学士 花 明 金 田 一 京 助 君 

この 集を両 君に 捧ぐ。 予 はすで に予 のす ベて を両 君の 前に 一： 小し つくした る ものの 如し。 従って 

両君 はこ こに 歌 はれた る 歌の 1 一 にっきて 最も 多く 知る 人なる を 信ずれば なり。 

また 一本 をと りて 亡児 真 一 に 手 向く。 この 集の 稿本 を 書肆の 手に 渡した る は汝の 生れた る 朝な 

りき。 この 集の 稿料 は汝の 薬餌と なりたり。 而し てこの 集の 見本 刷 を 予の閲 したる は汝の 火葬 

の 夜な りき。  - 著者 

この 亡児 真 一 というの は 十月 四日に 生れた 彼の 長男で、 わずか 二十日 あまり 生きた だけで、 阆 


U6 


月 二十. P 日 死んだ。 

おそ 秋の 空気 を 

三尺 四方ば かり .  、 

吸 ひて わが 児の 死に ゆきし かな 

X 

かなしみの 強く いたらぬ 

さびし さよ  . 

わが 児のから だ 冷えて ゆけ ども 

X 

かなしく も 

夜 明くるまで は 残り ゐ ぬ 

息 きれし 児の 肌の ぬくもり 

など は そのと きの 歌で、 これが 『一握の 砂』 の 最後の 作品に なって いる。 

また 啄木 はこの 歌集の はじめに、 「明治 四十 一 年 夏 以後の 作 一 千 余 首 中より 五 百 五十 一 首 を 抜 

きて この 集に 収む。 集中 五 章、 感興の 来由す ると ころ 相遞 きをたず ねて 仮に わかてる のみ。 『秋 
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風の こころよ さに』 は 明治 四十 一年 秋の 記念な り。」 と 害いて いる。 

この 「四十 一年 夏 以後」 というの は、 この 年 四月 釧路 から 上京して、 さかんに 小説 を 書いた が 

金に ならず、 悶々 としてい るう ちに、 (六月 二十四日の 日記) ある 夜に わかに 感興が わいて、 一気に 

百 あまりの 短歌 をつ くった という、 そのと き 以後の 作品が、 この 『一握の 砂』 に 収録され ている 

わけで ある。 また 「秋風の こころよ さに」 は 「明治 四十 一年 秋の 記念な り。」 というの は、 九月 

六日に 赤心 館の 三階に うつり、 「眼下 一望の 甍の谷 を 隔てて、 杳 かに 小石 川の 高台に 相対して ゐ 

る。 左手に 砲兵 工廠の 大 煙突が 三本、 間断な く 吐く 黒 烟が怎 やら 勇ましい。 晴れた 日に は 富士が 

真白に 見える と 女中が 語った。 西に 向いて いるの だ。 天に 近いから、 一 碧廓寥 として 目に 広い。 

虫の 音が 遙か 下から 聞え て 来ても、 遮る ものが ないから、 秋風が みだりに 室に 充 ちて ゐ る。」 と 

日記に 書いて いるよう に、 虫の 音 や 秋風の こころよ さに、 にわかに 故郷 をな つかしむ 心が 湧いて 

作った 一 連の ものである。 

啄木が 短歌 をつ くり はじめた の は 三十 四 年 十六 歳のと きからで、 それから 四十 年末までに 三百 

六十 余 首 を 作って いる。 そして 翌 四十 一年に は 九 百 五十 首位 を 作って いるが、 これ は 啄木に とつ 

ていちばん 多作の 年で ある。 ところが 四十 二 年に は 非常に 少なくな つて、 九十 五 首 あまりし か 作 

つてい ない。 この 四十 二 年 は、 例の 口 ー マ 字 日記 を 書いて いる 1ホ で、 (この 年 は 手紙 も あまり 書い 
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ていない〕 彼 は 極度に 心の 落 付き をう しない、 煩悶 苦悩した 時期で ある。 また この 年 六月、 家族 を 

東京に 迎えて 弓 町の 床屋の 二階に、 久しぶりで 母 や 妻子と 住む ようにな つたが、 母と 妻との 不和 

から 争いが たえず、 十月 妻の せつ子が 家出 するとい うような こと もあった。 ；！ 時に また、 彼の 短 

歌にたい する 考え方 もよう やく 変って きて、 『ス バル』 と袂 別す る 時期で もあった。 こうして 四 

十二 年 は、 彼の 作歌 は 非常に 少ない。 

この 年 十一月 「食 ふべき 詩」 を かいて 過去の 浪漫主義 を 清算して いる。 つづいて 「きれぎれに 

心に 浮んだ 感じと 回想」 「性急な 思想」 という 風に、 はっきり リアリストと して 自己の 思想 を統 

1 しつつ 四十 三年 を 迎えて いるので あるが、 この ころから 彼の 短歌 は、 ようやく いわゆる 啄木 調 

といわれる 独自の 歌風 を 確立して ゆく ので ある。 そして 四十 三年に は 四百 七十 首 ほど も 作って い 

るので ある。 

『 一 握の 砂』 に は 四十 一 年 六月から 四十 三年 十月までの 作品 千 五 百 余 首から 五 百 五十 余 首 選ば 

れ ている ので あるが、 その 選んだ 標準が どんなと ころに あつたか を 知る ために、 わたしが 調べて 

わかって いる だけ を、 左に 表に して 示して おく。  . 

『明星』 申 歳 第 七 号 (四  一 • 七) 「石 破 集」 一 一四 首 (うち 六 首 採る) 

『明星』 同 第 八 号 (四  一 • 八) 「新 詩社詞 草」 四 〇 首 (うち 五 首 採る) 


149 八 歌で r- 握の 砂』 をめ 〈'ろ PIS 


『明星』 同 第 九 号 (四  一 • 九) r 虚白 集」 一 〇 二 首 (うち 三 一 首 採る) 

『明星』 同 第 十 号 (四  一 • 一一) 「謎」 五 二 首 (うち 一 三 首 採る) II 『明星』 終刊 —— 

『ス バル』 第一 巻 二号 (四 ニニ 一) 「南 枝 集」 一 一首 (うち 六 首 採る) 

『ス パル』 同 第五 号 (四 二. 五) r 莫復 問」 七 0首 (！；^^ほぉハ龍；^「，枝集」) 

『ス バル』 第二 巻 十一 号 (四 二  • 一 一) 「秋の なかばに 歌へ る」  一 一 o 首 (全部 採る) 

『ス バル』 同士 一号 (四 二： 二) 「死」 ニー 首 (；： ち 『gss 。具』 他ぽ ISO し) 

『文章 世界』 (四 二  . 一 一) 「路間 ふ ほどの」 一 六 首 (全部 採る) 

『創作』 (四 三-五) 「手 を 眺めつつ」 一六 首 (全部 採る) 

『創作』 (同 • 一  〇) 「九月の 夜の 不平」 三 四 首 (うち 二 六 首 採る) 

『創作』 (同， 一 一) r 孩 児の 手 ざ はり」 一 六 首 (全部 採る) 

『学生』 創刊号 (四 三-五) 「最低 音」 一六 首 (全部 採る) 

『学生』 第二 号 (同 • 六) 「ベ ー ス」 五 首 (全部 採る) 

だいたい 以上の ようで ある。 これでみ ると 四十 一年の 作から 『一握の 砂』 に 採録した もの は 非 

常に 少なく、 四十 三：， の もの は、 雑誌に 発表した もの は、 ほとんど 全部 採られて いる。 ここで 考 

えられる こと は、 四十 二 年 を 境と して、 彼の 短歌 観、 ひいては 文学 思想の 上に、. 'ちじる し、. '変化 


^ があった ことが わかる ので ある。 その 変化 は、 「食 ふべき 詩」 ではつ きりあら われて いる。 

四十 一年 七月の 『明星』 に 発表した 「石 破 集」 百 十四 首のう ち、 わずか 六 首し か 歌集に とって 

いないが、 その 「石 破 集」 の 作品と いうの は、 たとえばつ ぎの ような もので、 まだ 明星 調から 十 

分ぬ けだして いない、 空想的に 誇張した ものが 多い ので ある。 

石 ひとつ 落ちぬ る 時に おもしろし 万 山 を撼る 谷のと どろき 

き a 

つと 来りつ と 去る 誰 ぞと問 ふ 間な し 黒き 衣 著る 覆面の 人  . 

大海に うかべる 白き 水鳥の 一 羽 は 死なず 幾 億 年 も 

牛 頭 馬頭の つど ひての ぞく 大 香炉 中より 一 縷 白き 煙す 

千 本の 闈の 中より くれな ゐの 一す ぢを 引き 海中に 投ぐ 

これらの 歌 は、 明星 派の 人々 が 多く 用いた 象徴と か 比喩と かの 手法の もので、 しかも その 象徴 

比喩の W 容は 現実感から は 遠い ものである。 ところで この 百 十四 首の なかから、 歌集に 採られて 

いる 六： Inn というの はつぎの 歌で ある。 

東海の 小島の 磯の 白砂に 

われ 泣き ぬれて 

蟹と たはむ る 
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頰 にった ふ 

なみだの ご はず 

一握の 砂 を 示しし 人 を 忘れず ， 

X 

燈影 なき 室に 我 あり 

父と 母 

壁 のなかより 杖つ き て出づ 

たは むれに 母 を 背負 ひて 

その あまり 軽き に 泣きて 

三 歩 あゆまず • 

ふるさとの 父の 咳す る 度に 斯く 

咳の 出 づるゃ 
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病めば はかなし 

X 

おの 

己が 名 を ほのかに 呼びて 

涙せ し  ， 

十四の 春に か へる 術な し 

これらの 歌 は、 前に あげた 採られて いない 歌に くらべて、 ずっと 現実感の ある 歌 だと い え よ 

う。 このように 啄木 は、 この 歌集の 編集 をした ころ (それ は 四十 三年 秋であろう。) に は、 四十 一年 

頃と、 短歌に たいする 考え方、 兒 方が 非常にち がって いた ことが わかる。 

歌集 『一握の 砂』 について もう 一 つ 考えられる こと は、 この 歌集の 作品 は 全体として 感傷的な 

ものが 多い という ことで ある。 また 回顧的、 追憶 的な 歌が 多い という ことで ある。 それが 一 つの 

特色に なって いる。 その 理由と して 考えられる こと は、 前に もい つたよう に、 四十  一？ 4- 六月、 小 

説 を 書いても ものに ならず、 失意の どん底に あ つ て、 ある 夜に わかに 感興が わいて 歌 をつ くりだ 

した。 それから 毎： n のように 歌 をつ くって いるが、 それ は 当時の 失意の どん底に あっての 悲し、 

心から、 父母 を 思い、 ふるさと を 思う 感情が、 おのずから 感傷的な ものと なって 歌われて いるの 

である。 
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『 一 握の 砂』 の 10 次 をみ ると 「我 を 愛する 歌」：^ so わ^  S お) 「煙」 年 

「秋風の こころよ さに」 (ま f 作 1) 「忘れが たき 人々」 (i つ 一？ 豔？ 詁气) 「手 套を 脱ぐ 時」 

( 一 i 一一 一一 W の 脚ち という ことにな つてい る。 このな かで 「煙」 の H は 盛 岡 中学生 時代の 思い出、 

31 は 渋 民 村の 思い出、 「秋風の こころよ さに」 はや はり 渋 民の 思い出の 歌が 大部分で ある。 また 

「忘れが たき 人々」 の 1, は 北海道 時代の 思い出で あるし、 3! は 橘 智恵子 を 思う 歌で ある。 「手 套 

を 脱ぐ 時」 は 大部分が 四十 三年の 作で、 東京 生活の 歌で ある。 (東^お^^」 ど、 は^ f 

れ. r) このように みると、 『一握の 砂』 は 過去の 思い出と して 歌った ものが 大半 を しめていて、 

そして 悲しい 心で 回想す る ことによって、 おのずから 感傷的に なって いる 歌が 多い ので ある。 こ 

の 点で 後の 歌集 『悲しき 玩：： ：：：』 と 非^にち がう ので ある。 

ここでもう 一 つ 『 一握 Q 砂』 について 触れて おきたい こと は、 『創作』 四十 三年 十月^に 発表 

した 「九月の 夜の 不平」 三十 四 首のう ち 左の 八 首が 歌集に 採られて いない ことで ある。 

何となく 顔が さもしき 邦人の 首府の 大空 を 秋の 風 吹く 

つね 日頃 好みて 言 ひし X  X の 語 をつ つし みて 秋に 人れ りけ り 

今 思へ ばげ に 彼 もまた 秋水の 一 味なり しと 知る ふし も あり 
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この 世よりの がれむ と 思 ふ 企てに 遊蕩の 名 を 与 へられし かな 

秋 の 風 我等 明治 の 青^ の 危機 を か な しむ 顔撫 でて 吹く 

時代 閉塞の 現状 を ま に V- む 秋に 入りて ことに 斯く思 ふかな 

地図 の ヒ朝^  IS にくろ ぐろ と 墨 をぬ りつつ 秋風 を 聴く 

明治 四十 三年の 秋 わがこころ ことに 真面に なりて 悲し も 

この 八 首が 歌集から 除外され たという こと は どんな 意 味が あるの だろう。 こ れ ら の 歌 を 啄木が 

特に 拙い 歌と して 除外した もので はない ように 思う。 たとえば このと きの 三十 四 首の なかには、 

「くだらない 小説 を 書きて よろこべ る 男 憐れな り 初秋の 風」、 「秋の 風 今日より はかの ふやけた る 

男に 口 をき かじと 思 ふ」 などが あって、 前の 八 首と くらべても 別にす ぐれて いると 思われない 歌 

が 歌集に 採られて いる。 そこで わたし は、 この 八 首 を 歌集から 除外した の は、 当時の 厳重な 検閲 

を 考慮した ので は な いかと 思う ので ある。 

「九月の 夜の 不平」 の 歌 はだいたい 四十 三^ 九月 九日に 作られて いる。 そのころ はちょう ど 

「時代 閉塞の 現状」 を 書いた ころで ある。 そして この 八 首のう ちの 五 首 は、 明らかに 大逆事件に 

際して うごいた 彼の 心情が うたわれ ている。 また 「地図の 上靭鮮 国に くろぐろと」 は、 この 年 八 

0P こ 一 了 つれこ 日 障， 今并へ 八月 二 卜 二 曰 日韓 合併 条約 調印。 これが 曰) つ こ レー をう こ、、 虫 t と. mr お を 

ul-f f .W れナ ム 〔か 一本 帝国主義の 海外 侵^の 第一歩で ある。 ) にこと をうた， <  狃 y と ，y.{t な 
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うしな つ た 朝鮮 民族 を^ しんだ 歌で あ る。 啄木が 大逆事件の 発覚 以来、 ひそかに 記録して いた 

「日本 無政府主義者 陰謀 事件 経過 及び 附带 現象」 によれば、 同年 八月 四日、 文部省 は 全国の IE 書 

館に 訓八 P を 発して、 社会主義 に関する 図書の 閲覧 を 禁止し、 .內^ 省 も 九月 六日に 全国の 書店、 古 

本屋、 貸本屋に 警察の 臨検 を 実施せ しめ、 そして 多数の 本が 発売禁止 になって いる。 そして 啄木 

は 当時の 日記に r 予は 特に この 問題 (雕 § 錢 §p) について 思考し 読書し 談話す る 事 多 かりき。 

ただ 偽 政 者の 抑圧 非理 を 極め、 予 をして これ を 発表す る 能 は ざら しめたり。」 と 書いて いる。 

このような 事情の なかで、 彼 は 一度 雑誌に 発表しながら、 歌集と レて 出す ときに、 これに 採録 

する こと を 躊躇した ので はない かと 想像され るので ある。 なお、 「九月の 夜の 不平」 の 一連の 作 

品 は、 歌集で は 「我 を 愛する 歌」 以下の 各 章に 分散して 収録され ている。 そして、 たとえば 「や 

とばば かり 杜 首相に 手 とられし 夢み て 覚めぬ 秋の 夜の 二 時」 という 歌が 「我 を 愛する 歌」 の 

最後に 入って いて、 何 か 突 拍子 もな：， 妄想の 歌の ようにい われて いたが、 これが 大逆事件 を 背景 

にして 考える とき、 この 事件 を でっちあげた 政府の 首相 桂太郎 であ つ て みれば、 この 作品の モチ 

1 フも はっきり 理解で きる し、 また 「ダイナ ゃ- の 宽き^ りの ここちよ さよ あはれ この ごとく 

物 を 言 はまし」 にしても、 やはり 宮 下らの 爆裂弾の 陰謀と むすびつけて 考えられ ると 思う ので あ 

る。 その他 「秋の 風 今日より は 彼の ふやけた る」 や 「くだらない 小説 を 書きて よろこべる」 など 


^ にしても、 「時代 閉塞の 現状」 を 書いた ころの 彼と して 考えれば 理解で きる 歌で ある。 

歌集 『一握の 砂』 の 歌 はみ な 三 行書き になって いるが、 雑誌に 発表した とき はすべ て 一行で あ 

つた。 それ を 歌集で 三 行書き にした の は、 当時、 短歌に たいする 革新的な 意見 を もってい たから 

であろう。 この 年 十一月 「 一 利己主義者と 友人との 対話」 を 書き、 十二月に 「歌の いろいろ」 と 

いう 文章な 書いて いる。 この 二つ Q 文章 は 彼の 歌論と して 書かれた 最初の、 そして 最後の もので 

ある。 そして この 二つの 文章に 示されて いる 彼の 短歌に たいする 見解 は、 当時と して はもつ とも 

革新的な ものである。 彼 は 「歌の いろいろ」 のなかで、 「我々 は 既に 一首の 歌 を 一行に S 曰き 下す 

ことに 或 不便、 或 不自然 を 感じて 来た。 其処で これ は 歌 それぞれの 調子に 依って、 或 歌 は 二 行に 

或 歌 は 三 行に すれば よい。」 といって いる。 

一首の 短歌 を 三 行に 書く こころみ は 早くから あった。 明治 三十 六佧 六月の 『中学 新 誌』 に 与 謝 

野 鉄^: が 三 行の 歌 を 発表して いるし、 啄木 自身 も 同 三十 五 年 一 月頃、 盛 岡 中学 時代 {：： 羊 会 詠草に 

三 行書き で 発表して いる。 しかし これら は 一時的な 思いつき 程度の ことであって、 はっきりした 

自覚が あ つ ての ことで はな か つ たと 思われる。 そして 直接的に 啄木に 影響 を 与えた と 忍 われる の 

は、 土岐 哀果の 0  — マ 字の 歌で、 これが 四十 三年 三月の 『創作』 創刊号に 三 行で 発表され、 同 第 

一巻 九 号に は 「書斎と 市街」 一連の 作品が 日本 文字で 三 行書き で 発表され ている。 ("3^ 喊絲 
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w」「??f ぉでタぉ 。は) これが 啄木に は つ きりした 自覚 を 与え、 『 一 握の 砂』 を 編集した とき、 人 土 部 

三 行書き に 改めた ものであろう。 そして それ 以後 雑誌に 発表した もの は、 「歌の いろいろ」 で 主 

張した 通り、 ある 歌 は 二 行に、 ある 歌 は 三 行に している。 たとえば 四十 四 年 一月 号の 『早稲 田 文 

学』 年の 十 i 一』 月み？ 離で しあ、 直つ i) に 発表した 「手の よごれ」 十五 首のう ち 四 首が 二 行 

で、 あと は 三 行、 また この 一月に は 『創作』 に 九 首、 『秀才 文壇』 に 十 首 発表して いるが、 『創 

作』 の 方 は 全部 三 行、 『秀才 文壇』 の 方 は 一首 だけ 二 行で ある。 そして これらの 作品 は 『悲しき 

玩具』 に 入って いるので ある。 

だから 啄木 は 意識的に 三 行書き の 歌 をつ くった の は 『悲しき 玩具』 からの 作品で、 『一握の 砂』 

の 作品 は、 はじめは 一行で 発表した もの を、 歌集に-? とき 三 行に 改めた の だから、 三 行に しな 

ければ ならぬ 必然性 はなく、 不自然と 思われる もの も 当然 ある。 しかし このと き 三 行に 書き改め 

る ことによって、 行 を わける ことによ る 新しい リズムと 表現 方法 を 発見して、 やがて 意識的に 三 

テン マ A 

行書き の 歌 をつ くるよう になり、 その 三 行の なかの、 ある 一行 を 上げたり下げたり、 また、 や。 

グっ シュ カフ コ 

を 用い、 ！ゃ？ の 符号 を 用い、 —— や (など をつ かって、 より 複雑な、 微妙な 味わい を 出し、 従 

来の 短歌の 単調 さ を やぶり、 ここに 啄木 独自の 短歌 をみ る ことができる ようにな るので ある。 そ 

ういう 意味から も 『一握の 砂』 は 啄木 短歌の 大きな 発展の ための 過渡期 的な 意味 (内容 的に も 形 


S 式 的に もンを もって いるもの だとい つてよ いであろう。 

前に も 引用し だ 「歌の いろいろ」 で、 「或 歌 は 二 行に、 或 歌 は 三 行に 書く ことにすれば よい。」 

といって いる ことに つづいて、 さらに つぎのようにい つてい る。 

よし それが 歌の 調子 そのもの を 破る とい はれる にして からが、 その 在来の 調子 それ 自身が 我 

々の 感情に しっくり そぐ はなくな つて 来たので あれば、 何も 遠慮 をす る 必要がない の だ。 三十 

一文字と いう 制限が 不便な 場合に は、 どしどし 字 あまり もやるべき である。 又 歌 ふべき 内容に 

しても、 これ は 歌ら しくない とか、 歌に ならない とかい ふ 勝手な 拘束 を やめて しまって、 何に 

限らず 歌いたい と 思った こと は、 自由に 歌へば よい。 かう して さえ 行けば、 忙しい 生活の 間に 

、ひに 浮んで は^えて ゆく 刹那々 々の 感じ を 愛惜す る 心が 人間に ある 限り、 歌と い ふ もの は 滅び 

ない。 仮に 現在の 三十 一文字が 四十 一文字に なり、 五十一 文字になる にしても、 兎に角 歌と い 

ふ もの は 滅びない。 さう して 我々 は それによ つて、 その 刹那々々 の 生命 を 愛惜す る 心 を 満足 さ 

せる ことが 出来る。 

短歌 は 自分の 生活 感情の 変化に 応じて 変って ゆく のが 当然 だと 啄木 はい つてい る。 たいせつな 

の は 自分の 生沾 感情であって、 固定した 短歌の 形式で はない。 短歌の 伝統的な 形式 を 絶対的な も 

のと 考え、 その 固定した 形式の なかに、 自分の 感情 を もりこむ のが 歌人の 仕事 だと， 考えて いる 人 
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々は、 けつ きょくは 歌の 職人であって、 芸術家で はない。 啄木 はこの 文章の もっと 前の 方に、 

「歴史 を 尊重す るの は 好い。 然し その^ 重 を、 逆に 将来に 向って まで 維持しょう として、 一切の 

『驚くべき 事』 に 手 を 以て 蓋 をす る 時、 其 保守的な 概念 を-厳密に 究明して 来たならば、 日本が 嘗 

て 議会 を 開いた 事から が先づ 国体に 抵触す る 訳に なり はしない だら うか。 我々 の 歌の 形式 は 万 葉 

以前から あった ものであるが、 然し 我々 の 今日の 歌 は どこまでも 我々 の 今日の 歌で ある。 我々 の 

明日の 歌 も 矢張り どこまでも 我々 の 明日の 歌でなくて はならぬ。」 といって いる。 ここで 啄木が、 

「一切の 『驚くべき 事』 に 手 を 以て 蓋 をす る 時」 といって いるの は、 大逆事件 を 念頭に おいてい 

つ ている のであろう。 さらに 啄木 は 「歌の いろいろ」 の 最後のと ころで つぎのように^ いてい 

る o 

こんな^ を 考えて、 恰度 秒針が 一回転す る 程の 間、 私 は 凝然として ゐた。 さう して お 分の 心 

が.^ 第々々 に陪 くな つて 行く こと を 感じた。 —— 私の 不便 を 感じて ゐ るの は、 歌 を 一行に 書き 

下す 事ば かりで はない ので ある。 しかも 私自身が 現在に おいて 意の ま、 に 改め 得る もの、 改め 

得べき もの は、 僅に この 机の 上の 置 時計 や 硯箱ゃ インキ 壺の 位置と、 それから 歌ぐ らゐな もの 

である。 謂 はば どうで も 可い やうな 事ば かりで ある。 さう して 其 他の 真に 私に 不便 を 感じさせ 

苦痛 を 感じさせる いろいろの 事に 対して は、 一指 を も 加へ る ことが 出来ない ではない か。 否、 
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それに 忍従し、 それに 屈服して、 惨 ましき 二重の 生活 を 続けて 行く 外に 此の世に 生きる 方法 を 

有たない ではない か。 自分で も 色々 自分に 弁解して は 見る ものの、 私の 生活 は 矢 張 現在の 家族 

制度、 階級 制度、 資本 制度、 智識 売買 制度の 犠牲で ある。 

目 を 移して、 死んだ ものの やうに 畳の 上に 投げ出されて ある 人形 を 見た。 歌 は 私の 悲しい 玩 

具で ある。 

ここに は 彼の 悲痛な 告白が あ る。 「真に 私に 不便 を感 じ させ 苦痛 を感 じさせる いろいろの 事に 

対して は、 一指 を も 加へ る 事が 出来ない。」 「否、 それに 忍従し、 それに 屈服して、 惨 ましき 二重 

の 生活 を 続けて 行く 外に、 此の世に 生きる 方法 を 有たない ではない か。」 といって いる。 彼 は 現 

在の 社会制度の 欠陥と その 不合理 を 身にしみて 感じと り、 それ を 変革す る ことなしに は、 各個 人 

の 生活 も 明るく 安定 しないと 考えながら、 さて それに はどう すれば よい か、 彼 はた だ いらだたし 

さ を 感じる だけで、 自分で は 一指 を も 加える ことができな いと 思う のであった。 これ は 当時の 社 

会の 未成 熟から、 資本主義 社会の 矛盾 を 解決す るた めの、 はっきりした 科学的な 見 透し を もつ こ 

とがで きなかった ので ある。 そこに 啄木の いらだち があった。 そしてす ベての 天才が 多くそう で 

あるよう に、 彼 は 孤独であった。 「僕 はどうしても、 僕の 思想が 時代より 一歩 進んで ゐ ると いふ 

自惚 を此頃 捨てる ことが 出来ない。」 と、 そのころ 宮崎 郁雨への 手紙に 書いて いるの も、 そのい 
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らだ ちと 孤独 をう つ たえて いるので ある。 

彼 は 単なる 歌よ みになる ことに 満足し なかった。 「歌 を 作る 日 は 不幸な 日 だ。 刹那々々 の 偽ら 

ざる 自己 を 見つけて 満足す る 外に 満足の ない、 全く 有耶無耶に 暮 した U1 だ。 君、 僕 は 現在 歌 を 作 

つて ゐ るが、 正直に 言へば、 歌なん か 作らなくても よいよう な 人に なりたい。」 と 四十 四 年 一月、 

友人 瀕川 深に 手紙 を 書いて いる。 また それより 少し 前に 書いた 「食 ふべき 詩」 のなかで、 「私 は 

小説 を 書きたかった。 否、 書く つもりであった。 又 実際 書いても 見た。 さう して 遂に 書け なかつ 

た。 其 時 恰度 夫婦喧嘩 をして 妻に 敗け た 夫が、 理由 もな く 子供 を 叱ったり 虐めたり する やうな 一 

種の 快感 を、 私 は 勝手 気儘に 短歌と いふ 一 つの 詩形 を 虐使す る 事に 発見した。」 と 書いて いる。 

涿木は 「白日 炎々 たる..： II 由の 王国」 としての 小説 を 書きたい と 思って いた。 自分の 思想 や 人生 

観 を 積 It 的に 表現す るた めに は、 どうしても 小説でなくて はならぬ と 考えて いた。 彼 はすで に 三 

十九 年 七月 二十 二日 (渋 民 代用教員 時代)、 佐々 木理 平 治に 宛た 手紙の なかに 「君よ、 詩人の 一切の 

文字と 声と は、 少なくとも <| 「の 世に 於て は、 これ 直ちに 全社 会に 対する 抗戦なら ざるべからず、 

切開手術なら. ざるべからず、 熱 火の 雨なら ざるべからず、 而 して 遂に 真の 教訓なら ざるべ から 

ず。 ：.：. 本 月 三日 夕より 『小説』 の 筆 を (『雲 は 天才で ある』 ！！ 渡 辺 註) 起せり。 蓋し 詩人の 一切の 

武器のう ち、 小説 ほど 白兵戦の 突撃に 有効なる 武器なければ なり。」 と 書いて いる。 そして その 
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小説 を 書く つもりで 最後の 上京 を决行 してから、 彼 は 精力 的に 数篇の 小説 を 書いた が ものに なら 

ず、 生活 は 窮乏の どん底に おちいり、 懊悩と 煩悶が つづいた。 そのと きの やるせない、 いらだた 

しいお 持が、 おのずから 短歌に よって はけ 口 を 求めて いつ た。 

彼 はまた 大逆事件 を 契機と して 現代 社会 組織の 不合理 や 欠陥 を 痛感した。 そして 彼 は、 よい 生 

活 のない ところに よい 文学 はない と 信じた。 そして そのよい 生活、 よい 社会 を 築く ために、 それ 

を さまたげ ている さまざまの 外的な 力と たたかお うとした。 当時の 他の 多くの 文学者 は、 このた 

たかい を 回避し、 文学 は 文学 だけの 問題と して、 ほかの ことに は 目をつぶって 通ろうと した。 啄 

木 はそんな 態度 を卑法 だとい つて 痛罵した。 しかし 啄木 は 自分自身、 社会の 不合理 を 改革す るた 

めに、 実際に は 果して 何が できる だろう。 貧乏で 病弱な 自分の 無力 をな げかざる をえなかった。 

「自分で も 色々 自分に 弁解して は 見る ものの、 私の 生活 は 矢 張 現在の 家族制度、 階級 制度、 資本 

制度、 智識 売買 制度の 犠牲で ある。」 そして 「私自身が 現在に 於て 意の ま、 に 改め 得る もの、 改 

め 得べき もの は、 僅に この 机の 上の 置 時計 や 硯筘ゃ インキ 壺の 位置と、 それから 歌ぐ らゐな もの 

である。」 かくして 彼 は 「歌 は 私の 悲しき 玩具で ある。」 と 嘆息せ ざる をえなかった ので ある。 

啄木の 「歌 は 私の 悲しい 玩其 である」 という 言葉 は、 当時の 啄木の 生活と 心境と から S 然に吐 

き だされた 言葉で ある。 これ は 啄木 自身に とつ て はむ ろん 真実の 声で ある。 しかし これ は 決して 
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短歌 そのものの 問題で はない。 それ はあくまで^ 木 自身の、 私の 問題と して 理解され なくて はな 

ら ぬので ある。 

九、 『悲しき 玩具』 と 「呼子と 口笛」 

歌集 『悲しき 玩具』 は 明治 四十 五 (一九二 一) 年 六月 二十日 発行と なって いるから、 啄木が 死ん 

で 二 力 月 あまりた つてから 出た ものである。 この 歌集に は 「一 握の 砂 以後」 の 短歌 百 九十 四 首 

と、 「一 利己主義者と 友人との 対話」 「歌の いろいろ」 という 二つの 短歌に 関する 感想文と で 一 

冊に なって いて、 最後に 土岐 哀果の 文章が ある。 こ 0- 文章 は、 歌集 『悲しき 玩具』 が 出版され る 

に 至 つ た 事情 をく わしく 伝えて いる 貴重な 文献 だと 思う ので、 その 全文 を ここに 掲げて おく。 

石 川 は 遂に 死んだ。 これ は 明治 四十 五 年 四月 十三 日の 午前 九 時 三十 分であった。 

その 四 五日 前の ことで ある。 金が もう 無い、 歌集 を 出す やうに して くれ、 とのこと であった。 で、 すぐ さ 

ま 東雲 堂へ 行って、 やっと 話が まとまった。 うけとった 金 を 懐に して 電車に 乗って ゐた 時の 心 もち は、 今 

だ^ 忘れられない。 一生 忘れられ ないだら うと 思 ふ。 
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石 川 は 非常に よろこんだ。 氷囊の 下から V どんより した 目 を 光らせて、 いくたび もうな づ いた。 

しばらくして、 「それで、 原稿 はすぐ 渡さなくて もい &のだ らうな、 訂 さなく ちゃなら ない ところ も ある、 

癒ったら おれが 整理す る」 と 言った。 その 声 は、 かすれて 聞き とりにくかった。 

「それでもい、 が、 東雲 堂へ はすぐ 渡す といって おいた、」 とい ふと、 「さう か」 としば らく 目 を閉ぢ て、 

無言で ゐた。 

やがて、 枕 もとに ゐた 夫人の 節 子さん に、 「おい、 そこの ノ —卜 を とってくれ、 ，1 その 陰気な、」 とす 

こし 上 を 向いた。 ひどく 瘦せ たな ァと、 その 時 僕 はお もった。 

「どのく らゐ ある？」 と 石 川 は 節 子さん に 訊いた。 一 頁に 四首づ つで 五十 頁 あるから 四 五の 二百 首ば かり 

だと 答へ ると、 「どれ」 と、 石 川 は、 その 灰色の ラシ ャ 紙の 表紙 をつ けた 中 版の ノ  I トを うけとって、 と 

- ころ どころ 披 いたが、 「さう か。 では、 万事よ ろしく たのむ。」 と 言って、 それ を 僕に 渡した。 

それから 石 川 は、 全快したら、 これこれ のこと をす ると、 苦し さう に、 しかし、 笑 ひながら 語った。 かへ 

りが けに、 石 川 は、 襖 を 閉め かけた 僕 を 「おい」 と 呼びと めた。 立った ま \ 「何 だい」 と 訊く と、 「おい、 

これから も、 たのむ ぞ。」 と 言った。 これが 僕の 石 川に 物 をい はれた 最後であった。 石 川 は 死ぬ、 さう は 

思って ゐ たが、 いよいよ 死んで、 あとの 事 を 僕が するとな ると、 実に 変な 気がする。 

石 川に ついて 言 ふとなる と、 あれ もこれ も 言 はなければ ならない。 しかし、 まだ、 あまり 言 ひたくない。 

もっと、 じっと だまって、 かんがへ てゐ たい。 実際、 石 川の 二十 八 歳の 一生 をかん がへ るに は、 僕の 今 ま 
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でが あまりに 貧弱に 思 はれて ならない ので ある。 しかし、 この 歌集の ことに ついては、 も 少し 書いて おく 

必要が ある。 

これに 収めた の は、 大 てい 雑誌 や 新聞に 掲げた ものである。 しかし、 ここに はすべ て 「陰気な ノ ー ト」 に 

K つた。 順序、 句読、 行の 立て 方、 字 を 下げる ところ、 すべて ノ 1- ^のま \ である。 ただ 最初の 二 首 は、 

その後 紙片に 書いて あつたの を 発見した から、 それ を 入れた ので ある。 第 九十 頁に 一首 空けて あるが、 ノ 

—卜に、 あすこで 頁が 改めて あるから、 それ も その ま \ にした。 生きて ゐ たら、 訂 したいと ころも ある だ 

らうが、 今では 何とも 仕 やうがない。 

それから、 「 一 利己主義者と 友人との 対話」 は 創作の 第 九 号 (四十 三年 十 一 月 発行) に 掲げられた もの、 

「歌の いろいろ」 は 朝日 歌壇 を 選んで ゐた とき、 (四十 三年 十二月 前後) 東京 朝日 新聞に 連載した もので 

ある。 この 二つ を 歌集の 後へ 附 ける こと は、 石 川 も 承諾した ことで ある。 

表題 は、 ノ— トの第 一 頁に 「 一 握の 砂 以後 明治 四十 三年 十 一 月末より」 と 書いて あるから、 それ を その ま 

k 表題に したいと 思った が、 それ だと 「一 握の 砂」 とま ぎら はしくて 困る と 東雲 堂で いふから、 これ も 止 

む を 得ず、 感想の 最後に 「歌 は 私の 悲しい 玩具で ある」 と あるの をと つて、 それ を 表題に した。 これ は 節 

子さん に 伝へ ておいた。 あの 時、 何とす るか 訊いて おけば よかった ので あるが、 あの 寝姿 を 前にして、 全 

快 後の 計画 を 話されて は、 もう、 そんな こと を 訊け なかった。 (四十 五 年 六月 九日) 

明治 四十 四 (一九 一 一) 年 一月 十三 日、 土岐 哀果と はじめて 会って、 その 日す ぐ 共同で 新しい 雑 - 


^ 誌 を 出そうと 相談し、 その 雑誌の 題名 も 啄木の 木と、 哀果の 果を とって 『樹木と 果実』 ときめ、 ， 

そして この 雑誌に 多大の 希望と 抱負 を も つ ていた こと は 前にく わしく 害いた。 

ところが、 それから 間もなく 発病して 入院す る ことにな つた。 そのころ の 日記 をみ ると つぎの 

ように 書いて いる。 - 

一月 二十 七日。 五六 日 前から 腹が 張って しょうがない。 飯 も 食へ るし、 通じ も ある。 それで ゐて腹 一帯 

が 堅く 張って、 坐ったり 立ったり する 時 多少の 不自由 を 感じる。 (この 前日の 一 月 二十 六日の 夜、 平出修 

の 家で 大逆事件の 書類 を 十二時まで か、 つて 読んで いる II 渡 辺 註) 

一月 三十日。 今日は 出社した。 仕事 をして ゐ ると 大分 苦しかった。 (中略) 又木 君 は 近く 始めよう とい 

ふ 製版所 を 共産 的 組織に するとい ふ 決心 を 語った。 この 話は予 をして 喜ばしめ た。 「我々 はもう 决 心して 

もい い。」 さう いふ 言葉が 口に 出た。 

二月 一日。 午前に 又木 君が 来て、 これから 腹 を 診察して 貰 ひに 行かう とい ふ。 大学の 三 浦 内科へ 行つ 

て、 正午から 一 時までの 間に 青柳 医学士から 診て 貰った。 一 回 見て 「これ は 大変 だ」 と 言 ふ。 病名 は 慢性 

腹膜炎。 一日 も 早く 入院せ よとの 事だった。 

二月 三日。 午前に 太 田 正 雄 君が 久しぶりで やって来た。 診察して 貰 ふと、 矢張り 入院し なければ ならぬ 

が、 胸に 異状がない と 言って ゐた。 そのうちに 丸 谷 君が 来、 土岐 君が 来た。 雑誌の こと はすべ て予の 入院 

後の 経過に よって 発行日 その他 を 決する ことにな つた。 夜、 若 山牧水 君が 初めて 訪ねて 来た。 予は 一種の 
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シ ュ 二 ックな 心 を 以て 予の 時世 観 を 話した。 声の さびた この 歌人 は 「今 は 実際み ン なお 先 真暗で ござんす 

よ。」 と 癖のある 言葉で 一 一度 言つ た。 

二月 四日。 今日 以後、 病院 生活の 日記 を 赤い インキで 書いて おく。 早速 入院す る ことにして.、 一旦 家に 

かへ り、 手 廻りの 物 を あつめて 二 時半に この 大学 病院 青山 内科 十八 号 室の 人と なった。 同室の 人 二人。 タ 

万有 間 学士の 診察。 タ食は 普通の 飯。 

こうして 入院した 啄木 は、 二月 七日 手術して 腹の 水 をと つた。 その 日の 日記に 「下腹に 穴 を あ 

けて 水 をと るので ある。 ゴ ム の 符を伝 つ て 落つ る ゥヰス キイ 色の 液体が 一 升 五合 許りに もな つ た 

時、 予は 一時に 非常な 空腹に 襲 はれた やうに 感じて、 冗談 をい ひながら 気 を 遠くした。」 と 書い 

ている が、 その後 経過が よく、 元気 も 出た。 そして また ドイツ語の 勉強^ はじめ、 ケ ロボ ト キン 

の 自叙伝な ども 読んで いる。 その 問に つぎの ような 注目す ベ き 日記が ある。 

二月 十七 日。 南北朝 事件で 昨日 質問 演説 をす る箬 だった 藤 沢 元 造と いふ 代議士が、 突然 辞表 を 出し、 不 

得 要領な 告別 演説 を し て 行方不明 になった。 新聞の 記事 は 政府 の 憎む ベ き 迫害 の 殆ど 何処 ま で 及ぶ か を 想 

像す るに 難から しめた。 予の 精神 は 不愉快に 昂奮した。 そのため か 少し 発熱した。 

三月 二十四日。 新聞に は 昨日の 議院で、 国民 党の 大逆事件 及び 教科書 事件 問責 案が 秘密 会と して 葬り去 

られ たこと を 書いて あった。 
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そして この ころから 彼の 発熱が はじまり、 四 〇 ^を 前後す る 日が つづいた。 診察の 結果、 右の 

肋 膜に 水が たまって いる ことが わかって、 手術して 水 をと つたが、 やはり 熱の 高い 日が つ づ い 

た。 しかし、 そう いつまでも 病院に いる ことができず、 三月 十五 日に 退院した。 そして 家に 帰つ 

て、 寝たり 起きたり の 日 を 送った。 熱 もさ がらず、 不眠に なやまされる 夜が 多かった。 

四月 十七 日の 曰 記に 「朝から 疳 瘤が 起 つてし やうがない。 雑誌 を やめて しま はう と 思って 夜に 

丸 谷お に 来て 貰って 話した。 现. ffl の 第 一 は 雑誌が 今や 最初の 目的 を はなれて 全く 一  個の 小さい 歌 

の 雑誌に すぎぬ ことにな つたと いふ 事 —— 」 と 書いて いるよう に、 せっかく 期待 を かけた 雑誌 も 

彼の 期待に そむく ものに なりそう なので、 ついに やめる 決心 をした。 そして 毎日 高い 熱に 苦しみ 

ながら、 「丸 谷 お と 無政府主義の 事に 阁 して 議論した。」 (4 月 加 曰) 「毎日 平民 新聞 やその 後の あ 

の^の 出版物 を しらべて ゐ る。」 (4 月^ 曰)、 「平民 新聞に あ つた 卜 翁の 日露戦争 論 を 写し出す。」 

(4 月お 曰〕、 「北 輝 次郎の 『純正 社会主義の 哲学』 を 読んだ。」 (6 月 5 曰)、 そして 七月 十二 日の 日 

記に は 「発熱 四十 度 三分、 この 日 以後 約 一週 問、 全く 氷嚢のお 蔭に ていの ち をつな ぐ。 食慾 全く 

なし。」 と^いて いるよう な ありさまであった。 

氷嚢の 下より 

まなこ 光らせて、 
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寝られぬ 夜 は 人 をに くめる。 

子 を 叱る、 あはれ この 心よ。 

熱 高き 日の 據 とのみ 

妻よ、 思 ふな。 

運命の 来て 乗れる かと 

うたが ひぬ —— 

蒲団 の 重き 夜半の 寝覚 めに 。 

たえがたき 渴き覚 ゆれ ど、 

手 をのべ て 

林檎と る だ にものう き 日 かな 

堅く 握る だけの 力 も 無くなりし 
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やせし 我が 手の 

いと ほし さかな。 

X 

やま ひ 癒えず、 

死なず、 

ttsv つき 

日毎に こころの み 険しく なれる 七 八月 かな。 

歌集 『一握の 砂』 に は 回想， や 追憶の 歌が 多く、 それが この 歌集の 大きな 特色と いえる ので ある 

が、 『悲しき 玩具』 は 大半が 病気の 歌で ある ことが 特色に なって いる。 しかし 『 一 握の 砂』 に 見 

られ たような 感傷 はよ ほど 稀薄に なり、 病苦と 貧乏に なやむ 現実 生活 を、 実感に 即して リアルに 

表現して いるので ある。 そして この 歌集に いたって、 いわゆる 啄木 短歌の 独自性が はっきり みら 

れ るよう になる ので ある。 

『悲しき 玩具』 に 入って いる 作品の ほとんど 全部が 一 度 雑誌に 発表され たもので あるが、 『 一 

握の 砂』 の 例に したがって、 ここに その 雑誌 名と、 発表され た 歌 数と、 それが 形式の 上で どんな 

風に 変 つ てきて いるか を 示して おこう。 

『秀才 文壇』 四 四 年 一 月 号 「十二月」 一 〇 首 (うち 七 首 採る。 一 首 だけ 二 行、 あと は 三 行。 、 o などな し。) 
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『早稲 田 文学』 四 四 年 一 月 号 「手の よごれ」 一 五 首。 (全部 採る 。二 行、 三 行の 行 分けで、 、 。 などな し。) 

『精神 修養』 四 四 年 一 月 号 「今年 も」 一 〇 首 (うち 七 首 採る。 一 首 だけ 二 行、 あと 三 行、 、 o などな し。) 

『创 作』 四 四 年 一月 号 「方角」 九 首。 (全部 採る。 。 、などな し。 この 号に 土岐 哀果の 「人の 事と 自分の 

事」 十八 首が 掲載され ていて、 これに は、 や。 がつ いている。) 

『創作』 仝 二月 号 「都合 わるき 性格」 二 〇 首 (全部 採る。 このと きから、 や 。を 使って いる。) 

『創作』 仝 三月 号 「寝台の 上より」 一 八 首。 (全部 採る。 全部 三 行、 、や。 や！ などが ついている。) 

『文章 世界』 仝 三月 号 「病院の 夜」 一 〇 首。 (全部 採る。 みな 三 行で、 や 。や 各種の 符号が ついている。) 

『早稲 田 文学』 仝 三月 号 「机の 位置」  一 二 首。 (全部 採る。 仝 上。) 

『精神 修養』 仝 四月 号 「病中 十 首」 一 〇 首。 (全部 採る。 仝 上。) 

『文章 世界』 仝 七月 号 「五 歳の 子」 一 〇 首。 (全部 採る。 仝 上。 この 中に 「「労働者」 「革命」 などと いふ 

言葉 を K き おぼえた る 五 歳の 子 かな」 という 歌が あって、 この 「労働者」 「革命」 が XX になって いる。) 

『w 雲』 仝 七月 号 「或る日の 歌」 一 一 首。 (全部 採る。 仝 上。) 

『新 日本』 仝 七月 号 「やま ひの 後 「二 六 首。 (全部 採る。 仝 上。) 

『詩歌』 仝 九月 号 「猫 を 飼 はば」 一 七 首。 (全部 採る。 これが 最後の 作品で ある。) 

これで 見る と、 短歌に、 や。 や！ や？ など を 用い はじめた の は土岐 哀果が はじめで (行 を 分け 

たの もそう であった)、 それ を 学んで 啄木 も その 翌月から 実行して いる ことが わかる。 そして 雑 
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誌に 発表した の を、 前に あげた 土岐 哀果の 文章に ある 「陰気な ノ— ト」 に 啄木が 写しと つていた 

ものら しく、 この ノ— ト では、 全部、 や 。がつ いている ので ある。 なお ノ ー トに 写しと ると き、 

直して いる 歌 も 数 首 ある。 

この 「陰気な ノ ー ト」 を 見る と、 欄外に 「八月」 と 書いて、 「解けが たき 不和の あいだに 身 

を処 して、 ひとり かなしく 今日 も 怒れり。」 「猫 を 飼 はば、 その 猫が また 争 ひの 種と な るら む。 か 

なしき わが 家。」 など 十七 首 あるが、 これが 『詩歌』 九月 号に 発表した .「 猫 を 飼 はば」 十七 首で 

あって、 啄木の 作った 短歌の 最後に なって いる。 ところが この ノ ー トは、 はじめから ずっと 啄木 

自身が ペンで 書いて いたのに、 いまい つた 「八月」 のと ころから 筆蹟が 変って、 女らしい 文字に 

なって いる。 これ は、 当時 啄木 はもう 自分で 書く 気力が なくなり、 妻の せつ子に 書かせた ので は 

ないかと 想像され る。 そして この ノ— トの 最後の 歌が 「庭の そと を 白き 犬 ゆけ り。 ふりむきて、 

犬 を 飼 はむ と 妻に はかれる。」 であるが、 その あとに 啄木の 筆蹟で、 「大 跨に 縁側 を 歩けば」 とい 

う 一行 だけが 書いて あって、 あとの 二 行が なく、 それで 終って いる。 

『悲しき 玩具』 の 作品 は、 明治 四十 三 1H. 十一月 末から、 四十 四 年 八月までの、 約 八 力 月と いう 

短い 期間の 作品で ある。 しかも その 大部分が 病床での 生活で あり、 高い 熱と、 生活難に^ しめら 

れ ていた 時期で ある。 その上 七月 中旬から 妻の せつ子 も 発病して 病院 通い を はじめて いる。 その 
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ころの 日記 を 見る と、 「せつ子 も 健康 を 害し、 咳す。 血色 悪し。 下 平の 診察に て 気管 及び 胃腸 悪 

しとい ふこと なり。 服薬す。」 (7 月^: 曰) 、 「せつ子 容態 漸く 悪し。 本日 大学 病院に て 見て もら 

ひ、 左の 肺 少し 悪しとの 診断 をう け 来る。」 (7 月び 曰) 、 「せつ子 青山 内科の 有 馬 学士の 診察 を 

うけ 肺尖 加 答 児と 診察 さる。」 (7 月お 曰) 、 「この頃 せつ子 は 寝たり 起たり 故、 炊事 万端 老母の 役 

目な り。 老本 にて 二階の 上り下り 気の毒な り。」 (00 月 2 日) というよ うな ありさま である。 そこ 

で 八月 七日、 小石 川 区 久堅町 七十 四 番地に 小き な 借家 を 探して 引越した。 二 畳の 玄関と、 八 畳に 

六 畳の 家で、 庭 も ある 手頃な 家であった。 

陰気な ノ  —卜の 「八月」 として 書かれて いる 十七 首の 作品 は •、 この 久堅 町に 移って 間もなくの 

作で あろうと 思われる。 とにかく 『悲しき 玩具』 の 作品 は、 前に もい つたよう に、 わずか 八 力 月 

ほどの 間の、 しかも 病床 生活の 作品で あるから、 その 取材の 範囲 は、 おのずから 彼の 身辺の 日常 

生活に かぎられて いるので ある。 福 田 恒存は 「かれの 眼 は 末 来に 向つ でゐた —— が、 実生活 は 一 

点に 停止して ゐた。 その 矛盾 は 『悲しき 玩具』 に 如実に 示されて ゐる。 そこに は 焦燥 感 あり、 歌 

の 調子 はとに かく 乱れが ちで ある。 のみならず、 その 卜ゥ ヴィァ リズム はお ほべ くもない 欠陥る 

露呈して ゐる。 生活に 素材 を 失つ た 啄木 は、 自然と 鎖 末な 茶飯事に すがらざる をえ なかつ た の 

だ。」 ( J 細？? 5 籠、 具 集) とい つてい る 通り、 鎖 末な 日常茶飯事 を 平凡に 歌って いるつ まらな 
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い 歌 も あるが、 しかし この 歌集の 特色 は、 いっさいの 虚飾 を 去って、 あくまで 生活の 実感に 即し 

自分と いう 人間の 姿 を、 冷静に みつめて 歌って いると ころに ある。 そして その 人間の 姿 は、 常に 

眼 を 未来に 向け、 新しい 明日の 社会 を 期待しながら、 現実に はどうす る こと もで きぬ 焦燥 感と不 

満に身 もだえす る 人間の 姿で ある。 そこに は 自己 憐憫と 自嘲と が 色 濃く でて いるが、 しかし 従来 

の 短歌に つきものの 諦観 的な 逃避への 傾向 は みられず、 前向きの 姿勢 はくず していない。 

大逆事件 以後の 陪ぃ 時代の なかで、 あくまで 自己 を 主張して 生きよう とすれば、 そこに は 現代 

社会 組織の 厚い 壁が 目の前に たちはだかつ ている。 当時の 多くの 文学者 II 詩人. 歌人 は、 この 

厚い 壁の 前で たじろぎ、 足踏みから 後退への 道 をた どり はじめた とき、 (ここに 近代の 停滞と 分 

裂と があった。) 啄木 はこの 厚い 壁 を うちやぶる ことによ つ て 自己主張と 自我の 拡大 を 期待した 

ので ある。 しかし 当時の 未成 熟な 社会的 条件の なかで、 現代 社会 組織 を、 本質的な 階級 関係と し 

て 理解す る ことができず、 「人民の 中へ」 といいながら、 それ は 正しく 労働者階級 として 理解で 

きなかった。 従って 彼の 考えた 社会主義の 内容 も 多分に あいまい であり、 それ は 科学的な 確信で 

はなく、 空想的な 願望に すぎなかった。 だから 彼の 思想が ラジカル であれば ある ほど、 現実的に 

はどうす る こと もで きない 焦燥 感に身 もだえせ ざる をえなかった ので ある。 この 焦燥 感は、 彼の 

最後の 詩 「呼子と 口笛」 にもよ く あらわれ ている。 
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啄に木 四十 二 年の 十二月から 翌 四十 三年の 一月に かけて 「心の 姿の 研究」 と 題した 六 篇の詩 を 

書いて いるが、 それ 以後 は 詩 を 書いて いない。 ところが 四十 四：. tH ハ月 久しぶりに 詩 を 書いて il 誌 

『創作』 (四 四 年 七月 号) に 発表した。 これ はこの 雑誌の 巻頭に 掲載され ていて、 「はてしなき 議 

論の 後」 HH;E の 番号 をつ けた 六篇の ものであった。 ところが 彼の 死後 残されて あった ノ ー 卜に 

は 「呼子と 口笛」 という 表題で、 「はてしなき 議論の 後」 「ココアの 一 匙」 「書斎の 午後」 「激論」 

「^碑銘」 「古びた る 齣 を あけて」 「家」 「飛行機」 と、 それぞれ 題 をつ けて 八篇の 詩が 書かれて 

あった。 その後 さらに 「はてしなき 議論の 後 0:」 「呼子の 笛」 「明るき 午後」 の 三篇が 発見され 

て、 ここに 合計 十一 篇が 四十 四 年 六月に 作られて いた ことが わかった ので ある。 ここに は 後に 発 

見され た 「はてしなき 議論の 後」 を あげてお く。 

はてしなき 議論の 後 

暗き、 暗き 曠野に も 似た る 

わが 頭脳の 中に、 

いなづ 4t 

時として、 電の ほとばしる 如く、 

革命の 思想 は ひらめけ ども ——  . 


あはれ、 あはれ、 

かの 壮快なる 雷鳴 は 遂に 聞え 来らず。 

我 は 知る、 

いなづま 

その 電に 照し 出さる る 

新しき 世界の 姿 を。 

其処に て は、 物み な そのと ころな 得べ し。 

され ど、 そ は 常に 1 瞬に して 消え去る なり、 

しかして、 かの 壮快なる 雷鳴 は 遂に 聞え 来らず • 

暗き、 暗き 曠野に もぬ たる 

わが 頭脳の 中に、 
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時として、 & 田の ほとばしる 如く、 

革命の 思想 は ひら^け ども ——  , 

(一九 一 1 • 六 • 一  五 夜) 

「革命の 思想 は ひらめけ ども」 「かの 壮快なる 雷鳴 は 遂に 聞え 来らず」 というと ころに 彼の 焦 

燥感 があった ので ある。 もう 一 つの 方の 「はてしなき 議論の 後」 は、 各聯の 終りの 二 行が 「され 

ど、 誰 一人、 握り しめたる 拳に 卓 をた たきて、" V  NAI^OD" と 叫び 出づる ものな し。」 で 繰り返 

されて いるが、 ここに も 彼の いらだちと もどかし さが 感じられ るので ある。 「呼子と 口笛」 全体 

を 通じて、 はげしい 焦燥 感と 一脈の 感傷が 底 を 流れて いるので あるが、 これ は 前に もい つたよう 

に、 当時の 社会的 未成 熟の ためであって、 当面して いる 諸 矛盾の 解決が、 まだ 科学的、 合理的に 

把握され なか つ たと ころから くる、 いらだちと もどかし さで あ つ たので ある。 

しかし 啄木の これらの 詩 は、 時代の 最も 切実な 感情 を うちだし、 時代の 苦悩と 焦燥と を 真正面 

からうたい 上げた 詩と して、 当時の 日本文学 全体の 上から 考えても、 正に 最高の 水準 を 示す もの 

の 一 つで あると いいうる であろう。 壺井繁 治 は 「呼子と 口笛」 について、 「これらの 詩が、 彼の 

代表的 作品と して、 日本 近代詩の なかで 独特な ものと なった わけ は、 当時の ラディカルな イン テ 

リ ゲン チヤが、 時代の 動きと 密^して 多 かれ 少な かれな めねば ならなかった 悲しみ、 悩み、 いら 
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だ た し さ に ふ れ て い る か ら で あり、 この よう に 自己 の.^ 情 を、 時代 の 動向と 切実 に ふれあわせた 

作品 は 『呼子と 口笛』 が はじめて であり、 それ は 彼の 晩年の 短歌 や 評論と ともに、 現代 文学の 発 

展 にたい しても、 示唆 的な 多くの 問題 を 提出して おり、 また ずっとお くれて あらわれ てきた プロ 

レタ リア 文学の 前触れで もあった ので ある。」 (fgys 晴條^ 瞧) といって いるが、 すでに 重い 

病に かかり、 しかも、 もはや 最後に 近い ころの 作品に、 このような たくましい、 健康な 意欲 (そ 

れは 特に 「墓碑銘」 において) をみ る ことができ るの を、 われわれ はむしろ 驚かざる をえない の 

である" 

一 〇、 啄木の 死  . 

何となく、 

今年 はよ い 事 ある 如し。 

元日の 朝 晴れて 風 無し。 

四十 四 年の 一月、 啄木 はこうい う 歌 をつ くって いる。 しかし 「何となく、 今年 はよ い 事 ある 如 


ゾ I と 思った この 年 は、 啄木に とって やはり 暗い みじめな 1 年であった。 この 年 十 一月 「平信」 

という 文章 を 書いて いる。 この 文章 は 「親愛なる 岡 山 儀 七 君。 i 」 という 書き出しで 手紙の 形 

式に な つ ている が、 そのな かにつ ぎの ような ところが ある。 

或晚、 やつば り 同じ 事を考 へて ゐ ながら、 何時しか 神経が 昂 つてき て、 いくら 眠らう と 思っても 眠れな 

、^持に なった。 真暗な 室の 中に 三時 間 もさう して 眼 を 開いて いた 末に、 とう/ \ ^は 一人で 起きて 電灯 

の 捻子 を ひねった。 恰度 一時だった。 火鉢に は 火が 絶えて、 鉄瓶に もう 少しの 余 £ もなかった。 間もなく 

妻 も 目を覚 して 起きて 来た。 

「お、、 俺 はやつ ばり 駄目 だよ。」 叱りつ ける ような 調子で 出し抜け にかう 言った。 「俺 はもう 書く 事な. 

んか i さう。 俺の 頭に ある 考へ は、 みんな 書く 事の 出来ない 考へ ばかり だ。 書いて 書け ない 事 はない が、 

書いた つて 発表す る 事が 出来ない。」 

の  「さう です ねえ。」 袤 はかう 答へ た。 さう して 適当な 言葉 を 見出さない 時に 何時もす る 通り、 眼 を 急が 

术 しく パチ くさして ゐた。 

咬  「しかし 俺の 考へは 間違って ゐ ない。」 

0  二人 は 火の ない 火鉢 を 中に して、 稍し ばし 無言の ま、 - 相対して ゐた。 

^ 大逆事件の 発覚から、 言論の 自由 はいよ いよ 圧迫され た。 「社会」 という 文字 を 使う こと さえ- 
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危険 だとされ た。 そして 思想 取締りの ための 特高警察 という ものが できた の もこの ころから であ 

つた。 それ は 文字通りの 暗い 谷間の 時代だった ので ある。 こういう 時代 的 圧迫の なかで、 啄木 は 

「俺の 頭に ぁる考 へ は、 みんな 書く 事の 出来ない 考へ ばかり だ。」 と 嘆息した ので ある。 

こうして 希望 を もってむ かえた 四十 四^. も、 暗 磨と した 気持の なかで 暮れて ゆく ので ある。 四 

十四 年 最終の 日記 をみ ると、 「十二月 一 日。 妻が 社に 行つ て 二十 七 円 前借して 来た。」 「十二月 二 

日。 払 ひ は 滅茶苦茶、 家賃 ものば したが、 それでも 丸 谷 君へ 返す のが 足ら なくなって、 五 円 手紙 

に 封 じて 送った。」 「十二月 三日。 咳が 出、 喉が いたみ、 さう して 気分が わるくて 寝て ゐ た。」 「十 

二月 四日。 小 樽の 佐田庸 則から 集金 郵便で 旧債 六 円の 取 立てが 来た。 手紙 を かいた。 三月まで 延 

期。」 「十二月 二十 六日。 賞与 二十 円、 前借 二十 七 円、 せつ子 行って 受取って 来る。」 「十二月 三十 

一日。 残金 一円 十三 銭 五 厘、 今日は 面倒な かけとりに 私が 出て 申 訳 をした。 夕方が 八 度 二分。 百 

八の 鐘 をき いて 寝る。」 とあって、 十二月の 日記 はこの 六日 間 だけし か 書かれて いない。 

明治 四十 五 (一九二 一)：.^、 啄木 二十 七 歳で、 啄木の 生涯 を 終る 年で ある。 こ こに もう 少し 日 

記の 一 部 を 引用して おく。 

一月 一日。 今年 ほど 新年ら しい 気持の しない 新年 を迎 へた こと はない。 とい ふより は 寧ろ、 新年ら しい 

気持になる だけの 気力 さへ ない 新年だった とい ふ 方が 当って ゐる かも 知れない。 からだの 有様と 暮 しのみ 
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じめ さを考 へる と、 それ も 無理 はない の だが、 あまり 可い 気持の ものではなかった。 朝に まだ 寝て ゐ るう. 

ちに 十 何 通 かの 年賀状が 来た けれども、 いそく と 手 を 出して 見る 気に も なれな か つ た。 

いつも 敷いて おく 蒲団 は 新年 だとい ふので 久し振りに 押入に しま はれた が、 暮の 三十日から 三十 八 度に 

上る 熱 は、 今日 も 同様だった。 二日 だけ は 気の 張りで どうか かう か 持ち こたへ てゐ たが、 今日はとう/^ 

まゐっ てし まった。 

一月 二日。 新聞に よると、 三十 一 日に： S めた 市. W: 電車の 車掌、 運転手の ストライキが 昨日まで 続いて、 

元日の 車中 はまる で 電車の 影 を 見なかった とい ふ 事で ある。 明治 四十 五 年が ストライキの 中に 来たと いふ 

事 は、 私の 興味 を惹 かない わけに は 行かなかった。 何だか それが、 保守主義 者の 好かない 事の、 どんく 

日本に 起って 来る 前兆の やうで、 私の 頭 は 久し振りに 一 しきり 急がし かった。 

一月 三日。 たと へやう もない 不愉快な 日であった。 熱が やっぱり 三十 八 度の 上に のぼった。 ビラ ミドン 

を 服んだ。 (中略) 

市内の 電車 は 二日から 復旧した。 万 朝 報に よると、 市民 は 皆 交通の 不便 を 忍んで 罷業 者に 同情して ゐ 

る。 それが 徳 富の 国民 新聞で は、 市民が 皆 罷業 者の 暴状に 憤慨して ゐる 事に なって ゐる。 小さい 事ながら 

私 は 面白い と 思った。 国民が、 団結 すれば 勝つ とい ふ 事、 多数 は 力なり とい ふ 事 を 知って 来る の は、 ォォ 

ルド、 二 ツボンの 眼から は 無論 佶険 極まる jil と 見える に 違 ひない。 

一 月 七日。 昨日 も 今日 も 言 ひがたき 不愉快の うちに 暮らさねば ならなかった 不幸 を 私 は 此処に 嘆かずに 


1S2 


は 居られない。 妻 はこの 頃 また 少し 容態が 悪い。 髪 も梳ら ず、 古 拾の 上に 寝巻 を 不恰好に 着て、 全く 意地 

も 張り もない やうな 顏 をして ゐて、 さう し i」 時々 烈しく 咳 をす る。 私 は その 醜悪な 姿 を 見る 毎に 何とも 言 

へない 暗い 怒りと 自棄の 念に 捉 へられずに 済まされない。 

このような 状態の なかで、 母 も 一月 中旬 ころから 発病した。 熱が 三十 八 度 二分 も あり、 咳と い 

つし よに 血 を だすよう になった。 しかし 金がないので 医者に も かかれず、 売薬で 一時 ごまかして 

いた。 「十三 日 か 十四日の 晩から、 せつ子と 京 子 を 隣室へ 母と 1 緒に 寝せ る ことにした。 せつ子 

はやつ ばり 咳が はげしい ので、 炊事 向 は 万事 また 母 一人で やって ゐ たが、 その 母が 二三 日 前から 

時々 啖と 一 しょに 血 を 吐く やうに なった。 それでも せつ子 は、 自分 は 薬 を 怠けて 飲まずに ゐ たり 

する 癖に、 水まで 母に くませて ゐた。 あまり 顔色が よくない ので、 今夜 熱 を 計った ところが、 三 

十八 度 二分、 脈搏 百 〇 二あった。 医者 ほ 見せた くても 金がない。 兎も角 二三 日 は 寝て ゐて貰 ふこ 

とに した。 『明日から 私が します』 とせつ 子が 言った。」 (1 月 S 日日 記) 

困り はてた 啄木 は、 森 田 草 平に 金の 無心 をした。 そしたら 森 田 は、 夏目漱 石の 奥さんからの 見 

舞と して 十 円 持って きて くれ、 知人の 医者 を 紹介して くれる という 手紙 もき た。 一月 二十 六日の 

日記に つぎのように 書いて いる。 

待ちに 待った が、 その 手紙の 中の 医者 はとう < 日が 暮れても 来て くれなかった。 そこで 思 ひ 切って 近 


所の 三 浦と いふ 医者に 使 ひ を やった ところが、 三十 位の 丁寧な 代診が 来た。 診察の 結果 は、 母 はもう 何年 

前より とも 知れない 痼疾の 肺 患 を 持って ゐて、 老体の 事 だから 病勢 は 緩漫に 進行した にち が ひない が、 も 

う 左の 肺 は 殆ど 用 をな さない 位に なつ てゐ ると いふ 事 だつ た。 

喀血した からこ そ 「或は …… 」 と 思って ゐ たもの、、 これ は 私に とって 全く 初耳だった。 しかし 不幸に 

して 私 は、 医者の 言葉 を 証拠立てる 色々 の 事実 を 知って ゐた。 母が まだ 十五 六の 頃に 労 症 乃ち 今の 肺病 を 

ゎづら つたと いふ 話 も 母の 口から 聞いた 事が あつたし、 それば かり か 数年 前から、 母 は 左 を 下にして 寝れ 

ば 咳が 出て 眠れない と 言つ てゐ た。 さう して 去年 私の 入院 中に も 母 は 多少 喀血した ことがある さ う で あ 

る。 …： 私 はまた 長 姉の 死因に ついても 考 へなければ ならなかった。 (中略) 

母の 病気が 分った と 同時に、 現在 私の 家 を 包んで ゐる 不幸の 原因 も 分った やうな ものである。 私 は 今日 

死 とい ふ 今日 こそ 自分が 全く 絶望の 境に ゐる こと を 承認せ ざる を 得なかった。 私に は 母 をなる ベく 長く 生か 

0 したいと いふ 希望と、 長く 生きられて は 困る とい ふ 心と が、 同時に 働いて ゐる …… 

母の 喀血に よって、 啄木 は 自分の 病気の 原因 も、 妻の 病気の 原因 も はっきり 思い知らせれ たの 

0 であった。 

わが 病の 

，§  その 因る ところ 深く 且つ 遠き を ® ふ。 


m  目 をと ぢて思 ふ。 

一月 二十 九： n に、 朝日 新聞社の 有志 十七 人から 集った 見舞 金 三十 四 円 四十 銭が 屈 けられた。 こ 

れで 質屋に 入って いた 着物 を 出したり、 子供に 玩具 を 買って やったり した。 そして 啄木 は 「非常 

な U 険を 犯す やうな 心で、 仲に のって 神楽 坂の 相 馬屋まで 原稿紙 を 買 ひに 出かけた。 帰りが けに 

或 本屋から クロポトキンの 『口 シャ 文学』 を 二 円 五十 銭で 買った。」 (1 月？ 3 曰 日記) と いくらか 

元気 を とりもど している。 しかし 熱 は 毎日 三十 八 度を越え ていた。 

啄木の 日記 は 二月 二十日で 終 つてい る。 その後 は 日記 を 書く 気力 さえ 失 つていた のであろう。 

その 最後の 日記 はつぎの ような ものである。 

二月 二十日、 日記 をつ けなかった こと 十二 日に 及んだ。 その 間 私 は 毎日 毎日 熱の ために 苦しめられて ゐ 

た。 三十 九 度まで 上った こと さへ あった。 さう して 薬 をのむ と 汗が 出る ために、 からだ は ひどく 疲れて し 

ま つて、 立つ て^くと 膝が フラ/ \ する。 

さう して ゐる 間に も 金 は ドンくな くな つ た。 母の 薬代 や 私の 薬代が 一 日 約 四十 銭 弱の 割合で か- - つ 

た。 質屋から 出して 仕 立直さした 拾と 下着と は、 たった 一晩 家に おいただけで また 質屋へ やられた。 その 

金 も 尽きて、 妻の 帯 も 同じ 運命に 逢った。 医者 は 薬代の 月末 払 を 承諾して くれなかった。 

母の 容態 は 少しい 可い やうに 見える。 然し 食慾 は 減じた。 
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この 最後の 日記 を 書いた 少し 前の 一月 二十 七日に 土岐 哀果へ あてた 手紙に 「善い 事が どつ さり 

来る 害の 四十 五 ：4!K が、 一月 早々 からこの 通り ぢゃ、 僕 も少々 がっかり だ。 一体 誰が かう 僕 を いぢ 

める のかな。 いくら いぢめ たって 仲々 降参す る 僕お やない のに」 と 書いて いる。 しかし 三月 七 

日、 母 はついに 死んだ。 啄木 はこの 打撃です つかり 元気 をな くした。 そして 彼の 病状 も 悪化す る 

ばかりだった。 父 は その 前の^の 九月、 二 庇 目の 家出 をして 室 蘭の 山 本 方 (啄木の 次 姉の 嫁ぎ先) 

に-は 介 こなって いたので、 母の 死んだ ときには 家に いなかつ たの だが、 母の 死 をき いて、 急いで 

上京した。 

俺 も 母の 死ぬ よほど 前から 毎日 三十 九 度 以上の 熱が 出て 床に ついて ゐ たために、 同じ 家に ゐ ながらろ く 

に 慰めて やる こと も 出来なかった。 お前の 手紙 は 死ぬ 前の 晩につ いた。 とても あれ を 読んで やっても、 終 

ひまで 聞いて 居れる 様な 容態で ない ので、 節 子が 大略 を 話しす ると、 お前から 金が 来たと いふ 事 だけが わ 

かったら しかった。 それから その 晚 何時頃だった か はよ く 記憶 しないが 「みい、 みい」 と 二度 呼んだ。 

「みいが 居ない」 と 言 ふと、 それ 切り 音が なくなつ たけが、 この 外に 母 はお 前につ いて 何も 言 はな か つ 

た。 翌る 朝、 節 子が 起きて 見た 時にはもう 手 や 足が 冷たくな つて、 息 はして いたが、 いくら 呼んでも 返事 

がない。 そこで 俺 も 床から 這 ひ 出して 呼んで 見 たがや. つばり 同じ 事 だ。 すぐ 医者 を迎 へたが、 その 医者の 

居る うちにす つかり 息が 切れて しまった。 お前の 送った 金 は 薬代に ならずに、 お 香料に なった。 
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これ は 妹の 光子へ 送った 手紙で 「自分で はかけ ないから お 友達に 代筆して 貰 ふ」 と 書いて あ 

る。 そして 啄木の 書簡と して 残って いる、 これが 最後の ものである。 

四月に なって、 彼 は 急に 古い 友人で ある 金 田 一京 助に 会いた くな つて、 手紙 を だした。 金&ー 

はすぐ やって きた。 啄木 は 金 田 一の 顔 を 見る と、 「ひょっとすると 今度 は 駄目 だ。」 といった。 

「医者 は？」 と金 田 一が きくと、 「薬代が 滞る もの だから、 来ても くれない。」 といい、 「いくら 

自分で 生きたい と 思っても、 こんな だもの」 といって、 布団 を あげて 見せた。 そこに はまる で 肉 

の なくなった 骸骨の ような 腰骨が 見えた。 金 田 一はお どろいて、 「これ ぢゃ いけない。 何よりも、 

ともかく 何 かすき な 滋養物 を 食べなければ」 というと、 顿木は 「すきな もの どころ か、 米 もな 

い。」 といって 顔 を ゆがめて 笑った。 

金 田 一は さっそく 家へ 帰って、 月給の 残りの 十 円 を もって 引返して きた。 その 十 円 を 啄木の 前 

にだす と、 啄木 は 目 をふさいだ まま、 「片手 を 出して おがむ やうな 手真似 をした。」 と金 田 一は 書 

いている。 

それから 数日た つて、 若山牧 水が 啄木 をたず ねた。 そして 啄木の 病気が 意外に ひどい のにお ど 

ろき、 「助かる 命 も 金がない ために 自ら 殺す の だ」 といって なげいた。 牧水 はこの ありさま を 土 

岐 哀果に つたえた。 そこで 哀果 は 歌集の 出版 を 東雲 堂に 交渉し、 例の 「陰気な ノ ー 卜」 を 啄木 か 


花 うけとって、 その 稿料の 二十 円 を 屈け た。 しかし この 稿料で 買った 強壮剤 も 少しば かり 手 をつ 

けた だけだった し、 歌集 も 生前つ いに 見る ことができなかった。 啄木 はこの 年 四月 十三 日の 朝、 

永久の 眠りに ついた ので ある。 臨終の 床の かたわらに は、 若山牧 水と 一 禎と、 妻の せつ子 三人 だ 

けと いう 淋し さであった。 当時 六 歳だった 京 子 は、 父の 死 も 知らず、 折から 盛りであった 桜 のら 

びら を 拾 つ て 無心に 遊んで いたと 牧 水が 後に 書いて いる。 

中 野 重 治 は 『啄木 詩集』 (月曜 齊！ S 版) の 解説の なかに、 つぎのように 書いて いる。 

まと 

啄木の 最後の 批判の 的が 天皇制 国家で さへ なかったならば、 この 国 はこれ ほど 悲惨な 死 を 啄木に 与へ な 

かった かも 知れない。 あるひ は 却って 保護 を さへ 与へ ようとした かも 知れない。 しかし 啄木の 的 は 啄木が 

ほしい ま& にえらん だものではなかった。 それ は 天皇制 国家 そのものが、 その 帝国主義的 躍進の 力で、 そ 

^ こから 来る 国民生活の 実相 そのもので 啄木の 前に かかげた ものであった。 さう して 啄木 は、 それ を 彼の 的 

© とした。 天皇制 国家 は それ 自身の 力で、 この 病気の、 貧乏な、 からだの 小さな 詩人 を、 うす 緑色 をした 何 

木 かの 幼虫 ほどに あしらって、 指さき で こすり 殺して しまった。 

, 啄木 は土岐 哀果への 手紙に、 r 一 体 誰が かう s 、を いぢめ るの かな。」 と 書いた。 彼 は 自分 を いぢ 

一 める ものの 正体 を、 おぼろげながら つかんで はいた。 しかし まだ ほんとうに、 帝国主義 日本の 階 

W 級 的 本質と して はっきり つかんで いたと はいえぬ かも 知れぬ。 そこに 彼の あせりと いらだちが あ 
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つた。 それ はしかし、 時代の 未成 熟と してやむ をえない こ， ^であって、 啄木 は そのために、 暗闇 

のなかに 物 を さぐる ように、 足ず りし、 手 さぐりしながら、 明るい 明日の 時代に 向って 一歩一歩 

前進した のであった。 

啄木の 文学が、 浪漫主義から 自然主義へ、 そして 自然主義から 社会主義 へと、 短期間の うちに 

発展して いったの は、 何より 彼の 人生に たいする 誠実 さからで ある。 「人生い かに 生くべき か」 

を 誠実に 追求す る ことに 自分の 文学 を むすびつけて 考えた からで ある。 ここから 自己の 苦悩 を 時 

代の 苦悩と して 痛切に 感じと り、 「時代 閉塞の 現状に 宣戦し なければ ならぬ。」 といい、 「私の 文 

学に 求む る 所 は 批評で ある。」 と、 当時と して は 最も 高い 立場から 文学の 新しい 方向 を 示唆して 

いるので ある。 

啄木が 「どうしても その ま、 にして おけぬ」 とい つた 現代 社会 組織、 経済 制度、 家族制度 等々 

は 現在の われわれ にと つても 当面する 切実な 問題と して 残されて いる。 それ は 啄木の 時代よりも 

もっと 深刻に 解決 を 迫られて いる 問題で ある。 これらの 解決 は、 啄木の 時代に はま だ 多分に 空想 

的 願望と してし か 考えられ なか つたので あるが、 われわれの 時代に はすで に 現実的、 具体的に 解 

决の 方向が 明らかにされ ている。 啄木が い つた 「明日の 必要」 はすで にソ 同盟 や 新 中国 その他に お 

い て 実現 さ れつつ あるので ある。 啄木の おぼろげに 描いて いた 理想 はついに 地上の 現実の ものに 


な^^ 短い 生涯 は、 I 通り 血のに じむよう な 悪戦苦闘であって、 .£T^9P 

い^し、 傷つき 倒れた。 しかし それ は 先駆者の 名に ふさわしい 輝かしい ものて ある 菜 は 永 

久に われら 民衆の 友で ある。 
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